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中
曽
根
康
弘
元
総
理

2
0
0
4
年

6
月
8
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り

II
私
た
ち
が
出
て
く
る
と
き
、
吉
田
茂
が
明
治

の
初
め
の
岩
倉
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
比
す
べ
き
も
の

だ
、
と
そ
う
言
っ
て
送
り
出
し
た
か
ら
ね
。

ー
そ
う
い
う
気
概
を
持
っ
て
い
っ
た
よ
我
々
は
Ii

ー



”
1
9
5
0
年
の
世
界
[
四
は
元
総
理

●
中
苦
根
康
弘
氏
の
昭
和
・

-+

冗

九

五

O
)
年
の
世
界

．
周
を
描
い
た
作
品
で
す
。
当
時
の

11
本
の
あ
り
よ
う
は
今

11
と
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

11
本
は
無
条
件

降
伏
の
結
呆
、
連
合
同
軍
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ

「
オ
キ
ュ
パ
イ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
」（
古
領
さ
れ
た

11
本
）

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
敗
戦
国

・
日
本
は
独
立
を
失
い
、
国
家
そ
の
も
の
が
封
釦
さ
れ
、
国
際
社
会
か

ら
隔
離
さ
れ
た
特
殊
な
地
域
で
あ
り
日
本
国
民
の
海
外
渡
航
も
ほ
ぼ
不
可
能
で
し
た
。

し
か
し
、
お
ど
ろ
く
べ
き
こ
と
に
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
三
卜^

一歳
だ
っ
た

1

苗
1

根
氏
は
稀
有
の
機
会
を
得
て
枇
界
に
旅
立
ち
ま
す
。
こ
の
時
期
の

11
本
人
の
悔
外
渡
航
は
、
き
わ
め
て

ま
れ
で
中
怜
根
氏
は

11
本
と
戦
後
世
界
と
の
避
辺
の

”さ
き
が
け
“
と
い
え
ま
す
。
旅
は
ア
ジ
ア
、
中
東

を
経
由
し
て
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
を
め
ぐ
り
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
に
至
り
ま
す
。

”
1
9
5
0
年
“
は
第
一
如
次
大
戦
直
後
の
混
乱
が
よ
う
や
く
お
さ
ま
り
、
戦
後
世
界
が
そ
の
姿
を
あ
ら

わ
し
始
め
る
時
間
幣
に
あ
た
り
ま
し
た
。
中
曽
根
胄
年
が
訪
れ
た
ド
イ
ツ
に
は
大
戦
に
よ
る
焦

t
が
残
る

一
方
で
「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
」
が
あ
ら
わ
れ
、
新
し
い
対
立
「
東
西
冷
戦
」
の
始
ま
り
を
告
げ
、
ま
た
フ
ラ

ン
ス
で
は
「
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
休
」

(E
C
S
C
)
構
想
が
発
表
さ
れ
、
「
欧
州
統
合
」

へ
の
第

一
歩
が

し
る
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
英
同
で
は
”
揺
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
“
の
形
容
の
も
と
広
汎
な
社
会
保
陪
制

度
の
確
立
を
め
ざ
し
て
福
祉
国
家
の
原
型
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

2
 



0
0四
年

夏

志
野
靖
史

大
西
洋
を
わ
た
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
際
連
合
本
部
を
舞
台
に
米
ソ
が
朝
鮮
戦
争
問

題
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
応
酬
し
、
両
国
が
戦
後
世
界
の
主
役
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
ま
す
。
そ
の
ア
メ

リ
カ
の
国
土
に
は
膨
大
な
数
の
自
動
車
が
行
き
交
い
、
商
店
に
は
豊
富
な
品
物
が
あ
ふ
れ
、
家
庭
に
は
テ

レ
ビ
に
代
表
さ
れ
る
各
種
の
電
化
製
品
が
登
場
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
市
民
が
世
界
に
先
駆
け
て
現
代
的
で

豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
享
受
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

数
ヵ
月
に
わ
た
り
、
身
を
も
っ
て
戦
後
世
界
の
新
潮
流
を
体
験
し
た
中
曽
根
青
年
は
、
現
地
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
表
情
を
み
せ
る
各
同
の
印
象
を
詳
細
に
記
録
し
、
郷
土
の
地
元
紙
（
群
馬
県

・
上
毛
新
聞
に
「
欧

米
た
よ
り
」
と
題
し
て
掲
載
）
に
書
き
送
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
当
時
の
中
曽
根
氏
の
手
記
、
そ
の
他
の
関
連
資
料
を
も
と
に

”
1
9
5
0
年
の
世
界

一
周“

を
再
現
す
る
も
の
で
す
。

中
曽
根
氏
に
は
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
お
い
て
半
世
紀
前
の
世
界
旅
行
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
当
時
の
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
取
り
計
ら
っ
て
く
だ
さ
っ
た
中
曽
根
事
務
所
の
田
中
茂
氏
、
資
料
に
つ
い
て
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
、

井
手
廉
子
氏
に
も
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

3
 



装丁 ：フィールドワーク

本文デザイン：森岡智哉、高橋清香

校正：久高将武

写真 ：今岡秀幸（スタジオ ・アウパ）
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1
9
5
0
年
の
世
界

一
周

H
次

5
 



フ
ラ
ン
ス
に
て

7
月
1
3
日
＼
7
月
1
6
日

ド
イ
ツ
に
て

7
月
6
日
＼
7
月
1
3
日

ス
イ
ス
に
て

6
月
14
日
＼
7
月
6
日

羽
田
か
ら
ス
イ
ス
ま
で

6
月
12
日
＼
6
月
14
日

オ
キ
ュ
パ
イ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

プ
ロ
ロ
ー
グ
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《

世
界

一
周
出
発
ま
で
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付
録
・
参
加
者
リ
ス
ト

中
曽
根
康
弘

111
9
5
0
年
II

を
語
る

ワ
シ
ン
ト
ン
に
て

7
月
27
日
＼
8
月
1
日

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て

3
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日
＼
7
月

2

3
 

7
月
2

1
9
5
0
年
か
ら

1
9
8
3
年

3
 

............................................. 3
 

ー

II

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ヘ
の
建
白
書
II

を
め
ぐ
る
ス
ケ
ッ
チ
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ー

イ
ギ
リ
ス
に
て

7
月
16
日
＼
7
月
22
日

5
 

................................................... 4
 

ー
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DC-6の胴体は

ほぼ新幹線の

ぐらいのスペー

シー トが並びま ツo
ヽ

‘¥、 I/ = 、.,/‘ 云

ス
D
Cー

6

飛
行
機
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
航
空
に
所
属
す
る
ダ
グ
ラ

゜

II

ミ
ン
ド
ロ
号
“

板
内
で
は
夜
半
に
羽
田
を
発
ち

一
夜
を
明
か
し
た

0
名
の
乗
客
が
、
そ
ろ
そ
ろ
起
き
だ
屯
．
て
い
ま
//

 

も
客
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
人
、
｀
日
災

{/iiJ;
＼

-》

ク

三
ジ

双
＼
乙



か
つ
て
危
険
に
満
ち
、
乗
り
心
地
の
点
で
搭
乗
者

に
忍
耐
を
強
い
た

11

空
の
旅
II

も

一
九
五

0
年
代
に

な
る
と
安
全
性
に
す
ぐ
れ
た
四
発
旅
客
機
が
登
場

し
、
現
在
の
旅
客
輸
送
の
原
型
が
出
来
上
が

っ
て
い

ま
す
。

機
内
に
は
機
能
的
な
旅
客
席
に
加
え
、
談
話
室
、

温
か
い
機
内
食
を
調
理
す
る
キ

ッ
チ
ン
、
洗
面
室
な

ど
が
設
け
ら
れ
乗
客
の
快
適
な
空
の
旅
を
可
能
に
し

す
。

深夜、羽田を発って

翌朝はマニラ、翌々朝には

アラビアの砂漠上空を通過、

その日夕方、スイスに到着します。

ミ
ン
ド
ロ
号
に
乗
る

一
行
の
目
的
地
は
ス
イ
ス
で

し
た
が
、
当
時
ソ
連
上
空
を
通
過
し
ヨ
ー
ロ
ッパ
に
向

か
う
シ
ベ
リ
ア
ル
ー
ト
は
開
設
さ
れ
て
お
ら
ず
、
機
は

い
っ
た
ん
フ
ィ
リ
ピ
ン

・
マ
ニ
ラ
に
向
か
い
ま
す
。

そ
の
後
南
シ
ナ
海
を
横
断
し
、
ア
ジ
ア
、
中
東
で
給
油

を
繰
り
返
し
な
が
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
い
ま
す
。
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● 1950年の世界一周

最
後
に
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
し
ま
す
。
99f”

 

L
 

:..................................................... ・: 

【アメリカ合衆国］

首都ワシントンD.C

面積約783万km2（日本の約25倍）

人口約1億3200万人 (l950年）

巨大な生産力で第2次大戦を連合国の勝利に

導いたアメ リカは圧倒的な経済力、軍事力で

戦後世界の構築にのりだします。
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中曽根康弘

1950年の

世界一周

旅程表

6/13 

6/14 

7/6 

7/13 

7/16 

7/22 

7/23 

7/26 

8/1 

8/2 

8/3 

8/15夜

羽田からフィリピン航空機にて出発

マニラーカルカッターカラチ

リダーローマ

スイス•ジュネーブ到着

モントルー滞在

チューリッヒ出発

ドイツ・デュセルドルフ到着

ケルンーボンーエッセンーハンブルクー

ブレーメンーハノーバーーボン

フランクフルト出発ーフランス・パリ到着

パリ出発ーイギリス・ロンドン到着

BOAC機にてロンドン出発

アメリカ ニューヨーク到着

ニューヨークーワシントン

ワシントン

シカゴ

ロサンゼルス

フィリピン航空機にてサンフランシスコ出発

ハワイーウェーキーグアムーマニラ

羽
田
か
ら
西
匝
り
に
世
界
を
周
、
約
力
月
か

け
て
欧
米
の
主
要
都
市
を
め
ぐ
る
こ
の
旅
に
は
国
会

議
員

・
地
方
首
長

・
実
業
界
な
ど
各
界
の
代
表
者
約

七

0
名
が
参
加
し
、
戦
後
日
本
か
ら
初
め
て
の
大
規

模
な
欧
米
視
察
旅
行
で
し
た
。

羽田到着

そ
し
て
ミ
ン
ド
ロ
号
搭
乗
客
約
五

0
名
の
中
に
は

す
で
に
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
中
曽
根
康
弘

（当
時

十
歳
）
の
姿
も
あ
り
ま
す
。

14 
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で

1945年8月末より連合軍の日本進駐が開始されます。マッカーサ

一元帥の指揮のもと米第8軍 （アイケルバーガー中将）が東日本に、

第6軍 （クルーガー中将）が西日本に展開し 、その規模は最大時

40万人に達します。占領軍はその物量の豊富さ 、生活水準の高さ

で日本人に大きな衝撃を与えます。
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占領時代、船積みされ細々と送り

出された日本からの輸出品には

"made in occupied Japan"の表記

があります。

ー
オ
キ
ュ
パ
イ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
ー

（
一
九
四
五
年
九
月
二
日

S
一
九
五
二
年
四
月
二
十
七
日
）

日
本
が
敗
戦
を
迎
え
た
昭
和
卜

（

九
四
五
）
年

か
ら
、
独
立
を
回
復
す
る
昭
和
卜
七
年
ま
で

H
本

は
世
界
か
ら

11

オ
キ
ュ
パ
イ
ト

・
ジ
ャ
パ
ン
II

と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

オ
キ
ュ
パ
イ

(O
c
c
u
p
Y
)は
「
占
領
す
る
」
、

「
オ
キ
ュ
パ
イ
ト

・
ジ
ャ
パ
ン
」
で
「占
領
さ
れ
た
日
本
」

を
意
味
し
ま
す
。

戦
前
、
中
国
大
陸
へ
の
進
出
を
推
し
進
め
た
日
本

は
昭
和
六

(
-
九
芝

一
）
年
の
満
州
事
変
を
経
て
、

昭
和
ト
ニ
年
に
は
日
中
戦
争
に
突
入
、
軍
事
力
に
よ

っ
て
広
大
な
勢
力
圏
を
確
保
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。

日
本
の
行
動
は
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
権
益
の

侵
害
を
恐
れ
る
米

・
英
と
の
対
立
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。特

に
日
米
関
係
は
急
速
に
悪
化
し
、
昭
和
十
六
年

秋
、
日
本
政
府
は
最
終
的
に
米
国
と
の
交
渉
を
打
ち

切
り
、
十
二
月、

真
珠
湾
攻
撃
を
も
っ
て
太
平
洋
戦

争
が
始
ま
り
ま
す
。

戦
争
は
三
年
八
カ
月
に
及
び
、
開
戦
当
初
は
日
本

側
に
有
利
に
推
移
し
た
戦
局
も
物
量
に
勝
る
米
国
の

反
攻
の
前
に
次
第
に
悪
化
し
ま
し
た
。

同
盟
国
ド
イ
ツ
が
敗
北
し
、
戦
局
が
絶
望
的
と
な

っ
た
昭
和
二
十
年
七
月
、
連
合
国
側
は
日
本
政
府
に

向
け
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
発
表
し
ま
す
。

16 



一 オキュバイト・ジャパン

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
ド
イ
ツ
・
ポ
ツ
ダ
ム
に
参
集
し

た
米
・
英
・
ソ
連
の
首
脳
が
対
日
処
理
に
つ
い
て
討

議
し
、
と
り
ま
と
め
た
文
書
で
す
。
宜
言
は
十
―
―
―
項

か
ら
な
る
簡
単
な
も
の
で
し
た
。

「
日
本
国
に
対
し
最
後
的
打
限
を
加
え
る
態
勢
を
整

え
た
」
連
合
国
の
「
軍
事
力
の
最
高
度
の
使
用
は
日

本
軍
隊
の
不
可
避
か
つ
完
全
な
壊
滅
を
意
味
す
べ

く
、
ま
た
同
様
必
然
的
に
日
本
国
本
土
の
完
全
な
破

壊
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
」

宣
言
の
前
半
は
な
お
抗
戦
す
る
日
本
に
対
す
る
警

告
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
項
以
降
で
は
降
伏
後
に
日
本
が
置
か
れ
る
で
あ

ろ
う
基
本
的
条
件
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

降
伏
後
の
日
本
は
、
連
合
国
軍
に
よ
っ
て
占
領
さ

れ
ま
す
。

ま
た
戦
前
に
獲
得
し
た
南
樺
太
•
朝
鮮

半

島

・
台
湾
と
い

っ
た
領
を
失
い

、
日
本
の
領
土
は

北
海
道
・
本
州
・
四
国
・
九
州
と
そ
の
周
辺
の
島
嶼

に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
の
国
家
主
権
は
連
合
国
の
任
命
す
る
最
高
司

令
官
の
も
と
に
従
属
し
、
そ
の
指
令
の
も
と
「
日
本

ぎ
ま
ん

国
民
を
欺
購
し
」
「
世
界
征
服
戦
争
に
」
導
い
た
軍

国
主
義
勢
力
は
永
久
に
除
去
さ
れ
ま
す
。

「
日
本
人
の
自
由
意
思
に
」
基
づ
い
た
民
主
的
で
平

和
的
な
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
と
き
、
連
合
国
軍
は
撤

退
す
る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

宜
言
は
降
伏
後
の
外
地
に
展
開
す
る
日
本
将
兵
の

す
み
や
か
な
帰
還
を
保
証
し
、
日
本
に
も
最
低
限
の

経
済
力
の
維
持
を
許
さ
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
連

合
国
の
目
的
が
日
本
国
家
の
抹
殺
や
日
本
民
族
の
奴

隷
化
で
は
な
い
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
部
内
で
も
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
評
価
は
分

か
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
天
皇
の
決
断
に
よ
り
宣
言
を

受
諾
し
ま
す
。
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タクラス・マッカーサー
(1880~1964) 

「歴史上いかなる植民地総督も 、征服者、

総司令官も、日本国民に対してもったほ

どの権力をもったことはなかった。私の

権力は至上のものであった」

（「マッカーサ一回想記」下より）

日
本
占
領
の
最
高
司
令
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
が
、

ダ
グ
ラ
ス

・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
米
国
陸
軍
元
帥
で
し

こ
。

t
 「

連
合
国
軍
に
よ
る
占
領
」
と
い
う
表
現
は
多
同
籍

の
軍
隊
の
駐
留
を
連
想
さ
せ
ま
す
が
、
占
領
部
隊
は

ほ
ほ
米
軍
に
よ

っ
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
太

平
洋
戦
線
に
お
い
て
は
米
軍
が
主
力
で
あ
っ
た
こ

と
、
米
国
以
外
に
大
規
模
な
部
隊
を
派
遣
で
き
る
余

力
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

最
高
司
令
官
に
助
言
す
る
た
め
、
各
同
代
表
か
ら

構
成
さ
れ
る
理
事
会
が
も
う
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
最

高
司
令
官
に
勧
告
す
る
諮
問
機
関
に
す
ぎ
な
か
っ
た

た
め
、
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ
れ
ら
の
理
事
会
に
制
約

さ
れ
る
こ
と
な
く
占
領
統
治
を
推
し
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
米
国
の
公
務
員
で
あ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に

占
領
体
制

18 



一 オキュバイト・ジャパン

命
令
す
る
立
場
に
あ
る
は
ず
の
国
防
総
省
も
、
陸
軍

の
現
役
最
先
任
の
大
先
輩
に
軽
々
し
く
命
令
で
き
な

い
雰
囲
気
が
あ
り
、
日
本
占
領
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に

”白
紙
委
任
II

と
い
う
の
が
実
情
で
し
た
。

こ
う
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
自
身
の
指
令
が
そ
の

ま
ま
法
令
と
な
る
と
い
う
超
法
規
的
権
能
を
持
っ

て
、
八

0
0
0万
の
人
口
を
持
つ
近
代
国
家
を
支
配

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
そ
の
付
与
さ
れ
た
帝
王
の
よ
う

な
絶
対
的
権
力
、
超
然
と
し
た
高
踏
的
な
振
る
舞
い
、

端
正
な
風
貌
も
あ
い
ま
っ
て
、
”
太
平
洋
の
ジ
ー
ザ
ー
“

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

＊
シ
ー
ザ
ー

（
ユ
リ
ウ
ス

・
カ
エ
サ
ル

）（
前

'O
0頃
ー
前
四
四
）

古
代
ロ
ー
マ
の
将
軍
ガ

リ
ア

（現
7
ラ
ン
ス

）
を

f
定
外
征
部
隊
を
中
い
て
ロ
ー
マ
に
進
駐
、
共
和
制
を
廃
し
独
紋

体
制
を
敷
き
ま
す
が
、
反
対
派
に
昭
殺
さ
れ
ま
す

C

-

）
の
と
き
の

「プ

ル
ー
タ
ス
、
お
ま
え

も
か
」
の
．J
策
は
介
名
で
す

ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

ダ
グ
ラ
ス

・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
父
も
米
国
陸
軍
中

将
と
い
う
名
門
に
生
ま
れ
、
陸
軍
士
官
学
校
を
異
例

の
高
成
績
で
卒
業
し
て
い
ま
す
。
優
秀
な
士
官
と
し

て
昇
進
を
続
け
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
第

一
次
大
戦
で

米
軍
部
隊
を
率
い
て
活
躍
し
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
五

（
一
九
三

0
)
年
、
陸
軍
参
謀
総
長
に
就
任
し
ま
す
。

軍
人
最
高
位
の
参
謀
総
長
の
任
期
を
終
え
た
昭
和
十

年
、
米
領
フ
ィ
リ
。
ヒ
ン
に
軍
事
顧
問
と
し
て
赴
任
し

ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
任
務
は
現
地
軍
を
創
設
し
、
日

本
か
ら
の
攻
漿
に
備
え
る
こ
と
で
し
た
が
、
太
平
洋

戦
争
の
緒
戦
で
は
日
本
軍
の
前
に
敗
退
し
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
脱
出
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、

昭
和
十
九
年
、
大
部
隊
を
率
い
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
奪
回

し
、
次
い
で
日
本
占
領
の
司
令
官
と
な
り
ま
し
た
。
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1905 1925 1937 

L
1
 

ー

リ

ー

ー

屈

マッカーサーは1905年、極東視察に向かう父アーサーの

副官として来日、日露戦争に勝利した「大山、黒木、乃木、

東郷など日本軍の偉大な司令官たち」と面会したといわれ

ます。さらに、25年には金沢の陸軍第9師団司令部を訪問

しています。また37年にはフィリピン・ケ‘ノン大統領に同

行して東京に滞在しています。

知
日
派
？

マ
ッ
カ
ー
サ
ー

マ
ッ
カ

ー
サ
ー
は
当
時
の
欧
米
人
に
は
珍
し
く
戦

前、

三
度
に
わ
た
っ
て
日
本
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ
の
経
験
を
も
と
に
自
ら
を
陸
軍

有
数
の
日
本
通
と
自
負
し
て
い
ま
し
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
日
本
観
は
、
例
え
ば
ー

が
千
年

敗
戦
時
の
日
本
に
つ
い
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
語
っ

て
い
ま
す
。

「
日
本
は

二
十
世
紀
文
明
の
国
と
は
い
う
も
の
の
、

実
態
は
西
欧
諸
国
が
す
で
に
四
世
紀
も
前
に
脱
ぎ
す

て
た
封
建
社
会
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
人
の

生
活
の
あ
る
面
は
、
そ
れ
よ
り
も

っ
と
古
風
な
も
の

だ
っ
た
。

神
人
融
合
の
政
治
形
態
は
西
欧
社
会
で
は
一

の
進
歩
の
間
に
す
っ
か
り
信
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
も

の
だ
が
、
日
本
で
は
ま
だ
そ
れ
が
存
在
し
て
い
た
。

天
皇
は
神
と
み
な
さ
れ
、

一
般
の
日
本
国
民
は
ま
と

も
に
天
皇
を
見
つ
め
る
こ
と
す
ら
は
ば
か
っ
て
い

た
」「

ま
こ
と
に
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
は
近

代
国
家
と
い
う
よ
り
は
古
代
ス
パ
ル
タ
に
近
い
存
在

で

あ

っ

た

」

（「

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
皿
想
記
」
下
よ
り
）
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一 オキュバイト・ジャバン

慣
例
と
諸
勢
力
の
バ
ラ
ン
ス
の
な
か
で
振
る
舞
わ
ざ

る
を
え
ず
、
絶
対
的
権
力
を
行
使
し
た
と
は
い
え
な

い
こ
と
／
普
通
選
挙
（
た
だ
し
男
子
の
み
）
に
よ
っ

て
議
会
が
構
成
さ
れ
、
少
数
な
が
ら
左
翼
系
政
党
も

議
席
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
／
当
時
の
国
際
水
準
か

ら
み
て
か
な
り
高
度
で
全
国
的
に
統

一
さ
れ
た
規
格

の
義
務
教
育
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
／
都
市

部
で
広
が
り
が
み
ら
れ
た
欧
米
的
な
大
衆
文
化
ー
な

ど
を
考
え
れ
ば
、
日
本
を
実
際
以
上
に
野
蛮
な
後
進

国
と
と
ら
え
て
い
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
自
己
の
認
識
の
妥
当

性
を
疑
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
絶
対
的
権
力

を
も
っ
て
後
進
的
で
専
制
的
な
日
本
を
近
代
的
で
民

主
的
な
国
家
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
べ
く
、
急
進
的

な
社
会
改
革
を
指
令
し
ま
す
。

一
連
の
改
革
に
は
憲
法
改
正
を
は
じ
め
、
女
性
参

政
権
の
付
与
、
農
地
改
革
、
財
閥
解
体
、
新
教
育
制

「
連
合
国
軍
総
司
令
部
の
関
心
は
、
い
か
に
し
て
日

本
人
を
押
さ
え
つ
け
て
お
く
か
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
ど
う
す
れ
ば
再
び
日
本
人
を
立
上
が
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
」

（應
閤
よ
り
）

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
高
い
理
想
と
、
強
烈
な
使
命
感

を
抱
い
て
占
領
統
治
に
あ
た
っ
た
こ
と
は
疑
い
え
な

い
事
実
で
、
自
身
の
も
つ
権
力
の
あ
か
ら
さ
ま
な
行

使
に
は
慎
重
で
抑
制
的
で
し
た
。
さ
ら
に
マ
ッ
カ

ー

サ
ー
は
頻
繁
に
声
明
を
発
表
し
、
日
本
国
民
を
励
ま

し
、
鼓
舞
し
ま
す
。
こ
の
教
育
者
的
態
度
に
加
え
米

国
に
よ
る
大
規
模
な
食
糧
援
助
が
始
ま
る
と
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
慈
悲
深
い
”
護
民
官
“
と
い
う
色
彩
を

帯
び
日
本
国
民
の
畏
敬
を
集
め
ま
す
。

度
の
確
立
な
ど
が
あ
り
、
戦
後
日
本
の
基
本
を
形
づ

く
り
ま
す
。
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参謀部

GHQ 
（述合ltilぬ益1iJ令部）

概閉

民
政
局

民
間
通
信
局

民
間
運
輸
荀

天
然
資
源
局

経
済
科
学
局

民
間
情
報
教
育
局

公
衆
衛
生
幅
祉
局

民
間
史
料
局

民
間
財
産
管
理
局

民
事
局

晶
級
副

部

占領時代、GHQの略称で呼ばれた連合国最高司令部は、日本政府の上に立つ真の政府でした。

とくに憲法改正をはじめとする政治改革を指導した民政局 (GS)、経済政策を担当した経済科

学局 (ESS)はマッカーサーの有力な部下が局長に就任し 、強力な権限を持ちました。

し
た
。

什

処放

蔵

追

で

駿

柑

公

次第

な
と

6

月，
 

力

杖氷

i求

政

叱

ら

を

力

減

求溢

ー

評

nt
 

こ
の
事
態
に
抗
議
し
た
当
時
の
＊
石
橋
蔵
相
は
追
放
処

済
の

t
 

し
掌
＇
ム

't
ゎ
寡甘

7

る

19
す

朴

8
 

8

カ

ぃ

側

111
本

”

湛

6
 

H
,
 

，
 

は
日
本
人
に
と

っ
て
つ
ら
く
忍
耐
を
要
す
る
も
の
で

な
い
「
オ
キ
ュ
パ
イ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
」
と
い
う
時
代

独
立
を
失
い
、
何
事
も
自
ら
決
す
る
こ
と
の
で
き

分
と
な
り
ま
す
。

な
り
、
最
大
時
国
家
予
算
の

三
割
に
も
達
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
莫
大
な
占
領
軍
経
費
は
日
本
側
の
負
担
と

し
か
し
表
面
上
、
寛
大
な
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
の
日
本

占
領
に
も
巧
妙
な
思
想
統
制
が
あ
り
、
水
面
下
で
は

強
圧
的
な
側
面
も
あ
り
ま
し
た
。

占
領
軍
は
周
到
な
検
閲
を
実
施
し
、
反
米
感
情
に

つ
な
が
る
情
報
は
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

占
領
法
規
の
違
反
者
は
軍
事
法
廷
で
裁
か
れ
ま
し
た
。

水
面
下
で
行
わ
れ
る

G
H
Q
の
内
面
指
尊
は
絶
対

で
、
日
本
の
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
指
令
も
強
行
さ
れ

ま
し
た
。
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オキュパイト・ジャバン

占
領
下
の
日
本
経
済

太
平
洋
戦
争
は
日
本
に
大
き
な
惨
禍
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
占
領
中
の
昭
和
二
十
四
年
、
経
済
安
定
本

部
（
経
済
企
画
庁
の
前
身
）
が

一
応
の
推
計
と
し
て

死
亡
者

一
八
五
万
人
、
行
方
不
明
者
六
八
万
人
と
い

う
数
字
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
独
立
後
、
犠
牲
者
の

数
は
さ
ら
に
多
数
と
推
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
で
は

二
七

0
万
人
以
上
の
死
亡
者
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

占
領
時
代
、
日
本
国
民
は
戦
争
に
よ
る
被
害
の
全

容
を
把
握
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

経
済
的
打
撃
も
大
き
な
も
の
で
し
た
。
ま
ず
、
敗

戦
の
秋
に
は
食
糧
危
機
が
深
刻
化
し
ま
す
。
当
時
の

日
本
は
約
五

0
0
0万
ー
六

0
0
0万
石
が
平
年
作

と
い
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
争
に
よ
る
人
手
不

足
、
化
学
肥
料
不
足
か
ら
昭
和
十
年
の
収
量
は
約

昭和10~20年代の日本に

は約300万町歩の水田があ

り、年5000万～6000万石

前後の収量がありました 。

300万町歩は約300万haに

相当し 、当時の水田を合計

すると 、北海道の約4割の

面積に相当します。

三
九

0
0万
石
（
平
年
比
六
割
）

で
し
た
。
深
刻
な
食
糧
不
足
は

き
ま
す
。

と
い
う
減
収
ぶ
り

十
五
年
頃
ま
で
続

鉱
工
業
生
産
の
落
ち
込
み
に
も
大
き
な
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
当
時
、
復
帰
す
べ
き
水
準
と
さ
れ
た
昭

和
九
ー
十

一
年
を

一
0
0と
し
て
、

二
十

一
年
の
鉱

工
業
生
産
の
指
数
値
は
一―
-
0
程
度
ま
で
低
下
し
て
い

ま
し
た
。
石
炭
や
原
料
の
不
足
に
よ
る
基
礎
産
業
の

停
滞
は
生
活
物
資
の
窮
乏
を
も
た
ら
し
、
激
し
い
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。
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戦
争
に
よ
る
打
撃
を
こ
う
む
る
以
前
で
も
日
本
は

欧
米
よ
り
は
る
か
に
貧
困
で
し
た
。

開
戦
直
前
、
日
本
の

一
人
当
た
り
国
民
所
得
は
米

国
の
五
分
の

一
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平

洋
戦
争
後
に
な
る
と
、
さ
ら
に
格
差
は
広
が
り
、
約

十
四
分
の

一
と
な
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
戦
前
よ

り
は
る
か
に
後
退
し
た
現
実
に

11

四
等
国
II

と
い
う
言

葉
が
実
感
を
込
め
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
敗
戦
と
占
領
の
混
乱
の
な
か
に
あ
り
な

が
ら
も
、
日
本
が
破
滅
的
な
無
政
府
状
態
に
陥
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
量
餓
死
は
寸
前
で
回

避
さ
れ
、

一
般
国
民
が
暴
徒
と
化
し
て
政
府
の
食
糧

倉
庫
を
襲
繋
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

経
済
は
激
し
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
さ
い
な
ま

れ
ま
し
た
が
、
通
貨
制
度
の
崩
壊
と
い
う
破
局
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
丹
念
に
見
回
す
と
、
敗
戦
に
う
ち
ひ
し
が

れ
る
占
領
下
の
日
本
に
も
、
の
ち
の
成
長
を
予
感
さ

せ
る
要
素
が
あ
り
ま
す
。

敗
戦
は
つ
ね
に
国
民
経
済
を
圧
迫
し
た
軍
事
的
負

担
を
取
り
去
り
ま
し
た
。
民
主
的
改
革
は
貧
富
の
差

を
縮
め
、
の
ち
の
高
度
成
長
を
支
え
る
大
衆
消
費
市

場
を
準
備
し
ま
す
。
残
存
し
た
製
造
業
に
は
光
学
機

器
や
造
船
と
い
っ
た
、
す
で
に
世
界
水
準
に
近
い
業

種
が
あ
り
ま
し
た
。

苦
し
い
環
境
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
教
育
制
度
が

実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
の
ち
に

”
団
塊
の
世
代
II

と
呼

ば
れ
戦
後
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
世
代
が
こ
の
世
に

生
を
う
け
て
い
ま
す
。

II

オ
キ
ュ
パ
イ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
II

と
い
う
時
代
は
敗

戦
の
衝
撃
と
混
乱
の
な
か
に
も
、
徐
々
に
回
復
と
の

ち
の
成
長
の
条
件
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
、
そ
の
よ

う
な
時
代
で
し
た
。
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世
界

一
周
出

日比谷にあった進駐軍向けのチケット・オフィス。

「そこの入口の壁に大きな字で 「上海へ六時間、サンフランシスコヘ四十二時間」と書

いてある」「その様に我々が六時間力‘>つて東京から静岡の邊へ行く間に世界の人は

上海まで行ってゐる、我々が九州迄行く間に太平洋の向こう岸まで行つてゐる。これ

が今の世界の標準スピードである」 （中曽根康弘「青年の理想」より）

占領下、中曽根は壁面の文字を見上げ、世界の動きから取り残されていく祖国の運命

に焦慮の思いを抱きます。
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中
曽
根
康
弘
・
学
生
時
代

中

曽

根

康

弘

は

、

大

正

七

八

）
年
＊
五
月

十
七
I
J
‘
群
馬
県
高
崎
市
で
父
・
松
五
郎
、
母
・

ゆ
く
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
家
は
「
古

久
松
」
と
い
う
材
木
問
屋
で
、
製
材
工
場
も
備
え
た

大
き
な
廂
家
で
し
た
。

中
学
ま
で
高
崎
で
過
ご
し
た
中
曽
根
は
高
校
時
代

を
静
岡
で
送
り
ま
す
。

当
時
の
旧
制
中
学
の
修
業
年
限
は
五
年
で
し
た

が
、
四
年
次
か
ら
高
校
受
験
資
格
が
あ
り
、
受
験
に

あ
た

っ
て
は
、
四
年
次
に
腕
試
し
を
し
て
五
年
次
に

本
番
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。

四
年
次
で
静
岡
高
校
に
合
格
し
た
中
曽
根
は

一
年

待
っ
て
の
束
京

・
一
高

（現
・
東
大
教
養
部
）
受
験
も
検

討
し
ま
し
た
が
、
静
高
に
進
ん
だ
本
家
の
親
戚
か
ら
、

静
岡
が
「
群
馬
に
は
な
い
海
と
ミ
カ
ン
と
イ
チ
ゴ
が
あ

（一

九

東京帝国大学法科

入学時満19歳

3年制

旧制静岡高校入学

入学時満16歳

3年制

旧制高崎中学入学

入学時満12歳

5年制 （中曽根は 4年で條了）

高崎北小学校

入学時満6歳

6年制

り
、
カ
ラ
ッ
風
の
上
州
か
ら
見
れ
ば
、
天
国
の
よ
う
な

と
こ
ろ
だ
」
（中
"m11

根
康
弘
「政
治
と
人
生
」
より
）と
す
す
め
ら

れ
、
静
高
に
進
学
し
ま
す
。

明
治
か
ら
終
戦
直
後
ま
で
存
続
し
た
旧
制
高
等
学

校
は
、
現
行
の
教
育
制
度
に
は
相
当
す
る
も
の
が
な

い
独
特
な
存
在
で
し
た
。
国
家
有
為
の
エ
リ
ー
ト
育

成
を
目
的
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
講
義
内
容
は
広
汎

な
も
の
で
実
学
的
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
文

学

・
哲
学
と
い
っ
た
人
文
系
の
内
容
も
盛
り
込
ま
れ

「全
人
」
教
育
が
標
榜
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

*1|II,・,、,'根康弘の足I:11である5Jl27IIはII本海海戦の勝利を，記念した11liftJ.991％じ念II

足 l:1Eは＂ひなぎぐ、 1砧＼ヽ は＂純粋で無邪気 ，'f.{gそのもののような人 そして-1q11i義打＂

(「36611 足 I:．化の本」 II本ウ＇t-グ礼より）
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世界一周出発まで

静岡高校時代、中曽根は秋

の伊豆・修禅寺から“天城

越え”をして大島へと印象

深い旅をしています。

生
徒
は
学
生
寮
に
住
み
、
学
生
に
よ
る
自
治
が
行
わ

れ
ま
す
。
寮
内
で
培
わ
れ
た
連
帯
感
は
卒
業
後
も
持
続

さ
れ
、
出
身
校
ご
と
に
人
脈
を
形
づ
く
り
ま
す
。

学
生
の
あ
い
だ
で
は
露
骨
に
「
立
身
出
世
」
を
語
る

者
、
試
験
勉
強
に
汲
々
と
す
る
ガ
リ
勉
型
は
敬
遠
さ
れ
、

功
利
に
満
ち
た
世
俗
を
軽
蔑
し
、
超
然
と
構
え
て
み
せ

る
パ
ン
カ
ラ
II

が
理
想
と
さ
れ
ま
し
た
。

破
衣
破
帽
の
学
生
た
ち
は
時
に
高
歌
放
吟
、
街
に
く

り
だ
し
、
ま
た
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
山
野
を
初
復

し
、
青
春
の
日
々
を
送
り
ま
す
。

昭
和
十

(-
九
三
八
）
年
、
静
岡
高
校
を
卒
業

し
た
中
曽
根
は
東
京
帝
国
大
学
に
入
学
し
ま
す
。

前
年
に
日
中
戦
争
が
勃
発
、
学
内
に
も
戦
時
色
が

強
く
、
在
学
中
に
は
＊
河
合
事
件
が
起
き
ま
す
。
共
産

主
義
思
想
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
自
由
主
義
的
思
想
さ
え

批
判
さ
れ
、
ナ
チ
ス

・ド
イ
ツ
が
礼
賛
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
中
曽
根
は
「
我
が
闘
争
」
を
読
ん
で
人
種
差
別
を

揚
言
す
る
独
善
的
な
世
界
観
に
「
ヒ
ト
ラ
ー
と
は
け
し

か
ら
ん
、
ひ
じ
ょ
う
に
あ
ぶ
な
い
男
」

（中
m11
根
康
弘
「天
地
有

柏
」より
）と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
し
か
つ
め
ら
し
い
ド
イ

ツ
よ
り
も
洒
脱
で
、
繊
細
な
フ
ラ
ン
ス
映
画
を
愛
好
し
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
口
ず
さ
む
青
年
と
な
り
ま
す
。

官
吏
を
志
望
す
る
中
曽
根
は
昭
和
十
五
(
-
九
四

0
)
年
、
高
等
文
官
試
験
を
受
け
合
格
、
翌
年
四
月
、

内
務
省
に
入
省
し
ま
す
。
将
来
は
府
県
知
事
と
い
う

エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
は
中
苗

根
の
進
路
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。

27 

＊札会政策学の河合栄治郎教授 (1891~ 1944)のi：作が発売梵l|:となり、 東大を追放された 1i件

河合は英国労働述動の研究者 Jし1)fi:．4箋者ではない11Uli:．義的な 、．f.場の河合に対するりjil［は

,i,論界に衝唸を 'j• えました 。 中 ＇怜根は ，Ji 時よ <i1if 介栄治郎の :r,:作を，浣んだと阿想しています



終戦時 • 海軍少佐

塁三

濃紺の詰め襟に日本刀

の和洋折衷スタイル。

中曽根は巡洋艦「青葉」 、

に乗り組んだのち 、フ ー ｀ 
ィリピン、台湾に向か ・

い、東京の海軍省に勤
し

務、香川県高松市で敗

戦を迎えます。

い
っ
た
ん
内
務
省
に
入
省
し
た
中
曽
根
は
、
わ
ず

か
二
週
間
で
海
軍
経
理
学
校
に
入
学
し
、
訓
練
を
経

て
海
軍
士
官
と
し
て
出
征
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

開
戦
直
前
の
十
月
、
艦
隊
勤
務
に
つ
き
、
開
戦
後
は

前
線
を
転
々
と
し
ま
す
。

中
曽
根
康
弘
・
敗
戦
前
後

ヽ
．

j
.
 ．

 

≫
’
‘
 

‘. 
．
 

（
 

.‘.，．/．
[
 

ノ

、4

＼
 

一

内務省に復帰した中曽根は誓視庁監

察官 （誓察行政を監督）として、第6区

（本所・深川・浅草）を担当します。広

がっていたのは一面の焦土でした。

中
曽
根
は
昭
和
二
十

(-
九
四
五
）
年
八
月
、
海

軍
の
運
輸
部
隊
が
置
か
れ
て
い
た
香
川
県
高
松
市
で

敗
戦
を
迎
え
、
残
務
処
理
を
終
え
た
十
月
に
帰
京
し
、

い
っ
た
ん
内
務
省
に
復
帰
し
ま
し
た
。

東
京
で
は
占
領
が
本
格
化
す
る

一
方
、
焦
土
に
暮

ら
す
国
民
に
食
糧
危
機
が
迫
り
ま
す
。
多
く
の
戦
友

を
失
っ
た
中
曽
根
は
自
分
の
生
き
残
っ
た
意
味
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ほ
ど
な
く
国
民
に
直
結
し

た
明
朗
な
政
治
に
よ
っ
て
日
本
を
再
建
す
る
こ
と
が

自
分
の
使
命
と
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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世界一周出発まで

¥.、.

「政治家の街頭演説の必隔品

にな っている白手袋も 、首相

（中曽根）が先鞭をつけた 、と

いわれている」

（週刊朝日1985年10月25日号）

「
今
度
と
い
ふ
今
度
は
私
の
生
の
大
事
で
す

文
を
苦
労
し
て
八
番
で
通
り
居
心
地
の
良
い
権
力

の
椅
子
を
好
ん
で
離
れ
よ
う
と
い
う
の
で
す
か
ら

余
程
の
決
心
な
く
し
て
こ
の
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

一
生
の
大
事
な
れ
ば
こ
そ
真
剣
に
考
へ
、
か
う
だ
と
決

心
し
た
の
で
す
」

（中
曽
根
が
父
に
宛
て
た
手紙
「政
治
と
人
生
」より
）

中
曽
根
は
復
帰
後
ほ
ど
な
く
内
務
省
を
退
官
し
、

”
こ
の
こ
と
II

、
つ
ま
り
代
議
士
と
な
り
政
治
の
道

へ
進
む
こ
と
を
決
意
し
、
昭
和
二
十
二
(
-
九
四
七
）

年
四
月
、
新
憲
法
下
で
初
め
て
の
＊
衆
議
院
総
選
挙
に

郷
里

・
高
崎
か
ら
出
馬
し
ま
す
。II

白
手
袋
で
有
権
者
に

訴
え
る
II

。
今
日
、
選

挙
の
定
番
と
な
っ
た
こ

の
ス
タ
イ
ル
の
先
駆
け

が
中
曽
根
と
い
わ
れ
ま

す
。

高

群馬第3区（定員4名）

有権者350,320名

1位 中曽根康弘（民主・新 ・30歳）

65,484票

小峠柳多（自由・前・40歳）38,446票

武藤運十郎（社会・前・46歳）37,822票

上英子（民主 • 前・ 46歳） 21 , 375票 <a 
（朝日新聞社 新國会「選挙大観」

1947より、年齢表記は数え年）

か
つ
て
海
軍
士
官
の
濃
紺
の
詰
め
襟
に
映
え
た
白

手
袋
は
、
士
官
の
り
り
し
さ
を
際
立
た
せ
る
ア
ク
セ

ン
ト
で
し
た
。

足
か
け
五
年
に
わ
た
る
士
官
生
活
を
送
っ
た
中
曽

根
は
両
手
に
そ
の
名
残
を
残
し
な
が
ら
、
選
挙
民
に

所
信
を
訴
え
ま
す
。
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＊戦後211111I、新憲法 Fでは碩初の柁選挙で中杓根のほかに、吉田茂総理（高知全県lえ）、

田中角栄 （新渇3区）、鈴木炸幸（岩手県］区）、石橋湛l||（静岡2区）（いずれものちに

総理）らが初名選しています



国会講事堂の裏手にあ った

衆請院請員第 1会館は兵舎

のようなかなり粗末なもの

でしたが、中曽根は週末 、

選挙区高崎に滞る以外ここ

で自炊生活を送ります。

一
九
五

0
年
、
世
界
＿
周
出
発
ま
で

昭

和

十

五

（

九
五

0
)
年
、
初
当
選
よ
り
一

年
を
経
た
中
曽
根
は
国
民
民
主
党
政
調
副
会
長
に
就

任
し
政
策
立
案
の
責
任
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時

の
政
権
与
党
は
吉
田
茂
率
い
る
民
主
自
由
党
で
国
民

民
主
党
は
同
じ
保
守
系
な
が
ら
吉
田
政
権
と
対
決
し

て
い
ま
す
。

”政
調
副
会
長
へ
役
職
名
は
い
か
め
し
く
と
も
中
曽

根
代
議
士
の
生
活
は
当
時
の
日
本
を
反
映
し
、
素
朴一

で
つ
ま
し
い
も
の
で
し
た
。
●

●
丘
L豆

たまの息抜きにジン

●‘‘壽屋のヘルメス＂

安くて度数が強い。
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世界一周出発まで

---―---＝ 片山哲(1887~1978) 

弁護士を経て衆議院諸員。

1947~48年、委員長を務め

る日本社会党が第一党とな

り、民主、国民協同党との

連立のもと 片 山 内 閣 が 成

立。 日本初の革新政権と呼

ばれましたが、社会党内の

路線対立がもとで退陣。

占
領
開
始
と
と
も
に
日
本
人
の
海
外
渡
航
は
ほ
ぽ

不
可
能
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぽ
れ
ば
太
平
洋

戦
争
以
来
、
日
本
は
世
界
か
ら
孤
立
し
て
い
ま
し
た
。

戦
後
大
き
く
変
貌
し
た
世
界
各
国
の
様
相
を
、
日

本
人
は
ご
く
限
ら
れ
た
報
道
か
ら
思
い
描
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
当
時
の
中
曽
根
は
な
ん
と
か
各
国
を
訪

れ
、
実
際
に
戦
後
世
界
を
見
聞
す
る
こ
と
を
切
望
し

て
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
日
本
人
の
海
外
渡
航
が
難
し
い
昭
和

二
十
四

(-
九
四
九
）
年、

G
H
Q
の
許
可
を
受
け

た
片
山
哲
元
首
相
と
夫
人
ら
が
ニ
カ
月
半
に
わ
た
っ

て
欧
米
を
視
察
し
ま
す
。

し
ま
す
。

＊
こ
の
視
察
旅
行
は

M
R
A
（道
徳
復
興
運
動
）
の

招
待
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
M
R
A
は
米
国
出
身
で
、

英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
中
心
に
活
動
し
た

フ
ラ
ン
ク

・
ブ

ッ
ク
マ
ン
博
士
の
提
唱
に
よ
る
道
徳

運
動
で
す
。
こ
の
運
動
は
戦
後
、
欧
米
に
多
く
の
支

持
者
を
獲
得
し
、
米
国
の
有
力
者
に
も
支
持
者
が
多

く
、
そ
の
た
め

G
H
Q
に
よ
る
渡
航
許
可
も
出
や
す

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

片
山
は

M
R
A
本
部
の
あ
る
ス
イ
ス
を
皮
切
り
に

ド
イ
ツ

・
フ
ラ
ン
ス
・
英
国
・
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
し

て
い
ま
す
。
翌
昭
和
二
十
五
年
、

M
R
A
が
担
当
者

を
派
遣
し
、
再
び
大
会
と
欧
米
視
察
に
参
加
す
る
日

本
代
表
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
絶
好
の
機
会
に
「
な

ん
と
か
外
国
を
見
た
い
と
念
頗
し
て
い
た
私
は
、
勧

誘
に
あ
っ
て
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に

一
員
に
加

え
て
も
ら

っ
た
」
（
＂
開
罰
よ
り

）。

中
曽
根
は
そ
う
回
想

31 

＊視寮旅行の1t)|lについては航空辿1t72)jIりを参加者がれ担し、旅行中の滞在1tはMRA側が

負担しました 当時、中[1根の収人は「歳1tが）lに→．jjJヽTil」 （週刊淵lIl ll{i和25年 5JJ21I Iり）



M
R
A
11
本
代
表
の
出
発
は
六
月

1
.
-
n
で
し
た
。

中ー

11
、
中
的
根
は
代
表
の
う
ち
卜
数
名
と
と
も
に
打
相

官
邸
を
訪
問
し
胄
川
総
坪
、
E
催
の
午
餐
会
に
出
席
し
ま

す
。

A ( A 

結婚式でもないの

に、クラシカルな英

国風ウイングカラー

のシャツにストライ

プタイ。

ま

の

ビ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
の
英
国
紳
卜
を
初
彿
と
さ
せ
る
も

犀
か
しし

求

•I
I
た
て

ー

き

ド

て

り

1

と

き

｛の

+,＇ 
I
州
ド
＂
期

朝

11
か

を

ア

K
I
I

忍

象

ょ
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ク
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マ
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ス

ラ

ク
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しa
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i
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ゥ
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ウ
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工

成

ス

ポ

編孔

ス

ゼ

ヶ

デ
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の一

t
 

i
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のこ

“
1
J
ス

た

J
l
t
1
1

9

-

っ
k
あ

ャ
で

チ

5
 ＂F[

よ

す

ノの

で

J
 

初

任
最

赴
は

ン

鏡

ド

。

眼

ン

入

鼻

口

購

スーツはロンドンの

セビル・ロウ仕立て。

愛車は1937年型

ロールスロイス・スーパー

スヤーノ`！サ'’‘目負l.. [ 

吉 田茂
(1878~1967) 

の
が
あ
り
、
吉
川
の
経
歴
を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。

ら
見
て
さ
え
も
、
す
で
に
恐
ろ
し
く
ク
ラ
シ
カ
ル
で
、

吉
田
茂
と
中
曽
根
康
弘

官
邸
の
、
E
、
貨
川
総
理
の
府
こ
な
し
は
％
時
の
人
か

32 



．． 世界一眉出発まで

外
交
官
だ

っ
た

田

に

と

っ
て
欧
米
は
ゆ
か
り
深
く
、

と
り
わ
け
、
ロ
ン
ド
ン
は
二

度
勤
務
し
た
思
い
出
深
い
任

地
で
し
た
。
吉
田
は
自
分
に

と
っ
て
懐
か
し
い
土
地
に
旅

立
つ
中
曽
根
を
迎
え
ま
す
。

当
選
こ
そ
同
期
の

二
人
で
し
た
が
、
当
時
七
十
一

の
吉
田
と
三
十
二
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
中
曽
根
で
は

親
子
以
上
に
歳
の
差
が
あ
り
、
さ
す
が
に
中
曽
根
も

！

恣

4t
 

@
”
 

｛
 

と
、
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

「明
日
立
ち
ま
す
。
今
日
は
ご
馳
走
に
な
り
ま
す
」

送
ら
れ
る
中
曽
根
が
礼
儀
正
し
く
出
発
を
報
告
す
る

と
見
送
る
吉
田
は
皮
肉
ま
じ
り
に
言
い
ま
す
。

「お
陰
で
臨
時
国
会
は
静
か
で
す
な」

中
曽
根
も
冗
談
ま
じ
り
に
応
じ
ま
す
。

「椎
熊
氏
が
米
国
か
ら
帰
っ
た
ら
帳
消
し
で
す
よ
」

「成
る
程
。
そ
れ
は
ま
た
う
る
さ

い」

二
人
は
う
ち
と
け
た
よ
う
な
、
そ
う
で
も
な
い
よ
う

な
言
葉
を
か
わ
し
て
い
ま
す
。

「明
治
維
新
の
発
展
は
岩
倉
卿
以
下
の
欧
米
視
察
に
始

ま
っ
た
今
度
も
成
功
を
希
望
す
る
」

中
曽
根
ら
を
前
に
吉
田
は
明
治
四

(
-
八
七

一）

年、

岩
倉
具
視
ら
の
遣
欧
米
使
節
団
を
先
例
に
あ
げ
歓
送
の

――口葉
と
し
て
い
ま
す
。

占
田
、
中
竹
根
の
会
話
は

t
t新
聞
、
．

JL
几
0
年
六
Jl
.. ト
パ
11
付
記
巾
よ
り
椎
熊
は

椎
熊
：
，
郎
。
北
海
道
選
出
の
民

t
党
・
衆
議
院
講

n
°

33 

外交府出身で駿槃政治家ではなかった吉111は1946年、 Ill憲法ドで1J文ヽ，i.した幣原内閣 （吉Illは

外朴lとして人tKI)のあとを受けて第 1次，片m内閣を組18I、1947年より新憲法施行にともな って

衆液院議nであることが栓狸の要件となったため、父の郷甲・高知より出馬し、初杵選します。



多摩川

首
相
官
邸
を
あ
と
に
し
た
中
悴
根
は
財
界
、
3
催
の

送
別
会
に
も
出
席
し
ま
す
。
そ
の
後
集
合
し
た
代
表

一
行
は
バ
ス
で
羽
田
空
港
に
向
か
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、

二
打
を
引
率
す
る

M
R
A
の
11
本
側

委
員
に
相
馬
雪
香

（尾
崎
行
雄
三
女
）
、
代
表
団
は
団

長
に
石
坂
泰
――
-（
東
芝
社
長
）
、
衆
議
院
か
ら
福
田
篤

泰

（自
由
此
）
、
川
島
金
次

（社
会
党
）
、
ほ
か
に
後
に

合
流
す
る
北
村
徳
太
郎

（国
民
民
主
党

・
元
蔵
相
）
、

地
方
首
長
で
は
林
虎
雄
長
野
県
知
事
、
浜
井
信
三
広

島
市
長
ら
が
お
り
、
合
計
約
冗

0
名
で
し
た

（後
発
の

参
加
者
を
加
え
る
と
約
七

0
名
）
。

都
心
を
出
た
バ
ス
は

京
浜
国
道
を
品
川
、
大

森
、
蒲
田
と
下
り
海
老

取
川
に
か
か
る
稲
荷
橋

を
渡
る
と
眼
前
に
羽
田

空
港
が
広
が
り
ま
す
。

京浜国道 ______ 



羽
田
か
ら
ス
イ
ス
ま
で

6
月
12
日
S
6
月
14
日

これ以降の旅行記部分の太字表記は「上毛新聞」 （群馬
県）に掲載された中曽根の寄稿記事「欧米たより」よ
りの引用です。「欧米たより」は中曽根の欧米視察の現

地報告で、1950年6月25日から8月15日にかけて 、5信
18回にわた って不定期に掲載されました。なお記事の
文章は読者の便宜をはかるため旧字体、送り仮名等を

ごく一部改めました。
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羽
田
空
港

D エがの のな l のた止 つ

C プ終荷税路どスた ゜さ敗た駐ま六

6 ✓ 
1 口 わ物関線のウめおれ戦趣屯す月

素面
るをのと海エにも‘後でし ゜十
と検係接外スパに日日す

歩走‘査官続航トン占本本 ゜間田日
き路二しはし空航ァ領の人 空空深
、脇イT ま日て会空
タのはす い社‘

メ軍航に 港港夜

ラ駐手
。本 リの空よとは‘

ッ機荷や
人まがフヵ関会る い A 代

プス物や
がし羽ィン係社航 う T 表

をぺ以手担な国［。航者は空 よ c団
登 1外間当 t 空存機 り は
っスの取し 屎ン 外在製
てて荷って り航＾国し造

‘爺羽

しヽ t 
き符物

たぉ 入空〖人ま‘ 鼠見塁
ま機贔闊り、 九Fさノイ‘悶靡 基畜門
す。す検 一 世 A 、ャでは と

地送 t

るけ、査行 界とノ l し禁 ぃ墜畠

_ llIPPl屈

“'“ 
PALのカ ラーリングはジュラルミン地肌

の銀の機体に胴体をブルーのストライプ

がはしり、尾翼にはフィリピン国旗がペ

イントされています。同社は資本の3割

を外資が占め、整備等でPAA（パンナム）

の協力を受けますが、当時、極東最大の

航空会社でした。青いストライプのカラ

ーリングもPAAに似ています。
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一痴1からヽスィスまで

ー

6
は
巨

D
C
 

当
峙
、

人
機
と

9
0mで形
容
さ

が
全
長
は

現
在
の
ゞ
れ
ま
し
た

4
7
)

シ
ャ
ン
ボ

ン
グ

7

（
ポ
ー
イ

速
度
も

の
約
半
分
、

ン
ボ
時
速
約

キ
ロ
で
ジ
ャ

分
‘
搭
乗
の
時
速
約
九
五
五

〇

の
約
半

人
数
は
九

0
キ
ロ

り
多
少
違
い

内
装
に
よ

五
〇

す
が
、

人
前
後
が

一
般
的
で
す
。

が
あ
り
ま

lh 

m
m
 

6
O
O
k
D
k
人

-
r
n
m
1
s
o
8
6
 

D
e
5
6
6
6
約

～2
 

3
g
淮
度

5

ス
5

ぅク
幅
長
輝
虹

5

航
巡
乗

ダ
全
全

ボーイ‘

全幅グ747-10
0

全長
59.6,n

 

航続距陥
7o.5m

 

巡統速度 7.900k
m 

乗客数
約900krn

/h

400人
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日
付
が
変
わ
っ
て

代
表
を
乗
せ
た

P
.

ノ

月

日

午

前

零

時

五

分

、

L
機
は
羽
田
を
離
陸
し
、
フ
ィ

リ
ピ
ン

・
マ
ニ
ラ
に
向
か
い
ま
す
。

代
表
団
の
日
的
地
は
ス
イ
ス
で
し
た
が
、
当
時
ソ

連
上
空
を
通
過
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
う
航
空
路

が
開
設
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
西

lnl
り
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
向
か
う
に
は
、
い
っ
た
ん
マ
ニ
ラ
や
バ
ン
コ
ク

な
ど
に
南
下
し
ま
す
。

もっと短距離のシベリアルート ・東

京発モスクワ経由バリ行き路線は

1967年まで開設されず、いわば遠回

りを余儀なくされています。

そ
の
後
イ
ン
ド
シ
ナ
‘
二
島

・
イ
ン
ド

・
中
東
を
経

由
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
入
る
「
近
東
経
由
欧
州
行
き
」

と
呼
ば
れ
た
飛
行
コ
ー
ス
を
と
り
ま
す
。
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● 羽田からスイスまで

美しい夕景で知られるマニラ湾に

は軽巡「木曾」をはじめ20隻以上の

日本船が沈没．澗坐 し、その姿は

マニラ国際空港に進入する飛行機

から視認できました。

夜
を
徹
し
て
太
平
洋
を
南
下
し
た
機
は
十
三
日
の

午
前
七
時
頃
フ
ィ
リ
ピ
ン
北
端
に
さ
し
か
か
り
、
午

前
八
時
、
マ
ニ
ラ
空
港
に
到
着
し
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
太
平
洋
戦
争
の
激
戦
地
で
、
マ
ニ

ラ
湾
に
は
日
本
の
艦
船
が
点
々
と
座
礁
し
放
棄
さ
れ

r
、

‘
t卜
。

、ミ与 ... 
ら

ヽ

・ぞ
、.—• e•ふ

. -~ぞ全· ：：ふ·-全•｀と こミ'.::...
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つポっ ・ら ’ .ン- ．-

― 'クをぺ•-- ”`̀is.-
：苓ミぷ芦盛品竺，-べ・ーモ
し； Ji, _ヤ·-． •ヽ·.•お、
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こ
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竺＾•てかぺ名
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し

南シナ海上で最初の昼食。「紙

製のll袢と紅器のうえに』iり

の1Iり詐料JII！がそろう、災味い」

日本茶に和菓子まで準備

されていたことに 中曽根

は大いに感心しています。

時
間
休
憩
の
の
ち
、
機
は
マ
ニ
ラ
を
飛
び
立
ち

ま
す
。
南
シ
ナ
海
を
横
断
す
る
と
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島

上
空
に
到
達
し
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
ジ
ャ
ン
グ
ル
が
広

が
る
タ
イ
・
ビ
ル
マ
の
上
空
を
越
え
て
、
イ
ン
ド
領

に
入
り
、
夕
方
、
カ
ル
カ
ッ
タ
に
到
着
し
ま
す
。
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カ
ル
カ
ッ
タ
を
飛
び
立

っ
た
機
は
イ
ン
ド
を
横

断
、
午
後
十
時
、
パ
キ
ス

タ
ン
・
カ
ラ
チ
に
到
着
し

チ

ま
す
。
給
池
に

一
時
間
を
ラヵ

費
や
し
再
び
飛
び
立
ち
中

束
に
入
り
ま
し
た
。

インド人の美髯におおいに

感心した中曽根でしたが出国

前 、叔父からヒゲをたくわえ

る（おそらくカンロクをつける

ため）ようすすめられており、

多少心が動いたようですが

結局スイスで思い直し、毎日

そることにしています。

ょ
ねそ‘.

 
カな

粁

ゲ
ど

ヒ

カ
ル
カ
ッ
タ
の
飛
行
場
で
中
曽
根
は
食
堂
の
イ
ン

ド
人
給
仕
が
十
八
、
九
歳
に
見
え
る
若
者
で
も
美
髯

を
た
く
わ
え
て
い
る
こ
と
に
い
た
く
感
心
し
ま
す
。

行
は
ス
イ
ス
到
着
ま
で
羽
田
ー

マ
ニ
ラ
間
、
カ

ラ
チ
ー
リ
ダ

（イ
ス
ラ
エ
ル
）
間
の

二
晩
を
飛
行
機

で
過
ご
し
ま
す
。

D
Cー

6
の
座
席
は
す
で
に
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ

ー
ト
が
装
備
さ
れ
（
こ
れ
を
見
た
当
時
の
日
本
人
は

様
に
理
髪
店
の
椅
子
を
連
想
し
ま
す
）
、
乗
客
は

つ
き
ま

国

日＜
 

春

ゃ

丸ま

ぅよ

）

年

、゚
な

5
 ，
 

と

し

の

は

場

も

ト

登t
な

め

的

シ

Jば

般

グン二
つ

イ

r'
も

ラ

急

に

ク

特

人

リ

鉄

本
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● 羽田からスイスまで

D

C
|
6
の
機
内
は
与
圧
構
造
の
た
め
気
圧
は
地

上
と
ほ
ぼ
等
し
く
保
た
れ
て
い
ま
す
。
上
空
は
寒
冷

で
す
が
機
内
に
は
外
気
を
取
り
込
ん
で
ヒ
ー
タ
ー
で

加
熱
し
た
暖
気
が
送
り
込
ま
れ
、
快
適
な
室
温
を
保

ち
ま
す
。

通
路
上
の
主
電
灯
が
消
さ
れ
た
機
内
は
各
座
席
の

手
元
灯
が
ま
ば
ら
に
光
り
、
夜
は
静
か
に
過
ぎ
て
い

き
ま
す
。

● 9, ．ユ——· • 

夜
が
明
け
て
」
ハ
月
十
四
日
の
朝
を
迎
え
る
と
、
機

ママ

は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
ネ
フ
ド
砂
漠
「
ほ
う
莫
た
る

砂
漠
」
の
上
空
を
飛
行
し
て
い
ま
す
。

起
床
し
た
中
曽
根
が
窓
か
ら
外
を
見
る
と
「
エ
ン

エ
ン
た
る
黒

一
線
が
」
見
渡
す
限
り
の
「
砂
漠
の
上

に
黒

一
直
線
に
北
西
か
ら
南
東
に
伸
び
て
い
る
」
の

を
見
つ
け
ま
す
。
延
々
と
続
く
直
線
は
「
有
名
な
ア

ラ
ビ
ヤ
を
貰
く
石
池
の
輸
送
管
」
で
し
た
。

は

資

To

管

英

ま

送

以

れ

ロ
ア
《

二

油

ア

ら
ぇ

雌
鵬

ご
-

出進
m

M

一

域

ご

地

グ

国

M
川

の

出進本資国米

中
東
上
空
に
て



r 

< / 
/ 

‘‘‘’ レアビブ
ルサレム-/

-9  

ヽ

エノプトいこし
［ご尋瓜＼

、 T -・鼻

白パン・コーンフレーク ・目玉焼き ・肉 ・オレ

ンジジュース ・コーヒー ・さくらんぽう一ーーリダ

空港での朝食はなかなかのボリューム。

ヨ
ル
ダ
ン
を
過
ぎ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
近
づ
く
と
大

地
は
徐
々
に
緑
色
を
帯
び
ま
す
。
眼
下
に
ヨ
ル
ダ
ン

の
死
海
を
見
て
ほ
ど
な
く
機
は
イ
ス
ラ
エ
ル
領
に
入

り
、
エ
ル
サ
レ
ム
南
方
に
あ
る
リ
ダ
空
港
に
着
陸
し

ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
地
中
海
を
挟
ん
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
対
岸
で
あ
り
、
よ
く
整
備
さ
れ
た
飛
行
場
に
は

す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。

リ
ダ
を
飛
び
立
っ
た
機
は
地
中
海
に
出
て
北
西
に

進
み
ま
す
。

ギ
リ
シ
ャ
周
辺
の
エ
ー
ゲ
海
は
”
多
島
海
“
の
通

称
ど
お
り
「
脱
ぎ
捨
て
た
わ
ら
じ
の
如
く
、
さ
そ
り

の
這
え
る
如
く
」
、
「
日
向
ぽ
っ
こ
の
天
と
う
贔
の
如

く
」
さ
ま
ざ
ま
な
島
が
浮
か
び
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
上
空
に
て

42 



羽田からスイスまで

正
午
過
ぎ
に
イ
タ
リ
ア
半
島
の
先
端

”ブ
ー
ッ
“

の
つ
ま
さ
き
に
さ
し
か
か
り
、
午
後
．
時
、
ロ
ー
マ

に
到
着
し
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
到
着
し
た
中
習
根
の
日
に
ま
ず
映

っ
た
の
が
飛
行
場
の
滑
走
路
に
敷
き
つ
め
ら
れ
た
、

米
国
供
与
の
補
強
用
鉄
板
で
し
た
。

l
 

大戦中、米軍は予定地をフルドー

サーで荒造成し、 鉄板を敷い て

1週間ほどで滑走路を完成 しまし

た。反対に日本は人海戦術で半

年ほどかかりました。中曽根は海

時代、フィリピン ・ダパオで飛

行場建設の経験があります。

Sを一

飛
行
場
に
は
米
軍
の
輸
送
機
が
駐
機
し
米
軍
人
が

ご
く
当
た
り
前
に
食
事
を
し
て
い
ま
す
。
第
二
次
大

戦
で
は

H
本

・
ド
イ
ツ
と
と
も
に
敗
北
し
た
イ
タ
リ

ア
で
し
た
が
、
す
で
に
昭
和
二
十
二
(
-
九
四
ヒ
）

年
、
独
立
を
回
復
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
要
所
に

は
米
軍
が
駐
留
し
、
基
地
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

中
曽
根
は
初
め
て
訪
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
「
地
球
を

と
り
ま
く
大
き
な
力
」
、
つ
ま
り
超
大
国
と
な

っ
た
ア

メ
リ
カ
の
力
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

43 
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時
計
を
時
間
遅
ら
せ
て
午
後
十
二
時
半
、
機
は

ロ
ー
マ
を
飛
び
立
ち
ス
イ
ス
に
向
け
て
の
フ
ラ
イ
ト

に
臨
み
ま
す
。
北
西
に
進
み
、
や
が
て
北
部
イ
タ
リ

ア
の
穀
倉
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
平
原
上
空
に
至
り
、
平

原
を
過
ぎ
る
と
眼
下
は
し
だ
い
に
隆
起
し
、
山
が
ち

と
な
り
つ
い
に
峻
険
な
ア
ル
プ
ス
と
な
り
ま
す
。

「
高
度
八
千
、

一
面
の
雲
と
霧
」
、
時
折
「
ア
ル
プ
ス

の
頂
上
が
見
え
る
」
切
り
立
っ
た
山
稜
を
下
に
見
て

ス
イ
ス
領
内
に
入
り
ま
す
。

機
が
降
下
を
開
始
す
る
と
、
雲
の
切
れ
目
か
ら
三

日
月
型
の
湖
水
、
レ
マ
ン
湖
が
見
え
ま
す
。

座
席
ベ
ル
ト
を
着
用
し
た
中
曽
根
は
「
耳
が
じ
ん

／
＼
嗚
り
出
し
」
「
奥
底
が
ビ
リ
ビ
リ
」
す
る
痛
み
に

耐
え
な
が
ら
着
陸
を
待
ち
ま
す
。

機
は
徐
々
に
降
下
し
、
山
あ
い
に
開
け
た
ジ
ュ
ネ

ー
プ
・
コ
ア
ン
ト
ラ
ン
空
港
に
着
陸
し
ま
す
。
現
地

時
間
六
月
十
四
日
午
後
時
で
し
た
。

っ ヽ

｀ 
・ニ -—· ＾ :::---‘‘へ C -.- こ-.. -. --
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ス
イ
ス
に
て

6
月
1
4
日
ー
7
月

6
日
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コアントラン空港

「ここの建物は今までの中で蚊も立派」、 コア‘／トラン空港はチューリッヒ空港とともにスイス

国内でもっとも整備された国際空港。敷地の一部はフラ ‘

側にも出国できます。

ノス領にかかり、空港からフランス

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
か
ら
コ
ー
ま
で

羽
田
を
出
発
し
て
約
四
十
時
間
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

こ
ん
ば
い

に
到
滸
し
た

一
行
は
疲
労
困
態
し
て
い
ま
し
た
が
、

も
う

一
息
、
レ
マ
ン
湖
を
右
同
り
に
半
周
し
て

M
R

A
本
部
の
あ
る
モ
ン
ト
ル

ー
市
・
コ
ー
に
向
か
い
ま

す
。

レマン湖はスイス・フランスI•I境に位骰する~I IJ JJりの湖で、 f(tf梢は琵包湖とほぼ199lじ

ジュネープはレマン湖がローヌ河となってそそぎ出すII',11に位ii','しています 46 



■スイスにて

日
本
代
表
を
乗
せ
た
三
台
の
遊
覧
バ
ス
は
レ
マ
ン
湖

を
右
手
に
見
て
湖
岸
道
路
を
な
め
ら
か
に
走
り
ま
す
。

時
速
五

0
キ
ロ
、
当
時
の
日
本
の
感
覚
で
い
え
ば
相

当
な
高
速
で
し
た
が
、
代
表
た
ち
は
バ
ス
が
疾
走
し

て
も
土
ぼ
こ
り
の
た
た
な
い
、
舗
装
さ
れ
た
道
路
の

乗
り
心
地
の
よ
さ
に
感
心
し
ま
す
。

tt.S(_ 
分和屈｀｀／装

ド‘̀／―‘/

「ここのパスはJ,'dI用のガラス窓が

馬鹿に大きい」一ー空港で一行を

待 っていたのは天井までガラス張

りの遊覧バスで日本人を驚かせま

す。ドイツやスイスでは戦前よりガ

ラス張りの遊覧バスがありました。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
ー

モ
ン
ト
ル
ー
間
は
湖
岸
を
鉄
道
が
走

り
ま
す
が
、
代
表
団
は

M
R
A
が
用
意
し
た
バ
ス
で

湖
岸
道
路
を
行
き
ま
す
。

庄

會こ
[

「公
園
の
中
に
街
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」

「路
も
家
も
花
で
埋
ま
っ
て
い
る
」

丘
に
広
が
る
ブ
ド
ウ
畑
の
緑
、
点
在
す
る
農
家

は
小
作
り
な
が
ら
軽
井
沢
に
あ
る
外
国
人
別
荘
の

よ
う
に
趣
味
が
よ
く
、
レ
マ
ン
湖
畔
の
景
観
は
中

曽
根
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。
バ
ス
は
落
ち
着
い

た
た
た
ず
ま
い
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
市
街
を
抜
け
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
を
出
て

二
時
間
半
、
モ
ン
ト
ル
ー
に
到

着
し
ま
す
。

-
--—• 

,ム-
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エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
ポ

ー
ル
に
掲
げ
ら
れ
た
日

章
旗
と
日
本
語
に
よ
る

歓
迎
の
歌
に
思
わ
ず
感

慨
を
お
ぽ
え
た

一
行
は

簡
素
な
が
ら
盛
大
な
晩

餐
会
に
臨
み
ま
す
。

マ
ウ
ン
テ
ン
・
ハ
ウ
ス

標高900m、レマン湖を望む通称

“マウンテン・ハウス"、MRA本部。

モ
ン
ト
ル
ー
に
到
着
す
る
と
バ
ス
は
つ
づ
ら
折
り

の
山
道
を
た
ど
っ
て
コ
ー
の
丘
を
登
り
、
い
く
つ
も

の
尖
塔
が
そ
び
え
る
宏
壮
な
建
物
に
到
着
し
ま
す
。

も
と
も
と
”
コ
ー
の
宮
殿
II

と
呼
ば
れ
る
高
級
ホ
テ

ル
だ
っ
た
こ
の
建
物
が

M
R
A
本
部
で
、
マ
ウ
ン
テ

ン
・
ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
ま
す
。
五
棟
二

0
0
0名
以

上
を
収
容
で
き
る
ハ
ウ
ス
で
は
．

0
0
0名
を
超
す

各
国
代
表
が
集
い
ま
す
。

そ--̀9ー・心.-ー・ -4•
， ．、. • . 

:_.. _・ ::.  
・・. Jし←

争 ァ
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喩
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r本部はJCホテルて、戦時中客がなくて荒れはてたまま銀行のfll保に人っていたのを、 MRAが買い取って

改り紅したという話だが、凄くな行なものてある」（ ）く宅、11:•「 I ll： 界の内街j立をいく」より ，；f,治家・大宅H ・ 48 
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．． スイスにて

フランク・ブックマン

(1878~1961) 

アメリカ・ペンシルベニア州

出身。1921年、英国・オッ

クスフォード大学を中心に

絶対無私と愛を基本とする

精神運動を創設し 、MRA

（道徳復興運動）に発展させ

ます。戦後スイス・コーに西

独・アデナウアー首相 、

仏 ・シューマン外相を招き

独仏和解に尽力します。

M
R
A
 

M
R
A
 （
道
徳
復
興
運
動
）

(Moral R
e
 A
r
m
a
m
e
n
t
の
頭
文
字
、
直

訳
は

「道
徳
再
武
装
」
と
な
り
、
日
本
で
は
「
道
徳

復
興
ハ
運
動
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
）
は、

ル
ー
テ
ル
派
の
神
学
を
学
ん
だ
フ
ラ
ン
ク
・
ブ
ッ
ク

マ
ン
博
士
の
提
唱
に
よ
る
道
徳
運
動
で
、
従
来
の
宗

教
活
動
や
政
治
運
動
と
は

一
線
を
画
し
、
絶
対
の

「
正
直
、
純
潔
、
無
私
、
愛
」
の
四
つ
の
徳
を
再
認

識
し
行
動
の
規
範
と
し
て
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
実
践

を
通
じ
社
会
の
改
良
を
め
ざ
す
運
動
で
し
た
。

大
戦
に
よ
る
惨
禍
と
原
爆
登
場
に
よ
る
人
類
滅
亡

の
恐
怖
が
連
想
さ
れ
る
不
安
な
時
代
状
況
の
な
か

M

R
A
は
新
し
い
人
間
革
新
の
道
と
し
て
多
く
の
賛
同

者
を
獲
得
し
ま
す
。
ト
ル
ー
マ
ン
米
大
統
領
、
シ
ュ
ー

マ
ン
仏
外
相
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
西
独
首
相
ら
各
国
有

力
者
の
理
解
と
応
援
を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
曽
根
は
「
現
地
で
は
、

M
R
A
の
運
動
を
推
進
し

て
い
る
人
々
の
信
念
と
、
徹
底
的
に
他
人
に
奉
仕
す

る
精
神
に
感
銘
し
た
。
し
か
し
、
私
は
”
絶
対
の
II

と

い
う
言
葉
に
こ
だ
わ
っ
て
し
ま
い
、
政
治
家
で
は
と
て

も
こ
れ
を
貫
き
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
で
き
る
と

言
え
ば
そ
れ
は
人
を
欺
く
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
、
こ

の
運
動
に
飛
び
こ
ん
で
い
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」

（「
政
治
と
人

11
」より
）そ
う
回
顧
し
ま
す
。
中
曽
根
は
政
治

の
道
を
歩
み
ま
す
が
、
戦
後
ま
も
な
い
時
期
に

M
R
A

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
交
流
し
、
欧
米
視
察
の

機
会
を
得
た
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
で
し
た
。

49 



マウンテン ・ハウス で

は各国代表が当番制

で炊事、洗濯、掃除な

どを担当します。中曽

根もフ ェミ ニンな 工プ

ロン でペティナイフを

ふるいます。

マ
ウ
ン
テ
ン

・
ハ
ウ
ス
に
滞
在
し
た
日
本
代
表
は

各
国
代
表
に
交
じ
っ
て
討
議
や
発
表
に
参
加
し
、
さ

ら
に
人
間
改
革
を
テ
ー
マ
と
し
た
芝
居
を
観
賞
し
ま

す
。代

表
の
出
身
地
も
思
想
的
な
立
場
も
多
様
で
、
い

わ
ば
コ

ー
に
小
さ
な
国
際
社
会
が
出
来
上
が
り
ま

す
。中

曽
根
は
米
国
、
カ

ナ
ダ
、
英
国
、
ド
イ
ツ
、

チ
ェ
コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

な
ど
欧
米
各
国
代
表
や
、

遠
方
か
ら
や
っ
て
き
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の

ア
ジ
ア
代
表
と
も
交
流

し
て
い
ま
す
。

しり 1遥 i ¥ ¥＼ 妬’‘ ‘ 

マ
ウ
ン
テ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
三
週
間

し
か
し
食
事
を
と
り

午
後
に
な
る
と
回
復
し

た
の
か
、
コ
ー
か
ら
約
四

十
五
キ
ロ
の
所
に
あ
る

グ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル
村
ま
で

出
か
け
て
い
き
ま
す
。

不
良
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。

発熱した相部屋の川島金次

代議士（社会党・埼玉1区）

涼

゜

—
冷
た

な

し

う

ま
よ

り

』

の

陥
沢

に
井

良
表

体

口
〗
詞
亭

代

が

[
こ
二
〗

は
午
前
中

「
脚
が
重
く、

体
が
熱

っ
ぽ
」
く
体
調
の

ス
イ
ス
到
着
か
ら

一
夜
明
け
た
寸
五
日
、

中
曽
根
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し V

終戦直後のマッカーサーの言動

義的な色彩が強く 、日本が世界に先んじ

て一切の武装を捨て、平和主義に徹する

よう求めます。しかし 、朝鮮戦争以後なし

崩しに日本の再軍備を開始せざるをえな

くなります。

日
本
と
ス
イ
ス

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
中
曽
根

戦

後

の

時

期

”永
世
中
立
国
ス
イ
ス
“
は
日
本

人
に
と
っ
て
深
い
憧
憬
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

”
日
本
よ
東
洋
の
ス
イ
ス
た
れ
“
昭
和
二
十
二
（
一

九
四
七
）
年
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
就
任
挨
拶
に

G
H

Q
を
訪
問
し
た
片
山
新
首
相
に
こ
の
言
葉
を
送
り
ま

し
た
。

敗
戦
直
後
の
戦
争
の
惨
禍
に
苦
し
む
日
本
人
に
こ

の
言
葉
は
広
く
浸
透
し
、

二
度
の
大
戦
に
も
中
立
を

保
ち
、
平
和
と
繁
栄
を
謳
歌
す
る
ス
イ
ス
は
日
本
に

と
っ
て
目
指
す
べ
き
国
家
モ
デ
ル
に
映
り
ま
す
。

世
界
に
先
駆
け
て

一
切
の
武
装
を
放
棄
し
た
平
和

国
家
と
し
て
歩
む
こ
と
こ
そ
、
新
生
日
本
の
崇
高
な

使
命
で
あ
る
と
い
う
言
説
も
盛
ん
に
な
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
ス
イ
ス
は
国
民
皆
兵
制
を
と
り
強
力
な
自

衛
力
を
持
つ
武
装
中
立
国
家
で
あ
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

が
想
定
し
た

11

非
武
装
中
立
11

国
家
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ス

イ
ス
で
も
青
年
代
議
士
の
姿
は
目
立
ち
、
中
曽

根
は
現
地
の
報
道
陣
に
記
者
会
見
を
申
し
込
ま
れ
応

じ
て
い
ま
す
。
会
見
の
中
で
中
曽
根
は
「
わ
れ
わ
れ

の
理
想
は
ス
イ
ス
だ
が
、
現
実
は
ド
イ
ツ
だ
」
と
説

明
し
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
名
句
を
否
定
し
て
い
ま
す
。
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一 スイスにて

ス
イ
ス
の
中
立
が
維
持
さ
れ

た
の
は
各
国
が
そ
の
決
意
に
感

じ
入
っ
た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ス
イ
ス
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
は
ず
れ
に
位
置
し
、
国
土
は

き
ょ
う
あ
い

狭
陸
で
占
領
し
て
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。
列
強

は
ス
イ
ス
ヘ
の
侵
攻
を
控
え
、

む
し
ろ
外
交
ル
ー
ト
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
考

え
、
こ
の
よ
う
な
力
学
の
も
と
で
ス
イ
ス
の
中
立
は

承
認
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に

人
口
も
多
く
、
戦
略
的
に
重
要
な
位
置
に
あ
る
国
家

は
そ
れ
自
体
が
争
奪
の
対
象
で
あ
り
、
中
立
を
維
持

す
る
の
は
至
難
で
す
。

当
時
ソ
連

・
中
国
と
い
う
広
大
な
共
産
圏
に
隣
り

合
わ
せ
る
日
本
が
非
武
装
中
立
政
策
を
と
れ
ば
、

徐
々
に
共
産
圏
の
干
渉
を
受
け
、
い
ず
れ
属
国
化
す

スと同様、中立を

、 宣言したベルギーはド

戸 - イツのフランス慢攻の

¥’̀＊0 進撃路にあたり、両大， 

フランス ，99̀-＇J-

ぐ石忍 ＿セ召＇戦中ともにドイツ軍によ
， って占領されています。

る
で
あ
ろ
う
と
い
う
強
い
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
占
領
下
の
日
本
で
非
武
装
中
立
論
が
強
ま
る

と
、
占
領
の
長
期
化
を
も
た
ら
し
か
ね
ま
せ
ん
で
し

た
。
日
本
が
独
立
後
中
立
政
策
を
と
る
と
予
想
さ
れ

る
と
、
米
国
は
や
が
て
共
産
圏
に
従
属
す
る
と
懸
念

さ
れ
る
日
本
に
そ
も
そ
も
独
立
を
与
え
な
い
、
つ
ま

り
占
領
の
固
定
化
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
た
か
ら

で
す
。

気
高
く
響
く
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
言
葉
で
し
た
が
、
日

本
の
現
状
を
冷
静
に
分
析
す
る
と
そ
の
現
実
性
は
あ

や
ふ
や
な
も
の
で
し
た
。
結
局
日
本
は
中
立
政
策
は
と

ら
ず
吉
田
首
相
の
決
断
に
よ
り
日
米
安
全
保
障
条
約

を
締
結
、
西
側
陣
営
の

一
員
と
し
て
独
立
し
ま
す
。

「
日
本
よ
東
洋
の
ス
イ
ス
た
れ
」
、
「
わ
れ
わ
れ
の
理

想
は
ス
イ
ス
だ
が
、
現
実
は
ド
イ
ツ
だ
」
。
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
の
感
傷
的
な
言
葉
と
中
曽
根
の
冷
静
な
指
摘

人
の
立
脚
点
の
違
い
を
際
立
た
せ
て
い
ま
す
。

は
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朝
鮮
戦
争
の
勃
発

ヽ
ー

．

ー

ノ
）

で }i°'f 髪ス l"
しに 1-． Il；の 根
た 満 IIII＼にふ‘は
が 足 で 向 もマ

ヽ

芥：I・
し ‘i青・カ、と ゥ

＾た潔い
、 にン

の
上じ 1|！なま降ァ

:~ l~I 即す りン
9 9 日 二 。てハ・
［＇｛ 根髪 理ゥ
｀□• 一と c~· ヽ

□; し [,'•`- } 
て "f..~

以 ‘
ヽ

ぃ 娑
／0.・ 

ま阿さィ：• ‘ ・. 

す。ど；；ノ'II.／し＼‘‘¥¥
中曽根は 「七、八分裾を刈 って、ニフラン (200

円）」とられます。およそ日本の2倍でした。

散
髪
中
、

て
き
て
、

コ
ー
で
知
り
合

っ
た
ド
イ
ツ
人
が
や

っ

朝
鮮
戦
争
勃
発
を
伝
え
る
祈
聞
を
中
曽
根

に
ぷ
し
ま
す
。

qヽ
j
q
.. 
i
ー
、

ー

／

）

］

ー

領
に
佼
攻
し
ま
す
が
、

北
朝
鮮
軍
が
韓
国

ス
イ
ス
で
は

q

．十
六

11
の
第

．
報
で
早
く
も
ソ
ウ
ル
陥
落
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

廿
疇態
の
誰
移
に
よ

っ
て
は
帰
国
も
難
し
く
な
る
と

懸
念
さ
れ
、

か
け
な
が
ら
の
行
程
と
な
り
ま
す
。

こ
の
後

11
本
代
表
は
朝
鮮
情
勢
を
気
に
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i寮翌羞｀
ュング フラウ登山の基点インターラーケンから南南東をのぞむとスイス ・アルプスの最高

峰ユングフラウ (4158m)がそびえます。

モントルーから

チュー リッヒまで約160km

マ
ウ
ン
テ
ン
・
ハ
ウ
ス
で
の
日
程
が
終
わ

る
と
中
曽
根
は
ス
イ
ス
各
地
を
訪
れ
ま
す
。

六
月
二
十
七
日
、
モ
ン
ト
ル
ー
を
出
て
電
車
で
チ
ュ

ー
リ
ッ
ヒ
に
向
か
い
ま
す
。
途
中
、
ベ
ル
ン

・
ア
ル
プ
ス

山
麓
の
イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
に
向
か
い
名
峰
ユ
ン
グ
フ

ラ
ウ
を
望
見
し
ま
す
。
当
時
す
で
に
三
――1
0
0
m付

近
ま
で
観
光
客
を
運
び
あ
げ
る
登
山
電
車
が
あ
り
、

手
軽
に
美
し
い
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
三
峰
を
眺
め
る
こ
と
が

が

評
な

い

＼
 

粒

高で

確

ッ

正
口

全
ヨ

安

に

す

5
 

は

的

ま

鉄

統

い

国

伝

て

ス

、

得

j

イ

も

を

-1

ス

ら

価

—-— t
 

ヽ

コ
ー

ス
イ
ス
各
地
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チューリッヒは多くの銀行が集中したスイスの商

の中心都市。チューリッヒ湖に面しドイツ風の

街並みが落ち着いたたたずまいをみせます。

ュ
ン
グ
フ
ラ
ウ
の
景
観
を
見
た
中
曽
根
は
イ
ン
タ

ー
ラ
ー
ケ
ン
か
ら
鉄
道
で
ス
イ
ス
の
商
工
業
の
中
心

都
市
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
向
か
い
ま
す
。
山
が
ち
の
国

土
の
水
系
を
利
用
し
た
水
力
発
電
が
盛
ん
で
、
電
力

豊
富
な
ス
イ
ス
で
は
す
で
に
鉄
道
は
ほ
ぼ
電
化
さ

れ
、
蒸
気
機
関
車
は
ご
く
ま
れ
で
し
た
。

4

直

六
月
二
十
九
日
、
中
曽
根
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
市
内

を
散
策
し
、
市
内
の
デ
パ
ー
ト

（イ
エ
ル
モ
リ
百
貨
店
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
）
を
訪
れ
、
ス
イ
ス
経
済
の
実
情
観

察
に
努
め
ま
す
。

市
内
で
中
曽
根
が
第
に
感
じ
た
こ
と
は
、
商
品

の
値
段
の
高
い
こ
と
で
し
た
。
当
時
か
ら
欧
州
の
中

で
も
ス
イ
ス
は
人
件
費
が
高
く
物
価
全
体
を
押
し
上

げ
て
い
ま
す
。

同
時
に
商
品
の
陳

列
の
巧
み
な
こ
と
に

も
感
心
し
ま
す
。
バ

ー
ン
ホ
ー
フ
通
り
の

時
計
商
店
や
服
飾
店

は
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン

に
も
ひ
け
を
と
ら
な

い
洗
練
さ
れ
た
商
品

を
陳
列
し
て
い
ま
す
。
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■スイスにて

。ぃt
cト

当時のスイスにはロレ ックス 、オメ

ガ、ロン ジン 、ユニバ ー サル 、

DOXAなど優秀な時計メーカーが

存在し 、年間、約3400万個 (1951)

の時計を生産します。（日本の生産

は約230万個 【1950】)

ス
イ
ス
の
高
級
時
計

「
時
計
技
術
の
発
達
は
世
界
に
そ
の
比
を
見
な
い
」
。

中
曽
根
は
ス
イ
ス
の
時
計
産
業
を
高
く
評
価
し
ま

す
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
と
い
っ
た
ス
イ

ス
の
主
だ

っ
た
街
に
は
多
く
の
時
計
店
が
あ
り
、
ホ

テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
も
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
高
級
時
計
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
当
時
と
し
て
は
抜
群
に
行

き
届
い
た
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
、
外
国
人

旅
行
者
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

「
冬
が
長
く
忍
耐
力
に
と
む
」
性
格
と
、
「
眼
が
利
い

て
器
用
」
と
い
う
ス
イ
ス
人
の
特
長
が
時
計
産
業
の
発

展
を
も
た
ら
し
た
、
中
曽
根
は
現
地
で
そ
う
分
析
し
ま

す
。そ

も
そ
も
ス
イ
ス
の
時
計
工
業
は
長
い
冬
場
の
家
内

工
業
と
し
て
発
達
し
ま
す
。
小
さ
な
納
屋
の
よ
う
な
家

内

T
場
で
製
作
さ
れ
た
部
品
は
、
ふ
も
と
の
メ
ー
カ
ー

に
集
め
ら
れ
完
成
品
と
な
り
ま
す
。
家
内
の
［
場
で
の

微
小
な
部
品
の
製
作
は
代
々
受
け
継
が
れ
た
職
人
芸
に

よ

っ
て
牛
み
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ス
イ
ス
は
さ
ら

に
公
立
の
時
計
学
校
を
設
け
、
職
人
の
養
成
に
も
力
を

注
ぎ
ま
す
。
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的
に
は
僅
か
な
も
の
で
す
。

高
級
時
計
の
材
料
も
量

加
わ
る
わ
け
で
す
。

と
は
る
か
に
高
い
価
値
が

料
が
製
品
に
加

わ
れ
ま
し
た
。

0
0
0ド
ル
に
な
る
と
い

ゼ
ン
マ
イ

：ゞ
令予デ↓／雫

ぅヽ

ー ／
ヒケゼンマイ一歯車を通じて、長針、短針、秒針を制御し時計

をコントロールします。時計を構成する多くの微小品のなかでも

繊細なヒゲゼンマイ、その調整には高度な加工技術を要します。

さ
れ
る

つ
ま
り
原

高
級
時
計
の
付
加
価
値
の
高
さ
に
は
絶
大
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
ス
イ
ス
は
鉄
鉱
石
も
産
出
せ
ず
時
計

用
の
ゼ
ン
マ
イ
は
輸
入
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鋼
か
ら

加
工
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

鋼
の
価
格
は

一
ポ
ン
ド
あ

た
り
五
ド
ル
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
が
ス
イ
ス
で
ゼ
ン

マ
イ
に
加
工
さ
れ
る
と
、

9
〗□
二
[

で
食

5

雌
ー

／
こ
―

□得

糧

光

す
観

5

弓札

ー

も

1
原

僅
か
な
材
料
を
輸
入
し
高
い
技
術
に
よ
っ
て
高
価

な
時
計
へ
と
製
品
化
し
て
輸
出
す
る
。
完
成
品
価
格

か
ら
原
料
費
を
差
し
引
け
ば
、
時
計
の
輸
出
が
ス
イ

ス
に
大
き
な
外
貨
を
も
た
ら
す
こ
と
が
理
解
で
き
ま

す
。ス

イ
ス
は
工
業
原
料
や
燃
料
も
輸
入
し
、
農
地
も

少
な
い
た
め
、
食
糧
も
国
外
に
依
存
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
輸
入
の
た
め
に
は
当
然
、
外
貨
が
必
要
で
す
が
、

ス
イ
ス
は
海
外
か
ら
の
観
光
客
が
も
た
ら
す
外
貨
と

時
計
を
は
じ
め
と
す
る
製
品
輸
出
に
よ
る
外
貨
で
ま

か
な
い
豊
か
な
国
民
生
活
を
実
現
し
て
い
ま
し
た
。
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スイスにて

週刊誌 (1961年）の「けっこうイケ

マス 「国産品J」のアンケートに答

えて中曽根は「腕時計は 「シチズ

ン・アラーム」。 目ざましがついて

いて旅行に至便。以前使っていた

スイス製と甲乙なしというと

と述べています。

まだ“舶来品＂信仰の強力 ‘

った1961年のアンケート

で中曽根は腕時計ー5、万

年箪ー3、カメラー3、自動

車ー5、布地ー4、ウイス

キー ー2と答えています。

（国産品を5点満点で採点）

11
本
も
ス
イ
ス
と
同
様
に
近
代
工
業
の
原

・
燃
料

に
は
乏
し
く
、
食
糧
も
大
量
に
輸
入
し
ま
す
。
輸
出

に
よ
っ
て
外
貨
の
獲
得
で
き
る
製
造
業
を
ぜ
ひ
と
も

必
要
と
し
た
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
、
競
争
力
の
あ

る
ス
イ
ス
の
優
れ
た
時
計
産
業
は
学
ぶ
べ
き
模
範
例

で
し
た
。

'1 ~ 
ーと

'<:" 

二ごご二二ニ一

チューリッ ヒ中央駅

チューリ ッヒからジュネーブまで約227km

鉄道で約3時間半～4時間半

59 

チ
ュ

ー
リ

ッ
ヒ
見
物
を
終
え
る
と
中
曽
根
は
鉄
道

で
再
び
レ
マ
ン
湖
畔
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
向
か
い
ま
す
。

,I
 ．
 

シチズン・アラームの発売は

1958年、中曽根も少なくとも

1958年まではスイス製腕時計

を使っていたと推定されます。



国
際
都
市
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

さにまで水煙を吹

上げます。

際種のるフリイユ
都の華ジラッツネ午
市国やユンヒ風 l後
と際かネスにのブ五
し機な l に比落に時
て関街ブ接べち到半
知がではす‘着着‘
ら所‘フるほいし中
れ在同ラ位とたま曽
ます時ン 置んチす根

す。富醤贔闊ど f;り
. i--- 二--～ 土

---- J--• 

川扉I!／戸亡
----•- 、

マ 』ー ご ー ＾ `  ＇ ： ！ • :;; 

- ---― --9. mマ ，ー←一＋9- テ — ― ---
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ジュネープカルナヴァン中央駅

I l濯 IFl且月』「璽芦・尉＼
-r- ' • • 

- ← 寸ヽ`

直直閉
ふ柔k←

へ ふ＊ • ← --------

戦時の傷病者・捕虜の保護を目的とする赤十

字は1864年、アンリ・デュナンの提唱によって

設立され、ジュネーブに本部が置かれました。

中
曽
根
は
駅
か
ら
国
際
赤
十
字
本
部
に
向
か
い
、

旧
日
本
軍
捕
虜
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
問
題
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
に
は
満
州
で
敗
戦
を
迎
え
た
旧
日
本
軍

人
・

軍
属
が
抑
留
さ
れ
、
そ
の
人
数
は
最
大
時
六

0
万

人
に
も
達
し
、
苛
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

中
曽
根
は
捕
虜
の
早
期
送
還
を
定
め
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
に
も
違
反
す
る
ソ
連
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
訴
え
、

抑
留
者
の
帰
還
へ
の
協
力
を
申
し
入
れ
ま
す
。
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● スイスにて
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一

r 臣
!I-''ヽ ＼ヽ^

濯和て鼻

中
曽
根
は
国
際
赤
十
字
に
続
い
て
旧
国
際
連
盟
本
部

に
向
か
い
ま
す
。

第

一
次
大
戦
後
成
立
し
た
国
際
連
盟
に
日
本
は
常
任

理
事
国
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
六

(-
九
三
一
）

年
、
満
州
事
変
が

勃
発
、
翌
年
に
は
日
本
の
後
ろ
盾
を
受
け
た
満
州
国
が

建
国
を
宣
言
し
ま
す
。
し
か
し
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
か
れ

た
連
盟
総
会
は
満
州
国
を
否
認
し
ま
す
。
こ
れ
を
不
服

と
し
た
日
本
全
権

．
＊
松
岡
洋
右
は
演
説
後
議
場
を
退

場
、
日
本
は
連
盟
を
脱
退
し
ま
す
。
松
岡
の
劇
的
な
退

場
は
英
米
中
心
の
国
際
政
治
に
痛
腺
を
く
わ
え
た
壮
挙

と
し
て
喝
さ
い
を
あ
び
ま
し
た
が
、
こ
の
選
択
は
日
本

を
国
際
的
孤
立
、
戦
争
へ
と
大
き
く
傾
斜
さ
せ
ま
す
。

そ
の
後
国
際
連
盟
か
ら
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
が
脱
退

し
世
界
は
第
二
次
大
戦
に
突
入
し
ま
す
。
大
戦
を
防
止

で
き
な
か
っ
た
連
盟
は
国
際
連
合
発
足
の
翌
年
、
昭
和

年
に
解
散
し
て
い
ま
す
。

十

61 

＊松岡洋右 (I880-1946) 外交官、国際連盟脱時首席全権。近衛内閣で外相となり、 H
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国際連盟本部の前庭に据

えられた天球儀。国際連盟

の主唱者ウィルソン米大統

領によ って贈られたもので

ゆっくり回転します。
＇一‘’ /・ろそ ヌ i

l 
公 ヽ“ 
喜• ·, I 

汽六苓~-7..., 
-Z -• • 9 - o.J. ・ヽ

，，， 北)~., ‘’tA

＇ー←'’̀”・ヒー— 9 999●9 ,'---

-11→ ---

ウィルソン米大統領の提唱によって創設された国際

連盟でしたが、米国は国際問題に巻き込まれることを

懸念する請会の反対により参加でぎず、米国の不参

加は連盟を弱体なものとします。

新
設
の
国
際
連
合
本
部
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
設
け

ら
れ
、
旧
連
盟
本
部
は
国
際
連
合
欧
州
本
部
と
な
り

ま
し
た
。
庁
舎
は
見
学
者
に
開
放
さ
れ
各
国
の
観
光

客
が
訪
れ
ま
す
が
、

II

昭
和
の
激
動
“
の
出
発
点
と

な
っ
た
旧
連
盟
本
部
を
日
本
人
は
誰
し
も
深
い
感
慨

を
も
っ
て
見
つ
め
ま
す
。

ベ
ル
ン
は
ス
イ
ス
の

首
都
で
連
邦
議
会
の
所

在
地
で
す
が
、
人
口
は

約
十
三
万
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
ヒ
や
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
よ

り
も
小
さ
な
都
市
で
す
。

“ペルン＂の名は

“ベア（熊）”に由

来します。市の

紋章も熊。

゜戸ンチューリッヒ

ジュネーブJ¥ 
モントルーからペルンまで約68km

日
本
人

一
行
は
七
月
五
日
に
マ
ウ
ン
テ
ン

・
ハ
ウ

ス
を
引
き
払
っ
て
、
ベ
ル
ン
―

l
)

向
、
い
ま
す
。
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スイスにて

ベ
ル
ン
に
着
い
た

一
行
は
連
邦
議
事
堂
を
参
観

し
ま
す
。
三

つ
の
ド
ー
ム
が
配
さ
れ
た
優
美
な
議

事
堂
は
内
部
も
丁
寧
な
装
飾
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
お

り
、
「
彫
刻
と
絵
が
極
め
て
美
し
い
」
と
中
曽
根
を

感
心
さ
せ
ま
す
。

でし・わ5 --
,．、 !9trO.7. s-. 

→4＾一ヽ
l 

．． ．、
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 Ill 骨

ン

贔

二

レ

一

t
 

。
し

議

ま

会

し

た

唱
し
"
A．
 

同

n、
中
曽
根
は
ベ
ル
ン
西

加

を

南
に
あ
る
山
村

・

チ
ニ
メ
ル
ワ
ト

昨
〗

レ

行

の
k

)

 

ー

、ワ

ン

レ

．I

ル
ト
を
探
訪
し
ま
す
。

会

ル

ー

、メ

こ
の
村
は
第

一
次

大

戦

中

の

ニ

11
テ

の

ン

チ

g

`
‘` ,1

,
 

大
正
四

(-
九

一
五
）
年
、
ス

各
コル

卜戦

ナ

イ
ス
亡
命
中
の
レ
ー
ニ
ン
が
各

大

ョ
シ

f
 ナ

国
の
社
会
主
義
者
と
い
わ
ゆ
る

第

＊
チ
ニ
メ
ル
ワ
ル
ト
会
議
を
開
催
し
た
土
地
で
し
た
。

｀
t

タ

d

ン

会

イ
ト

3が^

中
曽
根
は
レ
ー
ニ
ン
ら
が
集
会
所
に
用
い
た
と

で

ルヮル

成
A.‘ 

い
う
粗
末
な
小
屋
を
見
て
い
ま
す
が
、

”
ソ
連
邦
の

／
上の

メ

父
II

も
ス
イ
ス
と
し
て
は
特
に
顕
彰
す
べ
き
人
物

仁
こょ

＊

（

 

で
は
な
く
、
記
念
す
る
よ
う
な
施
設
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。



「上. 言し 、_・
-ム

「:00ポンドのチーズは人きさは 1‘1

動 IIIのタイヤfv.
II.」、値段は 「lioo

（スイス）フラン、 •力） 1 の最低'I: i,1i~l~ 」

さ
ら
に
中
曽
根
は
同

村
の
酪
農
家
を
訪
れ
本

場
の
チ
ー
ズ
を
観
察
し

て
い
ま
す
。

山
地
の
多
様
な
酪
農

家
が
送
り
だ
す
各
種
の

乳
製
品
は
ス
イ
ス
人
の

盟
か
な
食
生
活
を
支
え

ま
す
。

--tミ; ` 9.‘I ィ

~ニ戸 ← --
一

ヽヽ ―‘... :-::---..._ 
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七
月
六
日
午
前
九

時
、
日
木
人

一
行
は
チ

ュ
ー
リ
ッ
ヒ
空
港
よ
り

北
北
東
に
飛
ん
で
ド
イ

ツ

・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

フ
に
向
か
い
ま
す
。
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ド
イ
ツ
に
て

7
月
6
日
S
7
月
1
3
日
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七
月
六
日
、
日
本
人
行
は
ド
イ
ツ
西
部
に
あ
る

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
入
り
ま
す
。
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ

一
帯
は
英
軍
占
領
地
域
で
中
曽
根
は
空
港
に
翻

る
ユ
ニ
オ
ン

・
ジ
ャ
ッ
ク
を
見
や
り
つ
つ
、
敗
戦
ド

イ
ツ
に

一
歩
を
し
る
し
ま
す
。

石
炭
に
恵
ま
れ
鉄
鋼
業
が
発
達
し
た
ラ
イ
ン
河
中

流
域
に
は
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、
エ
ッ
セ
ン
、
ド

ル
ト
ム
ン
ト
と
い
っ
た
多
数
の
工
業
都
市
が
あ
り
、

ル
ー
ル
工
業
地
帯
を
形
づ
く
り
ま
す
。

大
戦
中
、
ル
ー
ル
は
激
し
い
爆
撃
を
受
け
た
た
め
、

中
心
都
市
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
も
破
壊
の
跡
が
色
濃

く
残
っ
て
い
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
は
敗
戦
後
、
米

・

英
•

仏
西
側
連
合
国
と

ソ
連
に
よ
っ
て
分
割
占
領
さ
れ
、
首
都
ベ
ル
リ
ン
は

ソ
連
地
区

（東
ベ
ル
リ
ン

）
と
米

・

英
•
仏
地
区

ド
イ
ツ
に
て

（西
ベ
ル
リ
ン

）
に
分
割
さ
れ
、
西
ベ
ル
リ
ン
は
ソ

連
地
区
の
な
か
に
孤
立
し
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
四

（
一
九
四
九
）
年
九
月
、
米
・
英
・

仏
地
区
を
合
わ
せ
て
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
同

（西
ド
イ

ツ
）
、
同
年
十
月
、
ソ
連
地
区
に
ド
イ
ツ
民
主
共
和

国

（東
ド
イ
ツ
）
が
成
立
し

II二
つ
の
ド
イ
ツ
11

時

代
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
東
部
が
共
産
圏
に
去
り
西
ド
イ
ツ
領
は
お

お
ま
か
に
い
う
と
太
い

IIV
II
の
字
型
に
ひ
し
ゃ
げ

て
見
え
ま
す
。

IIV
“
の
字
の
真
ん
中
に
あ
た
る
ラ
イ
ン
河
流
域
の

ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
が
西
ド

イ
ツ
の
中
心
と
な
り
、
西
ド
イ
ツ
の
重
心
は
オ
ラ
ン

ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
側
に
偏
っ
て
い
ま
す
。

ローマと阿様にデュノセルドルフ窄湛にも米軍の滑走路補強川の鉄板か敷き，91＼められ

ているのを中曽根はn咤しています 66 



一 ドイツにて

ドイツ民主共和国 （東ドイツ）

人口約1830万人

面積約ll万km2

首都束ベルリン

州ンレア二

□ルール工業地帯
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ドイツ連邦共和国 （西ドイツ）

人口

面積

首都

約4730万人

約25万km2

ボン
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デュセルドルフからボ‘
ー

中
曽
根
、
北
村
徳
太
郎
、
福
田
篤
泰
各
代
議
士
、

林
長
野
県
知
事
ら
約
十
名
は
代
表
団
と
別
れ
、
デ

ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
か
ら
ボ
ン
に
向
か
い
ま
す
。
ト

名
は
ハ
イ
ヤ
ー
に
分
乗
し
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
時

速

―
二

0
キ
ロ
で
疾
走
し
ま
す
。

坦
々
と
伸
び
る
四
車
線
道
路
は
、
ナ
チ
ス
政
権

が
国
家
事
業
と
し
て
整
備
し
た
も
の
で
し
た
。
戦

争
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
各
所
で
補
修
作
業
が
続

流
をす

ヶ
ま

るぇ
て

『
I
`
•
~
i

び

見
そ

を

に

堂

~
t

．`和•廿

墟
聖

廃

大
は

の

プ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
ー
ボ
ン

アウトパーンの 120km/hという述Iiは復祈したばかりのIKI鉄特忍「つばめ」（大阪ー 東）i(

•F均69.61.m/h）より速く、地 1-. ~と通としては II 本人にとってたいへんな翡述でした 68 



ドイツにて

午
後
四
時
、

行
は
ボ
ン
に
到
箔
し
ま
す
。
ボ
ン

は
ラ
イ
ン
河
畔
に
あ
り
作
曲
家

・
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

生
誕
地
と
し
て
知
ら
れ
る
小
さ
な
文
教
都
市
で
す
。

ボ
ン
は
前
年
五
月
に
開
か
れ
た
憲
法
制
定
会
議
で

の
決
選
投
票
で
大
都
市
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
わ
ず

か
に
制
し
て
首
都
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
ボ
ン
が
選

定
さ
れ
た
の
は
将
来
ド
イ
ツ
の
再
統

一
が
実
現
し
た

際
に
首
都
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は
ベ
ル
リ
ン
ヘ
の

復
帰
が
難
し
く
な
る
と
懸
念
し
た
た
め
と
い
わ
れ
ま

す
。臨

時
酋
都
と
い
う
意
味
合
い
で
選
ば
れ
た
ボ
ン
で

し
た
が
、
人
口
約
十
万
の
小
都
市
に
大
国
ド
イ
ツ
の

政
府
機
構
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
は
い
か
に
も
て
ぜ
ま

で
、
平
成
三

(
-
九
九

一
）
年
の
ベ
ル
リ
ン
復
帰
ま

で
西
ド
イ
ツ
政
府
関
係
者
は
不
便
を
耐
え
忍
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

、 -0~"ク→

三戸望；＼謬桝鴇鴨饗瓢筐翠極1璧加戸土戸丁ー胎ir,nn 『~t ii Iii I rm-n-,,.,,._ _ 



ボ
ン
に
つ
い
た
行
は
官
邸
に
向
か
い
ア
デ
ナ
ウ

ア
ー
首
相
を
訪
問
し
ま
す
。

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
長
く
ケ
ル
ン
市
長
を
務
め
ま
し

た
が
、
ナ
チ
ス
政
権
下
で
は
反
体
制
的
で
あ
る
と
し

て
逮
捕
、
秘
密
野
察
に
よ
る
暗
殺
ま
で
計
画
さ
れ
ま

し
た
。
あ
や
う
＜
逃
れ
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
僧
院
に

潜
伏
し
、
終
戦
を
迎
え
て
い

ま
す
。
終
戦
直
後
創
設

さ
れ
た

C
D
u
（キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
）
に
参
加
し
、

す
で
に
六
十
九
歳
で
長
老
で
あ
っ
た
た
め
総
裁
に
就

任
、
次
い
で
西
ド
イ
ツ
初
代
首
相
と
な
り
ま
す
。

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
そ

の
後
十
四
年
間
に
わ
た
っ
て

政
権
を
担
当
し
ま
す
。
外
交
で
は
独
仏
の
和
解
に
努

め
西
側
の

一
員
と
し
て
の
ド
イ
ツ
再
建
を
目
指
し
、

経
済
面
で
は
財
政
家

・
エ
ア
ハ
ル

ト
を
起
用
し

”
ド

イ
ツ
の
奇
跡
“
と
よ
ば
れ
る
経
済
成
長
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

コ
ン
ラ
ー
ト
・
ア
テ
ナ
ウ
ア
ー

コンラート・アデナウアー

(l 876~ l 967) 

ケルン市長時代にナチスの鉤十字旗の掲揚を拒

否し 、アデナウアーを懐柔しようとしたヒトラー

からの会見要請も拒否。大戟中反ナチス分子と

して逮捕投獄され、秘密誓察による暗殺まで計

画されましたが、これを逃れ僧院にかくまわれて

終戦を迎えます。戦後の長期政権では飽き飽き

された反面 、手堅い政治手法は信頼感を得

て“derAlte"（ドイツ語定冠詞 derと英語の

dearをかけて愛すべきご老体、ほどの意味）

と呼ばれました。
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ドイツにて

ド
イ
ツ
連

昭
和
二
十
四

（

九
四
九
）
年
九
月
、

邦
共
和
国

（西
ド
イ
ツ
）
が
成
立
し
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

は
初
代
首
相
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
西
ド
イ
ツ
政
府

樹
立
に
よ

っ
て
ド
イ
ツ
が
独
立
を
回
復
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
占
領
軍
に
よ
る
軍
政
は
終
結
し
ま

し
た
が
、
占
領
体
制
は
継
続
し
、
新
た
に
管
理
機
構

と
し
て
米

・

英
•

仏
代
表
か
ら
な
る

高
等
弁
務
官
府

が
設
個
さ
れ
ま
す
。
こ
の
高
等
弁
務
官
が
連
合
国
の

定
め
る

1
領
法
規
に
基
づ

き
西
ド
イ
ツ
政
府
を
監
督

し
ま
す
（西
ド
イ
ツ
の
独
立
皿
復
は
パ
リ
条
約
発
効
の

．
九
几
几
年
）0

L
l
.
L_
.
 

ブ
）

日
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
数
人
の
閣
僚
を

と
も
な

っ
て
ペ
ー
タ
ー
ズ
ブ
ル
グ

・
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た

高
等
弁
務
官
府
に
出
向
き
ま
す
。
新
体
制
の
発
足
に

あ
た
っ
て
弁
務
官
側
の
訓
辞
を
受
け
る
た
め
で
し
た
。

ペ
ー
タ
ー
ズ
ブ
ル
グ
に
お
け
る
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

、、` 乏—-:..--
I: I底/ --

冒；遍攣9璽璽虞
遭” ,.'.^ ・' ’‘,．.，̀..．．

>9
ぃー

-- ---=----S 
―- • → -- ~～-
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ぺ噂
、-`‘

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
招
じ
人
れ
ら
れ
た
ホ
テ
ル
の
広

間
に
は
絨
毯
が
敷
か
れ
、

三
人
の
高
等
弁
務
官
が
立

っ
て
い

ま
す
。
弁
務
官
が
立
つ
絨
毯
は
敗
者
と
勝
者

を
分
か
つ
小
道
具
で
し
た
。

「
三
高
等
弁
務
官
が
絨
毯
の
上
に
立
っ
て
私

（
ア
デ

ナ
ウ
ア
ー
）
を
閲
見
し
、
私
は
絨
毯
を
踏
ん
で
は
な

ら
ず
」

（「
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
皿
顧
録
」
より
）
新
生
西
ド
イ
ツ
首
相

は
絨
毯
の
前
に
立
ち
ま
す
。

し
か
し
当
番
座
長
の
仏
代
表
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ポ
ン

セ
が
訓
辞
を
与
え
る
た
め
、

一
歩
を
踏
み
出
す
と
ア

デ
ナ
ウ
ア
ー
も
「
こ
の
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
彼
に

歩
み
よ
り
、
す
ぐ
絨
毯
を
」

（前掲ド
9

より
）
踏
み
し
め
、

歩
み
を
進
め
ま
す
。

ド
イ
ツ
人
の
自
邸
心
を
示
す
た
め
、
敢
え
て
歩
み

を
進
め
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
、
あ
た
か
も
弁
務
官
と

対
等
で
あ
る
か
の
よ
う
に
絨
毯
の
上
に
立
つ
て
訓
辞

を
受
け
ま
し
た
。
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ドイツにて

日
本
代
表
と
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
と
の
会
見
は
中
曽
根

を
は
じ
め
北
村
元
蔵
相
、
福
田
代
議
士
、
さ
ら
に
林

長
野
県
知
事
に
よ
っ
て
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
総

合
し
て
述
べ
る
と
、
ま
ず
日
本
代
表
は
ア
デ
ナ
ウ
ア

ー
と
握
手
を
交
わ
し
、
吉
田
総
理
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を

伝
え
て
い
ま
す
。

「そ
れ
は
あ
な
た
の
お
孫
さ
ん
で
し
ょ
う
？
」

北
村
が
執
務
室
の
壁
に
か
か
っ
て
い
る
少
女
の
絵

を
指
し
て
問
い
か
け
ま
す
。

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
う
な
ず
き
、
場
は
な
ご
や
か
な

も
の
と
な
り
ま
す
。

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
ケ
ル
ン
市
長
時
代
に
訪
独
し
た

秩
父
宮
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。
そ
し
て
お
だ
や
か
な

な
か
に
も
力
強
く
ド
イ
ツ
の
再
建

・
統

に

つ

い

て

語
り
ま
し
た
。

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
と
日
本
代
表

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
中
曽
根
が
胸
に
つ
け
て
い
た

11

日
の
丸
バ
ッ
ジ
“
を
見
つ
め
、
年
齢
を
た
ず
ね
ま
す
。

三
十
二
歳
と
い
う
答
え
を
聞
い
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

は
励
ま
し
の
言
葉
を
送
り
ま
す
。

「
し
つ
か
り
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
日
本
と
ド
イ
ツ
の

再
建
は
青
年
の
力
に
か
か
り
ま
す
。
お
互
い
に
や
り

ま

し

ょ

う

」

心

鼻

＼
 ）

ー

玄
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”←. 7. 6 

中曽根はアデナウアーを知る人も少なくなった

1985年5月、サミットでボンを訪れます。

会
見
は
約
三

0
分
、
日
本
代
表
が
辞
去
す
る
際
に

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
自
ら
、

二
階
の
執
務
室
か
ら
玄
関

に
ま
で
代
表
た
ち
を
先
尊
し
ま
し
た
。

階
段
を
降
り
る
と
き
に
は
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
と
北
村

が
先
頭
に
並
び
、
中
曽
根
は
か
な
り
後
方
に
い
ま
し

た
が
、
玄
関
口
で
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
も
う

一
度
中
苗

根
の
も
と
に
歩
み
寄
り
握
手
を
し
て
い
ま
す
。
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っ

゜ドル トムント

セン

ポン

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
訪
問
の
翌
日
、
中
曽
根
は
エ
ッ
セ
ン

近
郊
、
ギ
ル
セ
ン
キ
ル
ヘ
ン
の
炭
鉱
を
視
察
し
ま
す
。

エ
ッ
セ
ン
・
ギ
ル
セ
ン
キ
ル
ヘ
ン

ル
ー
ル
業
地
帯
の
中
心
に
あ
る
エ
ッ
セ
ン
に
は

多
数
の
優
良
炭
鉱
が
あ
り
、
地
下
深
く
か
ら
採
掘
さ

れ
た
石
炭
は
ド
イ
ツ
の
産
業
の
動
力
源
と
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
石
炭
は
乾
溜
さ
れ
コ
ー
ク
ス
と
な
り
、

鉄
鋼
業
に
投
入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
寒
冷
な
ド
イ
ツ
で

は
暖
房
用
の
消
費
量
も
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
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ドイツは竪坑方式が一般

的で、地下深く500~700

mまでエレベーターで一気

にもぐります。

削
年
の

M
R
A

会
に
参
加
し
た
片
山
元
首
相
も

ェ
ッ
セ
ン
を
訪
れ
、
「
切
羽
」

（坑
道
の
奥
に
あ
る
石

炭
の
切
り
出
し
現
場
）
に
も
ぐ
っ
て
い
ま
す
。

「
真
っ
暗
な
石
炭
層
の
坂
を
若
い
総
支
配
人
と
共
に
、

三
十
分
余
に
わ
た
っ
て
す
べ
る

よ
う
に
下
っ
た
」

「
ま
さ
に
義
経
の
ひ
よ
ど
り
越
え
で
あ
る
。
途
中
で

息
が
切
れ
動
悸
が
高
く
な
り
、
腰
が
痛
み
だ
し
」

「
休
息
し
て
息
を
し
よ
う
と
思
え
ば
霧
の
よ
う
な
石

炭
の
粉
が
肺
の
中
へ
入
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
ど
え
ら

い
と
こ
ろ
へ
来
た
と
思

っ
た
が
、
も
う
お

っ
つ
か
な

い
。」
斤
111
折

「
皿
顧
と
展
沼
」
よ
り
）

中
曽
根
も
地
-
‘
深
く
の
切
羽
に
降
り
て
い
き
ま

す
。

坑内で従業員たちは

安全を願 って言葉を

かわします。

”rr;. 7. 7 

苛
酷
な
環
境
の
採
炭
現
場
で
中
曽
根
は
「
坑
夫
と

共
に
採
炭
作
業
を
や
っ
て
」

「
思
い
出
に
ド
リ
ル
で

石
炭
を
切
っ
て
持
っ
て
帰
」
り
ま
す
。

1ヽ,時の世ドイツには約51ガ人の炭鉱労慟者、約33ガ人の坑内Uがおり、 1ul時期II本の約

38Jj人の炭鉱労付い者、約19)i人の坑l)、山を大きく l..［司ります （数値は .'rill龍火「イ［炭

企叉の分析」より）
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ヽ

地
上
に
上
が
る
と
、
エ
ッ
セ
ン
帯
の
破
壊
も
甚
大

で
し
た
。
ド
イ
ツ
最
大
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー・

ク
ル
ッ
プ

の
製
鋼
所
も
空
爆
で
破
壊
さ
れ
、
残
存
し
た
設
備
も

優
秀
な
も
の
は
賠
償
と
し
て
東
欧
諸
国
に
移
送
さ
れ

ま
し
た
。

製
鉄
原
料
の
石
炭
に
も
大
き
な
制
約
が
課
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
当
時
の
ド
イ
ツ
は
年
産
約

一
億
ト
ン
の

石
炭
を
産
出
し
ま
す
。
そ
の
約
四
分
の

一
は
安
値
で

の
輸
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
（
賠
償
的
性
格
が
強
い
）
、

さ
ら
に
駐
留
す
る
連
合
軍
消
費
分
と
し
て
相
当
醤
が

優
先
配
分
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
ド
イ
ツ
は
豊
富
な
石
炭
資
源
を
持
ち
な

が
ら
高
価
な
外
国
炭
を
輸
入
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

鉄
道
や
暖
房
用
石
炭
は
国
民
生
活
の
維
持
の
た
め

ど
う
し
て
も

一
定
批
が
必
要
で
、
い
き
お
い
鉄
鋼
生

産
に
ま
わ
せ
る
石
炭
の
醤
は
削
減
さ
れ
、
戦
前
、
高

品
位
の
鉄
鋼
を
誇
っ
た
ド
イ
ツ
で
も
鋼
材
が
不
足
し

て
い
ま
す
。

当時の日本の石炭産出量は約3933万t(1950年）
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ハンブルクはエルペ河を河口より約100キロ、

ブレーメンはベッセル河をさかのぼった内陸に

ある河港ですが、大型船の航行が可能でハ

ンザ同盟以来交易拠点として栄えました。 号
ハンブルク

f̀9:II}ブレー

レトムント

ノ` ‘；_ 、7-= ¥ 
デュッセルド）

'. 
,； ヶJ
--し

ポン
ヽ

/2 ‘ フランクフルト
,,,」

呵• 9 

9‘’‘9 1 ` -I ¥ (¥、
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ー、' ／ . -・、‘̂  1 ..、‘、.

‘‘̀'-r 、‘‘I-I、-91>•
ボンからハンブルクまで約370km

ハンブルクからブレーメンまで約80km

。ハイデルベルグ

oシュトゥットガルト

七
月
八
日
か
ら
行
は
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
利
用
し
て

ド
イ
ツ
北
部
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
次
い
で
ブ
レ
ー
メ
ン
を
訪
問

し
ま
す
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
は
ド
イ
ツ
第

一
の
港
湾
都
市
で
、
日
本
人

に
と
っ
て
は
、
戦
前
、
日
本
郵
船
の
欧
州
航
路
の
最
終

寄
港
地
、
欧
州
の
玄
関
口
と
し
て
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

ェ
ッ
セ
ン
か
ら
ハ
ン
ブ
ル
ク

湖夕スレアと舎庁市クレブンたれが
、
ぬまを害被の撃爆

ハ

ン

ブ

ル

ク

は

昭

和

十

八

（

年

七

月
、
連
合
軍
の
絨
毯
爆
撃
を
受
け
、
約
六
万
人
が

犠
牲
と
な
り
、
市
街
も
約
八
割
が
焼
失
し
ま
し
た
。

が
れ
き

市
内
に
は
瓦
礫
の

山
が
う
ず
た
か
く
、
そ
の
片
付

け
に
は

三

0
年
以
上
か
か
る
と
い
う
悲
観
的
な
観

測
も
あ
り
ま
し
た
。
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ドイツにて

「l1，登がIii)れて交辿が危ない。 (•供

が比礫のドでカクレンポーしてい

るのが1ifi々 しい」

中
的
根
は

H
間
に
わ
た
っ
て
破
壊
さ
れ
た
ハ
ン

ブ
ル
ク
の
市
街
と
港
湾
部
を
歩
き
ま
す
。

れ
ん
が

「煉
瓦
造
り
の
た
め
取
片
づ
け
も
出
来
ず
」
「
墜
が
風

で
崩
れ
て
通
行
が
危
な
い
」
。
破
壊
の
あ
と
も
甚
だ

し
い
市
街
を
歩
い
た
中
苦
根
は
、
自
分
が
警
視
庁
時

代
に
見
た
「
昭
和
ニ
ト

一
年
春
ご
ろ
の
束
点
の
姿
」

と
感
想
を
記
し
ま
す
。

t
-

巾
街
地
を
抜
け
て
、
エ
ル
ベ
河
に
沿

っ
て
岸
壁
を

歩
む
と
焼
け
落
ち
た
ま
ま
の
ク
レ
ー
ン
や
倉
庫
、
ド

ッ
ク
の
残
骸
が
見
受
け
ら
れ
、
戦
時

1
U
ボ
ー
ト
が

収
容
さ
れ
た
ブ
ン
カ
ー

（
格
納
庫
）
も
爆
破
さ
れ
て
残

骸
を
さ
ら
し
て
い
ま
す
。

戦
前
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
次
ぐ
大
商
港
と
い
わ
れ

た
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
か
つ
て
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ニ
ー
～
―
‘

i
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*
1
1
本
の
民
間
船
舶
の
こ
と

戦
前
、
欧
州
海
運
の
碁
点
だ

っ
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
に

は
日
本
か
ら
多
く
の

II

＊
マ
ル

・
シ
ッ
プ
II

が
寄
港
し
、

日
本
商
品
が
陸
揚
げ
さ
れ
、
留
学
生
や
商
社
員
が
立

ち
寄
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

H
本
と
か
か
わ
り
が
あ

っ
た
ド
イ
ツ
人
が
多
く
、
日
本
を
し
の
ん
で

一
行
を

歓
迎
し
て
い
ま
す
。

中
曽
根
の
滞
在
中
、
市
長
招
待
の
歓
迎
会
が
あ
り
、

さ
ら
に
旧
在
日
ド
イ
ツ
人
が

一
行
を
招
い
て
朝
食
会

を
催
し
ま
す
。
会
場
に
は
日
の
丸
と
ド
イ
ツ
国
旗
が

壁
に
は
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
連
合
軍
に
よ

っ

て
日
独
両
国
旗
の
掲
揚
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
ド
イ
ツ
人
達
は
昔
に
変
わ
ら
ず、

「
日
本

の
ミ
カ
ド
」
（
天
皇
）

の
た
め
に
と
乾
杯
の
音
頭
を
と

り
ま
す
。

中
曽
根
は
ド
イ
ツ
人
の
気
概
に
感
激
し
ま
し
た
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
の
日
独
旗

ハンブルクで中曽根はドイツ東亜協会

の招待をうけ挨拶しています。

「シペ リヤの独人lili開は敗れてもドイツ

軍人の品位 を(Uつけなか ったとIf本

('./¥J遥湘li9昇か ら（パえてくれと （パ言があ

ったか ら謹んで（云え る」と挨拶を締め

くくると聴衆は総立ちとなって握手を求

めます。
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Iりg.7.? 

「ハンプルクの町には日U行建て -.rr.家族を収容するアハートが そつ完成していた」 中曽根は

ハンブルクでこう書きとめています。中曽根が見たのはハンブルク・グリテンベルクの高層アバートと思

われます。この現代的なアバートはドイツが必要なljJ)には重点的に投資する雄弁な実例です。

ド
イ
ツ
の
都
市
の
惨
状
は
戦
災
被
害
が
甚
だ
し
か

っ
た
た
め
で
す
が
、
ド
イ
ツ
政
府
の
方
針
に
も
原
因

が
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
限
ら
れ
た
資
材
を
交
通

機
関
や
工
場
、
労
働
者
用
住
宅
な
ど
生
産
回
復
に
関

連
す
る
部
門
に
重
点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。
不
要
不

急
の
建
築
は
あ
と
ま
わ
し
と
さ
れ
官
庁
な
ど
も
仮
住

ま
い
の
ま
ま
で
す
。
破
壊
さ
れ
た
街
区
も
取
り
壊
し

の
費
用
や
労
力
を
節
約
す
る
た
め
倒
壊
の
恐
れ
の
な

い
場
合
放
置
さ
れ
ま
し
た
。

中
曽
根
が
破
壊
さ
れ
た
都
市
の
あ
い
だ
を
ア
ウ
ト

バ
ー
ン
を
利
用
し
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
し
て
い
る
こ
と

に
も
ド
イ
ツ
の
哲
学
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

II

ド
イ
ツ
の
復
輿
は
工
場
か
ら
、
日
本
の
復
興
は
盛

り
場
か
ら
II

°

雑
然
と
し
た
日
本
の
復
輿
を
戒
め
、
整

然
た
る
ド
イ
ツ
を
範
と
す
べ
き
と
い
う
主
張
は
当
時

ひ
ん
ば
ん
に
い
わ
れ
ま
し
た
。

っ
ち

復
興
の
槌
音
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行
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
次
に
訪
れ
た
ブ
レ
ー
メ
ン

の
港
で
は
巨
大
な
ク
レ
ー
ン
が
忙
し
く
稼
働
し
、
さ

叶
資
か
陸
楊
｀
〗
誓

旦
＼：
＇

三
〗
畜屈

陸
揚
げ
さ
れ
て
い
く
品
々
は
米
国
の
マ

ー
シ
ャ

ル

・
プ
ラ
ン
に
よ
る
供
与
品
で
、
こ
の
大
規
模
援
助

に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
産
業
は
必
要
と
す
る
物
資
の
供

給
を
受
け
、
生
産
回
復
の
き
っ
か
け
を
つ
か
み
ま
す
。

本
来
、
競
争
力
の
あ
っ
た
ド
イ
ツ
製
品
は
欧
州
市
場

の
正
常
化
に
と
も
な
っ
て
輸
出
が
急
増
し
ド
イ
ツ

経
済
を
牽
引
し
ま
す
。

1948年生産開始、2003年まで

メキシコで生産。

「戦時中の製作という国民車、一名

ヒトラー車と当時呼ばれていた小型

自動車が盛んに走っている」「エンヂ

ンが後方にあり、それが小型である

のが特色だ。製作費も安いし、ガ‘ノ

リンも余りいらぬという話だ」（前年ド

イツを訪問した片山元総理の感想

「民主政治の回顧と展望」より）

日
本
人

一
行
の
訪
独
時
に
は
廃
虚
の
よ
う
に
見
え

た
エ
ッ
セ
ン
の
ク
ル

ッ
プ
工
場
で
も
機
関
車
の
生
産

が
始
ま
っ
て
お
り
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
は
造
船
が
再
開

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
補
修
の
進
む
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
に

は
世
界
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
カ
ー
と
な
る
フ
ォ
ル
ク
ス

ワ
ー
ゲ
ン

・
ビ
ー
ト
ル
が
走
り
は
じ
め
て
い
ま
す
。

”廃
虚
の
な
か
再
建
の
槌
音
が
特

<
II
、
中
曽
根
の

訪
れ
た
ド
イ
ツ
は
そ
の
よ
う
な
時
間
帯
に
あ
り
ま
し

こ
。

t
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ー ドイツにて

鉄
の
カ
ー
テ
ン

七
月
九
日
、
日
本
人

一
行
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
の
ダ
ー

ビ
ー
（
競
馬
）
見
物
に
出
か
け
ま
す
が
、
中
曽
根
は

一

行
と
別
れ
、
ピ
ー
タ
ー
青
年
（現
地
の
ヒ
1

年
）を
と
も
な
い

東
西
ド
イ
ツ
の
国
境
線
を
見
に
行
き
ま
す
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
東
に
向
か
い
リ
ュ
ー
ベ

ッ
ク
を
過

ぎ
て
自
動
車
で
十
分
間
も
進
む
と
、
東
西
ド
イ
ツ
の

境
界
に
さ
し
か
か
り
ま
す
。

草
原
に
と
き
お
り
木
立
の
見
え
る
国
境
地
帯
に
は

境
界
に
そ
っ
て
木
柵
が
続
き
、
検
問
所
が
も
う
け
ら

れ
、
両
ド
イ
ツ
の
警
官
隊
が
対
峙
し
て
い
ま
し
た
。

中
曽
根
は
い
あ
わ
せ
た
西
ド
イ
ツ
の
警
官
隊
と
し

ば
ら
く
言
葉
を
交
わ
し
、
周
囲
を
歩
き
ま
す
。

東
側
の
家
屋
に
は
大
き
な
赤
旗
が
翻
り
、
さ
ら
に

木
陰
に
は
ソ
連
兵
の
姿
が
確
認
で
き
ま
す
。
中
曽
根

は
そ
の
姿
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
い
ま
す
。

,

し
『

~
t
;

〗
，

9
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i
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＼
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戦
後
、
米
国
は
す
み
や
か
な
動
解
除
を
行
い
兵

力
を
縮
小
し
て
い
ま
す
。
対
照
的
に
ソ
連
は
強
力
な

地
上
軍
を
維
持
し
た
ま
ま
占
領
地
の
支
配
を
強
化
し

ま
す
。

西
側
と
の
「
共
存
」
か
「
対
決
」
か
、
ソ
連
の
戦

略
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
す
で
に
ソ
連

指
導
部
は
対
決
を
決
意
し
て
お
り
、
自
軍
の
数
的
優

位
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
躊
躇
な
く
西
側
に
侵
攻
す
る

で
あ
ろ
う
と
い
う
観
測
も
有
力
で
し
た
。

朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
観
測
が
裏
付
け
ら
れ

た
か
た
ち
と
な
り
、
西
欧
諸
国
の
共
同
防
衛
体
制
の

整
備
が
急
が
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
曽
根
が
た
ど
る
東
西
ド
イ
ツ
の
国
境
線
は
す
で

に
連
合
国
間
の
便
宜
的
区
分
線
で
は
な
く
、
厳
し
い

東
西
冷
戦
の
最
前
線
へ
と
変
化
し
て
い
ま
し
た
。

静
か
な
草
原
の
国
境
地
帯
を
た
ど
り
、
ソ
連
軍
兵

士
の
姿
を
見
て
中
曽
根
は
冷
戦
の
兆
候
を
感
じ
、
日

その後も東西冷戦は厳しさを増し 、

相互に国境地帯の誓戒は散重となり

ます。1961年には東ドイツによ って

ベルリンに壁が構築され 、89年の

“ベルリンの壁崩壊”にいたるまで冷

戦の象徴となります。

本
の
運
命
を
考
え
ま
し
た
。

中
曽
根
が
帰
国
後
、
精
力
的
に
日
本
の
防
衛
や
自

衛
隊
の
創
設
を
考
え
た
の
は
こ
の
時
の
衝
撃
が
大
き

く
影
響
し
て
い
ま
し
た
。
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．． ドイツにて

ジョン・マックロイ

米国の実業家、政治家。大

戦中陸軍次官 （米国は民間

人が就任）を務め、在任中、

京都を爆撃目標から除外さ

せます。戦後、高等弁務官

としてドイツに赴任。マックロ

イは後年“アデナウアーから

敗北の中で威厳を守ることを

教えられた”と述べています。

ブ
レ
ー
メ
ン
を
発
っ
た
中
曽
根
は
ハ
ノ
ー
バ
ー
を

経
由
し
て
ケ
ル
ン
に
立
ち
寄
っ
て
、
再
び
ボ
ン
を
訪

れ
ま
す
。

マ
ッ
ク
ロ
イ
高
等
弁
務
官
の
招
待
を
受
け
て
”
森

の
中
の
白
亜
館
“
を
訪
ね
ま
す
。

マ
ッ
ク
ロ
イ
は
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が

一
歩
を
踏
み
出

し
た
と
き
、
絨
毯
の
反
対
側
に
立
っ
て
い
た

一
人
で

す

。

ご

森
の
中
の
白
亜
節
は
ペ
ー
タ
ー
ズ
プ
ル
グ

・
ホ
テ
ル
の
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
）

再
び
ボ
ン
に
て

マ
ッ
ク
ロ
イ
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
を
代

表
す
る
最
高
責
任
者
で
「
西
ド
イ
ツ
の
マ
ッ
ク
ア
ー

サ
ー
元
帥
」
の
位
置
に
あ
り
ま
す
が
、

尊
大
な
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
と
は
異
な
り
、
気
さ
く
な
人
柄
で
し
た
。

大
戦
中
、
陸
軍
次
官
を
務
め
た
マ
ッ
ク
ロ
イ
は
当

時
の
思
い
出
を
語
り
、
中
曽
根
を
激
励
し
ま
す
。

「大
戦
の
時
、
自
分
は
陸
軍
次
官
で
猛
烈
な
反
対
を

押
し
切
っ
て
二
世
部
隊
を
つ
く
っ
た
。
こ
の
四
ニ
ニ

部
隊
こ
そ
米
国
で
最
も
功
労
あ
る
勲
の
あ
る
部
隊
で

あ
る
。
そ
の
血
の
通
っ
て
い
る
日
本
青
年
に
期
待
し

て
い

日系422部隊は大きな犠牲

を払いながらイタリア戦線で

活躍します。1951年、“GO

FOR BROKE!’'（倒れるま

でやれ！）として映画化され、

米国社会で広く知られるよ

うになります。
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ー卓

マ
ッ
ク
ロ
イ
と
の
会
見
を
終
え
た
中
曽
根
は
ブ
ン

デ
ス
ハ
ウ
ス

（連
邦
議
事
堂）

を
見
学
し
ま
す
。

ラ
イ
ン
の
河
べ
り
に
あ
る
連
邦
議
会
は
師
範
学
校

を
転
用
し
た
も
の
で
参
観
者
は

一
様
に
そ
の
簡
素
な

こ
と
に
驚
き
ま
す
。
簡
素
な
議
事
堂
は
西
ド
イ
ツ
が

ボ
ン
を
仮
の
首
都
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
象
徴
し
て

い
ま
し
た
。

連邦講事堂のテラスから議事堂内部が覗けます。
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ー ドイツにて

大戟中ボンも爆撃を受けますが、

ベートーベン ・ハウスは「管理人

ヘッセルバッハ氏が屋根

た3発の焼夷弾を消しとめ

昔のままの姿で残っている

（アサヒグラフ

ド
イ
ツ
滞
在
最
終
日
の
七
月
十
―――

日、

ト
ー
ベ
ン
・
ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
楽
即

い
街
路
に
面
し
て
建
ち
、

と
こ
ろ
の
な
い
小
さ
な
家
で
す
。

ボ
ン
ー
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

中
曽
根
は

ボ
ン
の
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
生
家
を
訪
ね
ま
す
。
ベ
ー

の
生
家
は
細

周
囲
の
家
並
み
と
変
わ
る

」

1
、
ー

あ
や
う
く
戦
火
を
ま
ぬ
が
れ
た
ハ
ウ
ス
に
は
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
が

「
書
き
な
ぐ
っ
た
楽
譜
や
ピ
ア
ノ
」
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

三三ミ；二

---
／ク只'・
7. I:] 



曇

ェッセン

デュッセルドルフ

ト

i

ル

凶
し

9
,

9
 

方

‘ 〗
-
旱

l
`
’

フ

.
i
 

｀
 

ンレブコ

ン中
ク曽ボ
フ根ン
ルはを
卜汽あ
に車と
向でに

）も域ら上 か
し つがマ流 い

: / >>

ナノ`/鉄道で約2時間半～3時間

ま
す
。

と
も
美
し
い
と
い
オ
オ

ラ
イ
ン
の
風
物
が
も
っ

イ
ン
ツ
ま
で
の
流
域
が

の
コ
ブ
レ
ン
ツ
か
ら
マ

ボ
ン
よ
り
や
や
上
流

ま
す
。

コ
ブ
レ
ン
ツ
を
過
ぎ
る
と
河
幅
は
狭
ま
り
、
汽
車

は
谷
間
を
進
む
よ
う
な
風
情
と
な
り
ま
す
。
や
が
て

ハ
イ
ネ
の
詩
で
も
知
ら
れ
る

II

ロ
ー
レ
ラ
イ
の
巌
“

が
姿
を
現
し
ま
す
。

ラ
イ
ン
の
中
下
流
は
物
流
の
大
動
脈
で
ボ
ン
の
あ

た
り
で
も
ま
だ
河
幅
が
広
く
、
多
く
の
運
搬
船
や
ハ

シ
ケ
が
行
き
交
い
ま
す
。
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ドイツにて

「
普
通
の
巌
で
驚
く
程
の
も
の
で
は
な
い
」
中
曽
根

は
正
直
な
感
想
を
書
き
留
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
ロ
ー
レ
ラ
イ
の
あ
と
に
現
れ
る
中
枇
そ

の
ま
ま
の
城
砦
、
両
岸
の
山
肌
に
広
が
る
ブ
ド
ウ

畑
は
昔
と
変
わ
ら
ぬ
古
き
ラ
イ
ン
の
風
情
を
た
た

え
ま
す
。

疇~ ・・ ~一つ-

1985年5月、ボン・サミット出席の

ため西ドイツを公式訪問した中曽根~

首相はコール首相とともにライン河

を下り、ともに船上より巌を見て、

「ローレライ」を歌います。

マ
イ
ン
ツ
の
あ
た
り
で
ラ
イ
ン
は

二
手
に
分
か

れ
汽
車
は
支
流
マ
イ
ン
河
沿
い
を
進
み
、
ほ
ど
な

く
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
至
り
ま
す
。

バッハラ ッハの丘の上

シュターレ ック城

89 断崖にそびえる

ラインシュタイン城



かろうじて焼け残った中央駅のドームもガラ

スが焼け落ち黒ずんでいます。駅前にPX

（米軍購買部）がありGIが行き交います。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
内
に
入
る
と
、
再
び
戦
争
の

偽
跡
が
色
濃
く
な
り
ま
す
。
市
の
中
心
部
は
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
中
央
駅
を
残
し
破
壊
さ
れ
、
文
豪
ゲ
ー
テ

の
生
家
も
粉
々
に
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
周
辺
に
は
米
軍
の
大
部
隊
が
駐

屯
す
る
た
め
多
く
の

G
I
が
行
き
交
い
、
い
か
に
も

敗
戦
国
の
風
情
が
源
い
ま
す
。
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フランス

I -
I I［三
滋己詞-こ［ニ望 ・..4ユ

C -千ヤ-
・コて了坦？町
ーュぇ ＿― -_三二直塁：

中
曽
根
は
郊
外
の
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム

・
ラ

イ
ン
空
港
に
向
か
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
で
も
民
間
航
空
は

禁
止
さ
れ
、
空
港
に
は
米

軍
機
が
駐
機
し
、
海
外
の

航
空
会
社
が
乗
り
人
れ
ま

す
。中

曽
根
は
日
本
代
表
と

合
流
し
フ
ラ
ン
ス

・
パ
リ

に
向
か
い
ま
す
。

フランクフルトからパリ

まで約450km
90 



フ
ラ
ン
ス
に
て

7
月
13
日
ー
7
月
16
日
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フ
ラ
ン
ス
は
第
二
次

大
戦
初
期
の
昭
和
十
五

（一

九
四

0
)
年
、
ド
イ

ツ
に
降
伏
し
約
四
年
間

ド
イ
ツ
に
よ
る
占
領
を

受
け
ま
し
た
。
昭
和
十

九
年
の
解
放
ま
で
破
壊

を
ま
ぬ
が
れ
、
戦
後
、

か
つ
て
の

”花
の
都
“

の
趣
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

ま
す
。

着
し
パ
リ
市
内
に
入
り

は
オ
ル
リ
ー
空
港
に
到

七
月
十
三
日、

フ
ラ
ン
ス

． 

ノー

イ丁

凱旋I'1を基点に 12本の道が放射状に伸びていきますこの形状からii'/L旋門の沿｝はエ

トワール（岨）広場と呼ばれました 1970年、死去したシャルル・ド・ゴール元大統領を記

念してド・ゴール広楊と改称されました
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一 フランスにて

一
行
が
到
着
し
た
十
三
日
の
市
内
は

II

巴
里
祭
II

を
翌
日
に
控
え
、
祝
祭
を
前
に
す
で
に
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
す
。

「
巴
里
祭
」
と
い
う
表
現
は
日
本
特
有
の
呼
び
方
で

フ
ラ
ン
ス
で
は
単
に
「
七
月
十
四
日
」

II

カ
ト
ー

ル
・
ル
イ
ジ
ェ
II

と
呼
ば
れ
ま
す
。
祝
祭
は
フ
ラ
ン

ス
全
土
で
行
な
わ
れ
、
翌
日
か
ら
バ
カ
ン
ス

・
シ
ー

ズ
ン
が
始
ま
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
い
っ
そ
う

浮
き
立
っ
て
こ
の
日
を
迎
え
ま
す
。

パ
リ
祭
は

一
七
八
九
年
七
月
十
四
日
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
の
発
端
と
な
っ
た
民
衆
に
よ
る

II

バ
ス
チ
ー
ユ
監
獄

た
お

襲
撃
“
を
記
念
し
た
も
の
で
、
共
和
国
守
護
に
斃
れ
た

人
々
を
顕
彰
し
、
追
慕
す
る
意
味
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

年
の
パ
リ
祭
も
オ
リ
オ
ー
ル
大
統
領
に
よ
る
無
名
戦

士
の
墓
へ
の
献
花
を
も
っ
て
厳
粛
に
始
ま
り
ま
し
た
。

巴
里
祭

-‘

t
 

エトワール広楊（現ド ・ゴール広場）の中央に建つ凱旋l"l。型帝ナポレオンの命により、フランス軍の栄光

をたたえるため建設がはじまり、ナポレオン没後の 1836年に完成します。さらに 1919年、そのふもとに第 l

次大戦の無名戦上の遺体l体が埋葬され「無名戦上の経」が設けられます。午後6時半に「追悼の炎」が

灯されます



ヴァンサン・

オリオール大統領 十
四

H
の
朝
に
は
凱
旋
門
か
ら
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
に

続
く
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
の
両
側
は
華
や
か
な
共
和
国

軍
の
パ
レ
ー
ド
を
見
物
す
る
人
々
で
埋
ま
り
ま
す
。

H
本
人

一
行
は
フ
ラ
ン
ス
側
の
好
慈
に
よ
り
、
オ
リ

オ
ー
ル
大
統
領
の
特
別
席
に
招
き
入
れ
ら
れ
、
華
や
か

な
パ
レ
ー
ド
を
見
物
し
ま
す
。

パ
リ
の
日
本
人
（
＿
）

「オリオール大統領の特別席」とは大人数が人れる大統領関係

名・の桟敷席に入れてもらって参観したという慈味と思われます

ド・ゴールの第5共和制成立によって、大枕領権））が強化される

までは、大統碩賊は名脊戟的色彩が強く、 1Kl家の舷高権）J者

ではありませんでした 1985年7JI 14ll、中杓根肖＋11は1KI百とし

てミノテラン大統領とともにコンコルド広場で行進を観閲します。
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フランスにて

仏軍が装備した米国製M4シャーマン。

自衛隊など自由世界の各国で使用さ

れた“自由世界の軍馬”。かつては米

国がフランス製のルノー戦車を使用し

ていました。

シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
を
礼
装
の
騎
兵
、
タ
ー
バ
ン

や
マ
ン
ト
を
ま
と
っ
た
色
彩
豊
か
な
植
民
地
部
隊
な

ど
の
行
進
が
続
き
、
や
が
て
重
装
備
の
機
械
化
部
隊

が
現
れ
ま
す
。

し
か
し
、
中
曽
根
は
目
の
前
を
進
ん
で
い
く
機
械

化
部
隊
の
戦
車
や
牽
引
さ
れ
る
重
砲
が
米
国
製
の
供

与
品
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

中
曽
根
は
米
国
の
お
古
で
装
備
す
る

II

大
陸
軍
II

を
見
て
「
地
球
を
と
り
ま
く
大
き
な
流
れ
に
感
傷
を

催
」
し
ま
す
。

/9匹?.Iク

95 

昼
を
す
ぎ
る
と
パ
リ
市
内
の
各
所
で
ダ
ン
ス
パ

ー

テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
、
楽
団
が
練
り
歩
き
、
市
民
は
歌

い
踊
り
、
厳
粛
に
始
ま
っ
た

一
日
は
祝
祭
ら
し
い
陽

気
な
喧
騒
に
つ
つ
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
日
の
中
曽
根
は
忙
し
く
、
パ
レ
ー
ド
見
学
後
、

午
後
か
ら
開
か
れ
た

一
行
の
歓
迎
会
に
出
席
し
、
ス

ピ
ー
チ
を
担
当
し
ま
す
。
会
を
終
え
る
と
パ
リ
郊
外

に
あ
る
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
向
か
い
ま
す
。
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卸
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一

、前紐
―-lftf
り

ェL□
酌

1
•一

ベ
ル
サ
イ
ユ
に
着
い
た
の
は
午
後
八
時
す
ぎ
、
日
本

の
感
覚
で
は
遅
い
時
間
で
し
た
が
、
高
緯
度
の
た
め

陽
が
残
り
、
黄
昏
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
散
策
と
な
り
ま
し
た
。

ら六
札六午

街 五後

々万十
で人時
はの半
路大に
上パな

でリぞ
パ市、
リはょー、lィつ
人）レや
はミ
躍 i、1羞
り l は
にシ沈
徹旦み

？そ人
← 飾口 鵬瞬匹蜘叩-壬=＝=-…---磁匹寧-心・、

当時、大パリ市の人Ilは665/j人（世界第3位） （1950年、東点の人口は626万人でlit界第

4位） パリには 1948年に約200万人、 49年には約300Jj人の外国人観光客が訪れています

ま
す
。
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フランスにて

。し！｝` 

／少ア＼ §.,ヘて

I'、¥＼¥
スイスでの散髭で2フランを支払った中曽根でし

たが、バリでは5フラン （約500円、日本の散髪料

の約5倍）を支払いました。

パ
リ
祭
の
翌
十
五
日
、
中
曽
根
は
調
髪
に
行
き

ま
す
。
散
髪
の
み
「
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
断
り
、
香
料
、
香
湘

を
断
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
断
っ
た
が
、
チ
ッ
プ
を
い
れ
て

五

0
0円
と
ら
れ
た
」
。
ス
イ
ス
で
も
調
髪
料
の
高
さ

に
驚
き
ま
し
た
が
、
パ
リ
で
は
さ
ら
な
る
高
値
に
閉
口

し
ま
す
。

パ
リ
の
日
本
人
（
二
）

対
照
的
に
フ
ラ
ン
ス
は

出
生
率
の
低
下
に
悩
み
、
政

府
は
出
産
時
に
母
親
に

一

時
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

中
曽
根
は
お
国
ぶ
り
の
違

い
に
「
日
本
と
較
べ
感
無

量
で
あ
る
」
と
書
き
留
め

ま
す
。

躙編闊

＂＇ 

髪
型
を
と
と
の
え
た
中
曽
根
は
日
本
代
表
と
と
も

に
現
地
記
者
と
の
会
見
に
応
じ
ま
す
。
会
見
で
は
朝

鮮
戦
争
、
日
本
の
経
済
状
況
、
人
口
問
題
が
話
題
と

な
り
、
福
田
篤
泰
代
議
士
が
深
刻
な
日
本
の
人
口
問

題
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
る
発
言
を
し
て
い
ま
す
。

戦
前
よ
り
＊
「
猫
額
の
地
に
群
居
す
る
」
日
本
で
し

た
が
、
戦
後
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
迎
え
、
急
激
な
人
口

増
加
は
深
刻
な
問
題
で
し
た
。（
こ
の
敗
戦
直
後
に
品
牛
し
た
lIt

代
が
い
わ
ゆ
る

「
団
塊
の
枇
代
」）

1830~1930年にかけて英国の人口は3倍、ドイツ

は2倍に増加したのに対し、フランスはわずか1.3倍

で、出生率の低さは古くからフランスの悩みでした。

＊外務省情報部監修「これか

らの 日本」（日本週報社 1951)

にある記述



フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
、
日
本
人

行
は
フ
ラ
ン
ス
外
務

省
に
外
相
ロ
ベ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン
を
訪
ね
ま
す
。

戦
前
か
ら
政
変
が
多
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
で
し
た

が
、
戦
後
も
政
局
が
安
定
せ
ず
、
解
放
後
暫
定
的
に

成
立
し
た
ド

・
ゴ
ー
ル
政
権
か
ら
数
え
て
こ
の
と
き

ま
で
に
十
三
回
、
政
府
首
班
が
交
代
し
て
い
ま
す
。

シ
ュ

ー
マ
ン
は
パ
リ
祭
の
前
日
、
曲
折
の
す
え
成

立
し
た
プ
レ
ヴ
ァ
ン
政
権
の
外
相
に
就
任
し
た
ば
か

り
で
し
た
。

日
本
人
行
を
迎
え
て
シ
ュ

ー
マ
ン
は
五
月
に
自

身
が
発
表
し
話
題
と
な
っ
た
「
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同

体
」
案
に
つ
い
て
述
べ
、
さ
ら
に
こ
れ
を
踏
み
台
と

す
る
「
欧
州
統
合
」
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

こ
の

「欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
」

（以
後

E
C
S
C
と
表
記
）

が
E
C
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
）
さ
ら
に
現
在
の

E

U
へ
と
発
展
し
ま
す
。

ロ
ベ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン

シュ
ー
マ
ン
は
ロ
レ
ー
ヌ
出
身
の
政
治
家
で
し
た
。
ア

ル
ザ
ス
と
あ
わ
せ
て
、
ア
ル
ザ
ス

・
ロ
レ
ー
ヌ
と
呼
ば
れ

る
こ
の
地
方
は
独
仏
を
つ
な
ぐ
交
通
上
の
要
衝
で
あ

り
、
さ
ら
に
地
下
に
は
良
質
な
石
炭
が
埋
蔵
さ
れ
そ

の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
独
仏
が
激
し
く
争
い
ま
し
た
。

ロベール・シューマン (1886~ 1 963) 

ルクセンブルクに生まれ、ドイツに学び、第1次大戦ではドイ

ツ軍の要塞守備隊で書記となります。戦後フランスに復帰し

たロレーヌより選出され代講士に。フランスがドイツに敗北し

た1940年の9月、危険人物としてゲシュタポによって逮捕され

ますが脱走、終戦まで逃走します。戦後、MRP（人民共和派）

党首となり外交を中心に活躙。日本の独立を取り決めたサン

フランシスコ講和会請ではフランス全権を務めています。
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フランスにて
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¥ 
アルフォンス・ドーテの「最後の授業」 ロ
は普仏戦争に敗れ、ドイツに割譲され

たアルザス地方を舞台とした物語。

ベルギー

ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
は
普
仏
戦
争
に
よ
っ
て

ド
イ
ツ
に
割
譲
さ
れ
、
第

一
次
大
戦
後
フ
ラ
ン
ス

に
復
帰
、
第
二
次
大
戦
中
ド
イ
ツ
軍
に
よ
っ
て
占

領
、
連
合
軍
に
よ
っ
て
再
び
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
ん
ろ
う

め
ま
ぐ
る
し
い
争
奪
は
同
地
の
人
々
を
翻
弄
し

ま
す
が
、
シ
ュ
ー
マ
ン
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
第

次

大

戦

で

は

ド

イ

ツ

軍
人
と
し
て

賢二

フランス

ロレーヌ

出
征
、
第
二
次
大
戦
中
に
は
敵
性
人
物
と
し
て
ド
イ

ツ
に
連
行
さ
れ
ま
す
。
仏
独
の
狭
間
で
深
刻
な
体
験

を
し
た
シ
ュ
ー
マ
ン
は
両
国
の
対
立
解
消
の
重
要
性

を
深
く
感
じ
、
仏
独
の
融
和
、
そ
れ
に
続
く
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
統
合
こ
そ
恒
久
平
和
へ
の
道
と
確
信
し
ま

す
。ヨ

ー
ロ
ッ
パ
統
合
論
は
第

一
次
大
戦
以
後
盛
ん
に

唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
国
家
主
権
を

超
え
た
政
治
統
合
（
例
え
ば
欧
州
が
単

一
の
議
会
を

持
つ
と
い
う
よ
う
な
）
は
あ
ま
り
に
も
障
害
が
多
く

空
想
の
段
階
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

シ
ュ
ー
マ
ン
は
政
治
的
統
合
よ
り
、
ま
ず
経
済
的

側
面
か
ら
の
統
合
強
化
を
優
先
し
、
昭
和

二
十
五

（一

九
五

0
)
年
五
月
、

E
C
S
c
構
想
を
発
表
し

ま
す
。
こ
の
構
想
で
は
今
日
よ
り
は
る
か
に
重
要
度

の
高
か
っ
た
石
炭

・
鉄
鋼
を
欧
州
各
国
で
共
同
管
理

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
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かなわないよI

連中ときたら、ジャ

とソーセージ

いくらでも働くんだ

E
C
S
C
の
参
加
国
は
石
炭
・
鉄
鋼
を
無
関
税
と

し
て
単

一
市
場
を
形
成
し
ま
す
。

参
加
国
の
産
業
は
国
内
取
引
と
変
わ
り
な
く
参
加

国
の
域
内
か
ら
安
価
で
良
質
な
石
炭

・
鉄
鋼
が
入
手

可
能
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
経
済
の
活
性
化
・
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
石
炭
・
鉄
鋼
を
軸
に
各

国
の
依
存
が
深
ま
り
実
質
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に

近
づ
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
優
勝
劣
敗
の
単

一
市
場
で
は
各
国
の
石

炭

・
鉄
鋼
産
業
の
う
ち
か
ら
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
も
の
も
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
実
際
、
ル

ー
ル

工
業
地

帯
を
か
か
え
る
ド
イ
ツ
の
再
建
が
進
む
と
石
炭

・
鉄

鋼
と
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
強
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

国家を超えて、産業

の基礎物資を共有

する＂シューマン計画”

は実現するか？

方
イ
タ
リ
ア
は
石
炭
資
源
に
恵
ま
れ
ず
、
鉄
鋼

業
も
弱
体
で
あ
り
、
ま
た
元
来
農
業
国
で
あ
る
フ
ラ

ン
ス
の
石
炭
・
鉄
鋼
業
も
イ
タ
リ
ア
よ
り
は
大
規
模

な
も
の
の
、
再
建
が
進
ん
だ
将
来
の
ド
イ
ツ
に
は
対

抗
で
き
そ
う
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

強
力
な
ド
イ
ツ
と
他
の
参
加
国
の
石
炭
・
鉄
鋼
業

の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
発
展
を
は
か
る
た
め
、
各
国
か
ら

選
出
さ
れ
、
各
国
政
府
を
超
え
る
権
限
を
持
つ
委
員

会
が
共
同
管
理
機
構
を
通
じ
調
整
す
る
と
さ
れ
ま
し

こ
。

t
 

>
「われわれの経済の直要部分を放寮して、無l司藉の勝手気ままな専門家の専制にまかせ

るものだ」 （ド・ゴール派のスポークスマン ・ジャ ック・スーステルの声明） "1時、野にあ

ったド・ゴール派はシューマン ・プランを強く批判します

-=-—ー~ : 
• 一-・-

100 



一 フランスにて

亡

1 952年、フランス・西ドイツ ・イタリ

ア・オランダ ・ベルギー ・ルクセンブル

クの6カ国をもってECSC（欧州石炭鉄

鋼共同体）は発足します。

言

い
換
え
る
と
、
参
加
国
は
石
炭

・
鉄
鋼
に
関
し

て
誕
生
す
る
超
国
家
的
新
機
関
に

一
任
し
、
手
出
し

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
急
進
的
な
提
案
に
フ
ラ
ン
ス
を
含
め
、
各
国

ち
ゅ
r

っ
ち
ょ

に
は
参
加
を
躊
躇
す
る
声
も
起
こ
り
ま
す
。
し
か
し

シ
ュ
ー
マ
ン
は
粘
り
強
く
交
渉
し
、
昭
和
二
十
七

（
一
九
五

二
）
年
、
六
カ
国
の
参
加
を
も

っ
て

E
C
S

C
を
発
足
さ
せ
、
こ
の
共
同
体
が
源
と
な
っ
て

E
C
、

さ
ら
に
現
在
の

E
uに
成
長
し
ま
す
。

て

1
)．
／
〗
〗
忍

「

ジ

~
/.

r

ト
ー
＼

)

j

ヽ

，

>

ー原加盟国

と
称
さ
れ
ま
す
。

1973年の加盟国

今
日
シ
ュ
ー
マ
ン
は

II

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
父
II

政
情
不
安
で
め
ま
ぐ
る
し
く
政
権
が
入
れ
替
わ
る

フ
ラ
ン
ス
ー
そ
の

一
方
で
シ
ュ
ー
マ
ン
と
い
う
老
練

な
政
治
家
が
数
世
代
に
わ
た
っ
て
継
続
さ
れ
る
大
き

な
プ
ラ
ン
を
準
備
し
て
い
く
、
こ
の
あ
た
り
に
独
特

の
奥
深
さ
が
あ
り
ま
す
。

二ば悶盆儡□
も

101 

1973年ECSCはEC（ヨーロ刃バ共同体）へ

と発展し、アイルランド・デンマークととも

に長年の懸案であった英国加盟が実現し、

西ヨーロ ッパ全体を包含する統合体とな

り、95年までに15カ国が加盟しています。



イギリスにて

>\
＼二Lし

桑の葉を食べた

オカイコが

-・-~.. 
ヽ I 

，寸
゜よ・

がヽゞヽ__,'1
ヽ．,.,

グ J

→ゞヽ .・t,ヤIし l]‘‘'し 4 9 

i , f, 

応},..+ <、iワノ．Jd廿iし

戦
前
、
日
本
の
各
地
で
生
産
さ
れ
る
生
糸
は
世
界

的
に
評
価
が
高
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
多
く
輸
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
中
曽
根
の
郷
里

・
群
馬
県
は
長
野

県
に
次
ぐ
全
国
第
二
位
の
養
蚕
県
で
製
糸
産
業
の
盛

ん
な
地
域
で
あ
り
、
群
馬
か
ら
み
る
と
フ
ラ
ン
ス
は

生
糸
の
重
要
な
輸
出
先
で
し
た
。

ら力

~
玉

。

ヽ
~
ご
[
I
J

喜
窄
．2
v

と
っを

ぐ

＼
ぢ
，
v9,

い

し

立

豆

マ

糸

、r1
`
!

し
か
し
中
曽
根
の
み
る
と
こ
ろ
モ
ー
ド
の
国
フ
ラ

ン
ス
も
戦
後
は
経
済
力
が
弱
体
化
し
、
戦
前
に
比
べ

高
級
な
生
糸
へ
の
需
要
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
日
本

の
養
蚕
業
が
再
建
さ
れ
て
も
戦
前
の
よ
う
な
需
要
は

パ
リ
の
憂
鬱

望
め
そ
う
に
は
な
く
、
群
馬
県
人

・
中
曽
根
と
し
て

は
憂
慮
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

七
月
十
六
日
、
日
本
人
行
は
空
路
、

海
峡
を
渡
り
イ
ギ
リ
ス
に
向
か
い
ま
す
。

パリからロンドンまで約330Km

ド• ゞ

中曽根の父中曽根松 Ii.郎（二代）は＇古久松＂という材木問届を‘菌んでいますが、祖父松 lI.

郎（初代）の代には生糸も扱っていたといいます （「サンデー1li:ll」昭和51年5月911サより） 102 



イ
ギ
リ
ス
に
て

7
月
1
6
日
ー
7
月
22
日
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胃
旦喜璽

パ
リ
よ
り
ロ
ン
ド
ン
ま
で
は
空
路
で
約
時
間

半
、
「
埼
屯
県
と
群
馬
県
」
ほ
ど
の
も
の
で
同
境
を

越
え
る
仰
々
し
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ロ
ン
ド
ン
市
街
に
入
っ
た
中
曽
根
は
「

ロ
ン
ド
ン

の
爆
漿
の
被
害
は
大
し
た
こ
と
は
な
い
」
「
我
々
が

日
本
で
聞
か
さ
れ
た
の
は
軍
部
の
宜
伝
が
多
い
」
と

感
じ
ま
す
。

昭
和
十
五

(
-
九
四

0
)
年
八
月
、
ド
イ
ツ
空
軍

は
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

一
帯
に
対
し
攻
腺
を
開
始
し
、

ロ
ン
ド
ン
も
激
し
い
空
製
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
ド
イ
ツ
空
軍
を
迎
え
撃
っ
た
王
立
空
軍
は
数
こ
そ

劣
勢
な
が
ら
果
敢
に
反
撃
し
熾
烈
な

”バ

ト
ル
・
オ

ブ
・
ブ
リ
テ
ン
II

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

ロ
ン
ド
ン
燥
漿
の
模
様
は
開
戦
直
前
の
日
本
に
も

詳
し
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
同
盟
国
ド
イ
ツ
側
に
偏

イ
ギ
リ
ス
に
て

II噌根が訪れた 1950年の英国はジョーシ6111:が健在で、現女上エリサペス2titl!|l位の2年前にあた

ります したがって英国1しがしゃべるのはキングス ・イングリノシュです 104 



■イギリスにて

覇

と

制

題

ぼ

問
ま

の
．
 

国

を

間

盟

ゞ

寺

n
P
 

ー

ょ

同と

ッ

ーt
 

＿

敗

応

勺
圏
ロ
ー

ヨ
の
し

励
＼

の

0
0
¥
 

ッ

は

国

ま

図

ツ

英

れ

年

イ

、
わヽ

ド

し

思

゜
4

、

，
 

~
 

、、-)

し
カ
ー

よ
っ
た
報
道
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
は
壊
滅
し
、

も
英
国
の
崩
壊
が
間
近
い
と
い
う
印
象
を
与
え
ま
し

た
。
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
は
降
伏
し
、
米
国
は
い
ま
だ

参
戦
し
て
お
ら
ず
、
圧
倒
的
な
ド
イ
ツ
の
前
に
英
国

は
孤
立
無
援
で
し
た
。
そ
れ
で
も
英
国
民
は
粘
り
強

く
、
王
室
も
政
府
も
ロ
ン
ド
ン
に
踏
み
と
ど
ま
り
空

襲
を
耐
え
抜
き
ま
す
。
翌
年
五
月
、
増
加
す
る
被
害

に
ド
イ
ツ
空
軍
は
つ
い
に
ロ
ン
ド
ン
爆
撃
を
中
止
し

ま
す
。
英
国
攻
略
を
困
難
と
判
断
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
は

突
如
方
針
を
転
換
し
ソ
連
に
侵
攻
を
開
始
し
ま
す
。

0
 

`
/
`
 

h
 

105 

行
が
訪
れ
た
当
時
も
ま
だ
ウ
エ
ス
ト
ミ

ン
ス
タ
ー
宮
殿
の
下
院
議
場
が
修
理
中
で
、
セ
ン

ト

・
ポ
ー
ル
寺
院
の
周
囲
に
は
廃
虚
と
爆
弾
孔
が
残

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
日
本
や
ド
イ
ツ
の
諸
都
市

に
行
わ
れ
た
徹
底
的
な
爆
撃
と
比
べ
れ
ば
、
そ
の
被

害
は
軽
微
な
も
の
で
し
た
。

猛

に

ロ

は

的

た

辺

跡

見

周

奇

を

院

、
姿

た

寺

が

の

し

ル

た

そ
、
ま

し

ぇ

ま

え

．

れ

迎

与

ボ

を

ト

ま

を

ン

つ

朝

銘

セ

つ

翌

惑

、
こ

で

ナ
t
公
品
直

煙

傷

深

日

，
 

2
黒

無

こ

祖

け

ぼ

即

ー

受

ほ

市

年

を

は

ノ

40
撃

院

ド

19
爆

寺

ン

日
本
人



＿
九
五
0
年
・
イ
ギ
リ
ス

戦
勝
三
大
同
の
角
を
占
め
た
英
国
で
し
た
が
、

戦
後
の
地
位
は
誇
り
高
い
英
国
民
に
と
っ
て
、
は
な

は
だ
不
本
意
な
も
の
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
戦
争
に
よ
っ
て
領
上
を
得
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
潜
在
的
な
生
産
力
が
引
き

出
さ
れ
巨
大
な
経
済
力
を
獲
得
し
ま
す
。
ソ
連
は
経

済
的
に
甚
大
な
被
害
を
蒙
り
ま
す
が
、
東
欧
と
ア
ジ

ア
に
広
大
な
勢
力
圏
を
確
保
し
ま
す
。

ひ
と
り
英
国
は
経
済
力
を
低
下
さ
せ
、
多
く
の
植

民
地
を
失
い
ま
す
。

か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
は

”世
界
の
工
場
“
と
呼
ば
れ
多

様
な
工
業
製
品
の
輸
出
に
よ
っ
て
外
貨
を
獲
得
し
ま

し
た
。
加
え
て
英
国
の
商
船
隊
は
世
界
の
物
流
の
大

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
、
海
運
業
に
よ
っ
て
も
大
き
な

外
貨
収
入
を
得
ま
す
。
さ
ら
に
英
国
は
長
年
蓄
積
し

て
き
た
膨
大
な
洵
外
資
産
を
所
有
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
が
生
み
だ
す
収
入
も
大
き
な
外
貨
源
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
外
貨
収
入
が
、
資
源
的
に
は
恵
ま
れ
な

い
英
本
国
が
必
要
と
す
る
工
業
原
料

・
燃
料

・
食
糧

の
輸
入
を
支
え
ま
し
た
。

貨

出

外

な

輸

る

ま

を

れ

ざ

品

ま

製
さ

業
1

ェ
し
か
し
、
戦
争
に
よ
っ
て
様
相
は
変
し
ま
す
。
産

業
は
軍
需
に
偏
り
、
一
般
の
工
業
製
品
の
輸
出
は
振

る
わ
ず
、
戦
前
の
約
三
分
の

一
に
落
ち
込
み
ま
す
。
商

船
隊
の
多
く
も
失
わ
れ
弱
体
化
し
ま
し
た
。
戦
費
調

達
の
た
め
海
外
資
産
も
多
く
手
放
し
て
い
ま
す
。 3．海外に保有する 3つのルートで流れ込

資産から上がってく む外貨が“大英帝国＂

る利子や配当 の緊栄を支えます。
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■イギリスにて

外
貨
の
獲
得
源
を
失
っ
て
英
国
は
極
端
な
外
貨
不

足
に
陥
り
、
つ
い
に
国
民
生
活
の
維
持
に
必
要
な
物

資
の
輸
入
さ
え
難
し
く
な
り
ま
す
。

外
貨
を
稼
ぐ
た
め
に
は
、
輸
出
額
が
輸
入
額
を
上

回
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
英
国
政
府
は
経
済
の

自
立
性
を
取
り
戻
す
た
め
輸
出
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

自
動
車
は
外
貨
獲
得
を
目
指
し
輸
出
に
振
り
向
け
ら

れ
、
国
内
に
は
骨
董
的
な
年
代
物
が
走
り
回
り
ま
す
。

イ

は

れ

年

ロ
＂
ら
な

90

ナ

ん

ま
い

回

ド

向

ノ

ロる

i

ず

り

誇

バ

振

は
こ

こ

の

/

9

9

国

g

出

内

英

ス

輸
入
抑
制
の
た
め
食
糧
輸
入
は
制
限
さ
れ
配
給
制

が
と
ら
れ
ま
す
。
葉
巻
き
な
ど
の
嗜
好
品
は
言
う
に

及
ば
ず
、
食
肉
、
バ
タ
ー
、
調
味
料
な
ど
も
不
足
し

配
給
量
は

一
時
的
に
戦
時
中
以
下
に
落
ち
込
み
ま

す
。
悪
条
件
が
重
な
っ
て
イ
ギ
リ
ス
料
理
は

一
段
と

不
味
く
な
り
ま
す
。

英
国
民
の
の
ど
か
ら
遠
ざ
か
り
ま
す
。

で
の
消
費
を
抑
制
し
、

ほ
と
ん
ど
が
輸
出
に
回
さ
れ

高
級
ウ
イ
ス
キ
ー
に
も
高
い
物
品
税
を
か
け
国
内

107 

英国の市民生活にすっかり馴染みとなっ

た配給待ちの列 ‘‘que'’ を見てチャーチル

は“キュートピア’'（行列天国）と嘆きます。



「第

夜
に
な
る
と
街
は
暗
く
、

次
大
戦
以
来
英
国
民
は
笑
い
を
忘
れ
た
」

I

ピ
カ
デ
リ
ー
広
場
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
も
中
止
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

中
曽
根
の
訪
れ
た
中

戦
勝
国
な
が
ら
英
国
は

な
か
に
あ
り
ま
し
た
。

↑

m
 

巴

官公庁では“出来ればエレペ

ーターはご使用なさらないよう

に＂、ホテルの暖房も“もしあな

たがご必要ならお点けします＂

とい った慇懃にして、しみった

れた申し出が目につきます。

長
き
に
わ
た
っ
て
「
世
界
の
工
場
」
を
支
え
た
英

国
の
石
炭
産
業
は
設
備
の
多
く
が
老
朽
化
し
効
率
が

悪
く
、
国
内
で
は
石
炭
が
不
足
し
ま
す
。
し
か
し
外

貨
が
乏
し
く
思
う
よ
う
に
輸
入
も
で
き
ま
せ
ん
。
当

時
は
石
炭
に
よ
る
火
力
発
電
が
、
E
流
で
石
炭
不
足
は

電
力
不
足
に
直
結
し
ま
す
。

II

耐
乏
II

時
は

の
さ

1949年の大晦llには特別に点灯されたビカデリーのイルミ`、不ーションも再ぴ梢され、 51

年4月まで点灯制限が続きます。芍時、世界最大の都市ロンドンの約870/j市民は、耐乏

生活のさなかにあります
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一 イギリスにて

：； 英国講会にあるウエストミンスター

宮殿。その時計塔は請員に無礼

の振る舞いをした講員を幽閉する

懲罰用の牢屋でしたが、1880年以

降使用されていません。

c 

国
議
会
の
貴
族
院

（上
院
）
、
庶

あ
り
ま
す
。

七
月
十
八
日
、
中
曽
根
は
テ
ム
ズ
河
畔
に
あ
る
英

国
議
会
に
向
か
い
ま
す
。
そ
そ
り
立
つ
時
計
塔
が
ト

レ
ー
ド
マ

ー
ク
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
宮
殿
に
英

院

（下
院
）
が

i
訃
湖
や

nぃ
gg旧
ー
t

、i

ロ
ン
ド
ン
に
て

院
が
修
理
中
の
た
め
議
事
は
両
院
と
も
荘
厳
な
装

飾
の
上
院
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
議
会
内
で
も
、
非
常
に
紳
士
的
で
反
対
党
の
意
見

も
十
分
諄
重
し
、
反
対
せ
ん
た
め
の
反
対
の
野
次
な

ど
絶
対
に
な
い
」

11

議
会
政
治
の
母
国
II

の
議
会
を
傍
聴
し
、
中
曽
根
は

そ
の
フ
ェ
ア
な
雰
囲
気
を
感
じ
取
り
ま
す
。

Iヽ
'
 

ーー
ィ
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炎 I•| ，，代会は庶民院 (F院）と伐族院（上院）からなり、下院は将通選学によって選ば

れ、 1•• 院は 1It•99H·族と功紋により爵位を得た・代打族などからなります l．．院の

実権はすくなく形骸化しています。



／ 

日本とは縁が深かった外交

官 ・ロバート・クレーギー。戦

前は吉田茂とともに日英融和

に努力。1953年のエリザベ

ス2世藪冠式では、参列のた

め渡英した明仁親王 （現天

皇）を接伴します。

傍
聴
を
終
え
た
中
曽
根
は
テ
ム
ズ
河
畔
に
面
し
た

オ
ー
プ
ン

・
テ
ラ
ス
形
式
の
食
堂
に
向
か
い
昼
食
を

と
り
、
前
駐
日
大
使

・
ク
レ
ー
ギ
ー
と
歓
談
し
ま
す
。

ク
レ
ー
ギ
ー
は
な
お
壮
健
で
戦
後
も
親
日
的
で
遠
来

の
客
を
歓
迎
し
ま
す
。

戦
後
、
英
国
の
対

H
感
情
に
は
非
常
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
軍
に
よ
る
英
軍
捕
虜
の
強

制
労
働
問
題
、
植
民
地
喪
失
の
き
っ
か
け
を
つ
く
つ

た
敵
国
と
い
う
割
り
切
れ
ぬ
思
い
が
対
日
感
情
を
よ

り
険
し
い
も
の
に
し
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
、

老
ク
レ

ー
ギ
ー
は
日
英
協
会
会
長
に
就
任
し
て
い
ま

す
。

続
い
て
中
習
根
は
首
相
官
邸
の
あ
る
ダ
ウ
ニ
ン
グ

街
に
向
か
い
ま
す
。
ダ
ウ
ニ
ン
グ
街
十
番
地
が
首
相

官
邸
、
隣
接
す
る
十

一
番
地
が
蔵
相
官
邸
で
す
。

「
い
ず
れ
も
普
通
の
軒
並
み
の
家
だ
。

ロ
ン
ド
ン
市

長
公
舎
の
壮
美
に
比
し
て
面
白

い
国
民
で
あ
る
」
（ロ

ン
ド
ン

iii艮
公
令
に
つ

い
て
は
後
述
）

し

ク

/
i
i
ー

9
9
d

-

.li-

110 



イギリスにて

ケ
ン
ジ
ン
ト
ン

ガ
ー
デ
ン

ハイドバークの東北端に

もうけられたスピーカー

ズ ・コーナー

ハイドバーク

中
曽
根
は
ロ
ン
ド
ン
市
長
が
宏
壮
な
館
に
住
み
、

一
方
で
首
相
を
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
邸
宅
に
住
ま
わ

せ
て
い
る
英
国
民
の
バ
ラ
ン
ス
感
詑
を
面
白
く
感
じ

て
い
ま
す
。

中
曽
根
は
十

一
番
地
を
訪
ね
ク
リ
ッ
プ
ス
蔵
相
夫

人
に
面
会
し
、
蔵
相
官
邸
を
見
学
し
ま
す
。
見
学
を

終
え
る
と
そ
の
足
で
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
ヘ
向
か
い
ま

す
。
•も

J

・

サーペンタイン池

サーペンタイン池を挟んでハイドバークとケンジント

ン・ガーデンが広がります。ハイドバーク(160万m2)、

ケンジントン ・ガーデン (110万mりをあわせると上野

公園の3倍という広大な緑地がロンドン市民の憩い

の場となります。

八
II/St>. ?. Ir!' 

｀ 

ハ
イ
ド
パ
ー
ク
に
は
市
民
が
自
由
な
主
張
を
演
説
で

き
る

一
角
、
い
わ
ゆ
る
”
ス
ピ
ー
カ
ー
ズ

・コ
ー
ナ
ー
“
が

あ
り
ま
す
。

夕
刻
、
中
曽
根
が
コ
ー
ナ
ー
を
通
り
か
か
る
と
男

性
十
五
人
、
女
性
二
人
が
め
い
め
い
演
説
を
し
て
い

ま
し
た
。
中
曽
根
は
し
ば
ら
く
市
民
の
演
説
を
聴
き
、

自
由
な
演
説
を
保
証
し
た
こ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
ズ

・
コ

ー
ナ
ー
が
戦
時
中
も
許
可
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実

に
感
銘
し
ま
す
。
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中＇泊根は、リ）性 15人、女ヤ12人のスヒーカーをII叩しています そのl1、!,JIは、「その111.：
人が共l111党、し人がキリスト教、他は政党及ぴ個人的の立見発表」で「弁 1：に対し野次

が相‘’i/1}るが決して TはII¥さない」
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七
月
十
九
日
、
日
本
人
行
は
マ
ン
シ
ョ
ン

・
ハ

ウ
ス

（市
長
公
舎
）
で
開
か
れ
た
歓
迎
会
に
出
席
し

ま
す
。

ロ
ン
ド
ン
市
長

（
ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
メ
イ
ヤ
ー
）

は
名
誉
職
で
市
会
の
長
老
や
国
王
の
侍
従
か
ら
選
ば

れ
ま
す
。
伝
統
的
に
国
王
に
次
ぐ
格
式
が
与
え
ら
れ
、

ダ
ウ
ニ
ン
グ
街
の
相
官
邸
よ
り
は
る
か
に
宏
壮
な

館
に
住
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン

・
ハ
ウ
ス
で
中
曽
根
ら
を
出
迎
え
た

ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
メ
イ
ヤ
ー
は
小
姓
と
い
っ
た
風
情

の
赤
い
服
の
少
年
を
従
え
、

王
朝
時
代
そ
の
ま
ま
に

金
糸
銀
糸
の
ガ
ウ
ン
を
ま
と
っ
て
い
ま
す
。

（
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一 イギリスにて

労
働
党
政
権
成
立
ま
で

マ
ン
シ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ス
で
の
歓
迎
会
が
終
わ
る
と

中
曽
根
は
当
時
、
政
権
の
座
に
あ
っ
た
労
働
党
本
部

を
訪
問
し
ま
す
。
ク
レ
メ
ン
ト
・
ア
ト
リ
ー
率

い
る

労
働
党
は
昭
和
二
十

(
-
九
四
五
）
年
よ
り
二
十
六

（
一
九
五

一
）
年
ま
で
政
権
を
担
当
し
ま
す
。
当
時

の
英
国
は
ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
の
末
期
に
あ
た
り

スウ

{
i
 

城

～
 

卜

根の党

ポ

5

ス

慟

ン

労

ラ

来

ト

以

[

＿

]

[

 

正

£ 

第
二
次
大
戦
中
、
首
相
と
し
て
英
国
を
指
尊
し
た
の

が
ウ
イ
ン
ス
ト
ン

・
チ
ャ
ー
チ
ル
で
し
た
。
チ
ャ
ー
チ

ル
が
首
班
の
戦
時
内
閣
は
非
常
事
態
に
対
応
し
た
挙
国

一
致
の
連
立
政
権
で
、
保
守
党

・
党
首
チ
ャ
ー
チ
ル
が

首
相
、
第

q一党
労
働
党
ア
ト
リ
ー
党
首
が
副
首
相
と
な

り
両
党
よ
り
閣
僚
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

”
戦
時
宰
相
II

チ
ャ
ー
チ
ル
は
き
わ
め
て
活
力
に
満

ち
、
戦
争
指
禅
に
各
地
を
飛
び
回
り
、
そ
の
留
守
中
は

地
味
な
印
象
の
ア
ト
リ
ー
副
首
相
が
閣
議
を
切
り
盛
り

し
て
い
ま
し
た
。
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HELP HIM 
finish_tlte Job だってれ、

私以外に

誰がいるんだね？

わが党は過‘日数を

40議席以ヒ

l:|IIlるだろう

VOTE NATIONAL 
ウインストン ・チャーチル

(1874~1965)イギリスの名門に生

まれ陸軍士官学校を経て新聞記者、

その後政治家に転身。第1次大戦中

に海相 ・軍霜相を務め、第2次大戦

では首相となり、 強力な指導力を発

揮し、英国を勝利に導きます。

こ
。

t
 昭

和

十

（

九

四

）

年

五

月

の

対

独

戦

終

結

を

受
け
て
連
立
は
解
消
さ
れ
保
守

・
労
働
両
党
は
戦
後

の
政
権
を
め
ぐ
っ
て
七
月
の
総
選
挙
で
対
決
し
ま

す
。当

時
の
チ
ャ

ー
チ
ル
は
英
国
を
勝
利
に
郡
い
た
偉

大
な
宰
相
と
し
て
栄
光
の
頂
点
に
あ
り
、
結
果
は
チ

ャ

ー

チ

ル

率

い

る

保

守

党

有

利

と

想

さ

れ

ま

し

•万

1935年 保守 党387
労慟党154
自由党20
（大戦のため45年まで

任期延長となる）

クレメント・ アトリー

(1883~1967)オックスフォード大学在学中に社会

主義運動に参加、卒業後、労慟党に入党。1935~

55年労1動党党首。45~51年首相。社会保障制度

の確立に力を注ぎ、重要産業の国営化を推進しま

す。対外的にはインドの独立を認め 、朝鮮戦争勃

発後は、戦争拡大、米国の原爆使用に反対し 、マ

ッカーサー解任の一因となります。のちに伯爵。

し
か
し
選
挙
は
お
お
か
た
の
予
想
を
く
つ
が
え

し
、
労
働
党
が
過
数
を
大
き
く
超
え
る
圧
勝
を
収

め
ま
し
た
。

1945年保 守党189
労慟党393
自由党12

世界を驚かした45年総選挙の結果

は、チャーチルと書簡のやりとりをし

たことのあるマッカーサーにも衝撃を

与えています。「私はこの英国の振

舞いにおどろき 、あきれた。チャー

チルの指導があってこそ、英国はあ

の存亡の危機から救われたのだ。

彼の偉大な英知と経験がこれから

の平和にますます必要になろうとい

うとき、英国民の大多数にどうして

彼を追い払うような票を投じることが

できたのか」「民主主義には違いな

いが、すさまじい民主主義というほ

かはない」（「マッカーサ一回想記」

下より） 114 



イギリスにて
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ウイリアム ・H・ピヴァリッジ

(1879~1963)英国統治下のイン

ドで、英国人治安判事の家庭に

生まれます。1886年英本国に帰

国。オックスフォード大を卒業後、

失業問題に取り組み 、1941年チ

ャーチル内閣で労慟次官。42年、

内閣の委任を受け‘‘ビヴァリッジ

報告揖”をまとめ福祉国家の基礎

大系を準備します。のちに男爵。

一
九
四
五

（昭

和

十

）
年
の
総
選
挙
で
勝
敗
を
分

け
た
大
き
な
原
因
は
両
党
の
福
祉
政
策
に
対
す
る
取

り
組
み
の
差
で
し
た
。

大
戦
中
、
チ
ャ
ー
チ
ル
戦
時
内
閣
は
将
来
の
あ
る

べ
き
福
祉
政
策
の
基
本
計
画
と
し
て

II

ビ
ヴ

ァ
リ
ッ

ジ
報
告
II

を
ま
と
め
ま
す
。
報
告
は
貧
困
者
に
恩
恵

的
に
援
助
が
給
付
さ
れ
る
か
つ
て
の
救
貧
法
と
は
根

本
的
に
異
な
る
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。

福
祉
国
家
に
向
け
て

ビ
ヴ

ァ
リ
ッ
ジ

は
貧
困
の
多
く
が
個
人
の
資
質
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
構
造
に
起
因
す
る
と
考

え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
も
そ
も
、
政
府
に
は
す
べ

て
の
国
民
の
最
低
生
活
を
保
障
す
る
義
務
が
あ
る
と

考
え
ま
し
た
。
ビ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
は
報
告
で
政
府
に
、
す

べ
て
の
同
民
を

11

揺
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
こ
フ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
、
適
切
に
援
助
し
、
最
低
生
活

を
保
障
す
る
社
会
保
障
制
度
の
整
備
を
求
め
ま
す
。

戦
時
下
で
困
難
な
生
活
を
送
る
英
国
民
は
報
告
を

大
き
な
期
待
を
も
っ
て
支
持
し
ま
し
た
。

労
働
党
は
報
告
の
実
施
を
主
張
、
福
祉
政
策
に
積

極
的
な
姿
勢
を
示
し
、
保
守
党
は
推
進
派
、
慎
重
派

に
分
裂
し
ま
す
。
保
守
党
の
福
祉
政
策
に
対
す
る

曖
昧
な
姿
勢
が
有
権
者
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
福
祉
政

策
を
掲
げ
る
労
働
党
支
持
に
向
か
わ
せ
ま
す
。
こ
う

し
て
英
国
民
の
福
祉
同
家
へ
の
期
待
が
チ
ャ

ー
チ
ル

の
個
人
的
名
声
を
し
の
ぎ
、
労
働
党
の
圧
勝
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
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1945年選裕時の労働党選栄絹領の表俎は '’LctUヽ Facethe Future"（未来に直Ihiしよう）、

50年総選米では “Labourbelives in Britain"（労働党は英国を信ずる）と、））強いスローカ

ンで改 侑を訴え辿勝 50年にはサッチャー（のち竹相）が ’'ナンセンスを終わらせろ ！＂と

いうリ）ましいスローカンで11'， ．男しましたが、労慟‘此候補に敗れています（初‘り選は59年）



「
労
働
党
は
古
い
制
度
を
繕
う
た
め
に
選
ば
れ
た
の

で
は
な
く
、
新
し
い
も
の
を
作
る
た
め
に
選
ば
れ
た

の
で
あ
る
」

（「
アトリ

I
n伝
」
下
巻
よ
り
）

ア
ト
リ
ー
は
自
ら
の
使
命
を
そ
う
語
り
ま
す
。

選
挙
後
あ
わ
た
だ
し
く
成
立
し
た
ア
ト
リ
ー
政
権

は
公
約
に
の
っ
と
っ
て
ビ
ヴ
ァ
リ

ッ
ジ
報
告
を
具
体

化
し
ま
す
。
国
民
保
険
法
に
よ
っ
て
社
会
保
障
制
度

が
整
備
さ
れ
、
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
医
療

は
国
営
化
さ
れ
無
料
と
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
経
済
情
勢
の
も
と
で
福
祉
政
策
を
実
施
す

る
た
め
に
税
負
担
は
戦
時
中
と
同
様
の
高
水
準
と
な

り
ま
す
。
ア
ト
リ
ー
政
権
は
高
所
得
者
に
極
端
な
累

進
課
税
を
課
し
、
低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
政

府
に
よ
る
大
規
模
な
所
得
移
転
を
行
い
ま
す
。

ま
た
鉄
道
・
鉄
鋼
・
石
炭
産
業
・
電
気
・
ガ
ス
・

”静
か
な
る
革
命
“

商
業
航
空
な
ど
公
共
性
の
高
い
産
業
を
国
営
化
し
ま

す
。
こ
れ
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
し
た
供
給
と
雇

用
の
確
保
を
ね
ら

っ
た
も
の
で
す
。

労
働
党
政
権
は
そ
れ
ま
で
の
自
由
放
任
の
資
本
主

義
と
は

一
線
を
画
し
、
政
府
自
ら
積
極
的
に
社
会
改

革
に
乗
り
出
し
ま
す
。
こ
の

II

静
か
な
る
革
命
II

と

呼
ば
れ
る
時
代
を
経
て
英
国
社
会
は
大
き
く
変
貌
し

ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
昭
和
十

(
-
九
四
七
）
年
、

片
山
社
会
党
委
員
長
を
首
班
と
す
る
革
新
政
権
が
成

＿止
し
ま
し
た
。

創設Ji時の国党医根サーピスは徹底された内容芍戻燎は無料であり旅行者にもカードがntられ、滞在中の

疾病には無料で治根が行なわれました。
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一 イギリスにて

対
照
的
に
片
山
が
模
範
と
し
た
ア
ト
リ
ー
政
権
は

す
で
に
五
年
に
わ
た
り
々
と
政
策
を
実
行
し
て
い

ま
す
。

片山内閣は社会主義を標榜する日本

社会党、中曽根の所属した保守系の

民主党、三木武夫の国民協同党の3

党連立政権でした。片山内閣は3党間

の対立ではなく、社会党内部の路線対

立が原因となって崩壊します。片山は英

国労慟党に強いシンバシーを抱いてい

ましたが、社会党を労1動党のように育成

することはできませんでした。

社
会
主
義
者
で
あ
る
片
山
を
首
班
と
し
た
内
閣
は

泊
新
な
印
象
を
与
え
国
民
ば
か
り
で
な
く
、
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
か
ら
も
祝
福
を
受
け
ま
す
。
し
か
し
ほ
ど
な

く
社
会
党
内
の
路
線
論
争
が
深
ま
り
、
石
炭
産
業
の

国
有
化
を
め
ぐ
っ
て
右
派
・
左
派
が
対
立
し
、
片
山

内
閣
は
八
ヵ
月
で
瓦
解
し
ま
し
た
。

労
働
党
本
部
で
関
係
者
と
面
談
を
終
え
た
中
曽
根

は
「
欧
州
の
社
会
主
義
勢
力
は
極
め
て
現
実
的
、
国

民
的
で
あ
り

H
本
の
左
派
の
よ
う
に
観
念
論
を
ふ
り

ま
わ
さ
な
い
。
こ
の
点
日
本
社
会
党
は
未
成
育
で
あ

る
」
と
日
英
の
差
を
書
き
留
め
て
い
ま
す
。

ま
た
英
国
の
労
働
者
が
「
ア
ト
リ
ー
政
権
の
政
策

が
労
働
者
に
犠
牲
を
要
求
し
て
も
」
「
敢
え
て
忍
ん

で
い
る
」
こ
と
に
強
い
印
象
を
受
け
ま
す
。
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労働党は 1900年に労慟代表委U会(LTC)として創建され、 独立労拗党、ウエ・ノプ火兵、パー

ナード・ショーを中心にした社会 i：義研究のフェピアン協会などが合j,i]して形成された党で、プ

ロレタリアート独紋を目指すマルキシズム政党ではなく、漸進的な社会改良を屈えます。
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幕
間
の
チ
ャ
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チ
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念

マ

た

す
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口
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まき

フ

公
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ト

成

一
で

＿
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R

チ

容
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こ

モ

又

I

t

d

u
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レ

を

を

J
 

一

ル

年

ホ

ア

71
叫

人

ド

夫

18
技

00

一
の

で

澤

図
オ

で

バ

王
り

セ
ル

ル

女

か

ア

ア

が

叫

臼

碑

ロ

ホ

ー
図
只
5
疇

一

チ
ャ
ー
チ
ル
は
元
仏
首
相
＊レ
イ
ノ
ー
、
ベ
ル
ギ
ー

2
 

＊
 

首
相
ス
パ
ー
ク
ら
袋
堆
な
頻
触
れ
と
と
も
に
欧
州
連

合
論
に
つ
い
て
論
じ
ま
す
。
チ
ャ
ー
チ
ル
の
人
気
は

大
き
な
も
の
が
あ
り
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
は
た

い
へ
ん
な
盛
会
で
同
じ
晩
に
ロ
ン
ド
ン
市
内
に
い
た

中
曽
根
も
そ
の
人
気
ぶ
り
に
駕
き
ま
す
0

(「欧
州
辿
合
」

は
チ
ャ
ー
チ
ル
が
提
附
し
た
シ
ュ
ー
マ
ン

・
フ
ラ
ン
と
は
辿
う
系
統
の

欧
州
統
合
論
）

*l レイノーは1910年、フランス敗戦II、抒(/)h相 *2スパークは外相、 r渭1を）が1T：したヘルギーを

代Kする政治家で、(/)ちにEC委iik
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一 イギリスにて

政
権
を
失
っ
て
も
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
英
国
第

国
際
的
政
治
家
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
自
ら

11

自
由
諸
国
民
の
顧
問
“

を
以
て
任
じ
ま
す
。
ま
た
政
治
活
動
の
か
た
わ
ら
執

筆
活
動
に
も
取
り
組
み
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
た

「
大
戦
回
顧
録
」
の
執
筆
も
五
巻
目
に
さ
し
か
か
り

い
よ
い
よ
多
才
ぶ
り
を
示
し
て
い
ま
す
。

渾

180

宣
丁
土
喜

0

[

[

.`

＿

一

も

す

で

す

休

り

加

項

仁

L

ご
[
”

二
塁
戸

翌

一
九
五

一
（昭
和
二
十
六
）
年
の
総
選
挙
は
保
守

党
が
勝
利
し
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
再
び
首
相
と
な
り
ま

す
。
保
守
党
の
勝
利
は
朝
鮮
戦
争
後
の
緊
張
す
る
国

際
情
勢
に
チ
ャ
ー
チ
ル
の
手
腕
が
期
待
さ
れ
た
こ の

と
、
労
働
党
の
も
と
で
あ
る
程
度
の
経
済
回
復
が
は

た
さ
れ
、
耐
乏
路
線
が
嫌
気
さ
れ
た
た
め
と
い
わ
れ

ま
す
。

保
守
党
政
権
は
労
働
党
政
権
に
よ
っ
て
国
営
化
さ

れ
た
企
業
を
再
び
民
営
化
し
、
政
策
を
転
換
し
ま
す

が
、
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
踏
襲
し
ま
す
。

従
来
、
軍
事
面
に
重
点
を
置
き
す
ぎ
る
と
批
判
さ

れ
た
チ
ャ
ー
チ
ル
が
軍
事
費
を
抑
制
し
、
社
会
保
障

の
拡
充
に
努
め
る
姿
は
意
外
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦

時
連
立
時
代
の
ビ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
報
告
に
由
来
す
る
福

祉
政
策
は
党
派
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま

-¢,

，11,Iー

．／
ーー

す
。竺

[

[

”

5

党

式

慟

陛

の

一

与

ル

労

王

室

す

2
授

チ

｛

ず

国

王

。

ア

章

一

に

、

、
勲

ャ

保

り

ま
あ

し

も

チ

る

年

一

う

す

と

に

念

会

決

が

と

祈

2

タ

5

-

ー

ガ

ち

対

す

も

を

，
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怠
1947年に就航した米国製ボーイング・ストラト・クルー
ザー（成層圏 ・巡航機）は829の設計を流用し、胴体を
洋梨型の大容積のものに換装したもので、内部は2階
建て、1階部分にバーを設けたタイプもあります。（中曽
根が乗ったのは、81人乗りギッチリ詰め込み型）

大
西
洋
横
断

七

月

十

日

、

日

本

人

一
行
は

ロ
ン
ド
ン

国
際

空
港
に
向
か
い
、

B
O
A
C
（
英
国
海
外
航
空
）
の

チ
ャ
ー
タ
ー
機
、
機
種
は
米
国
製
ボ
ー
イ
ン
グ

・
ス

ト
ラ
ト
・
ク
ル
ー
ザ
ー
に
搭
乗
し
ま
す
。

チ
ャ
ー
タ
ー
機
は
午
後
六
時
十
五
分
、
北
米
大
陸

に
向
け
て
飛
び
立
ち
、
ま
ず
北
上
し
て
北
極
圏
の
孤

島
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
を
目
指
し
ま
す
。

”ー 、•.

； 
B・O・A・[
ボーイング・ストラト・クルーザー
全幅 43.05m ハ
旦::l言：マネノノエトス:::）ク丸／ピ9:：央fi:：甘ーノの：ス三三i：[［
あり、中曽根が搭乗したのは後のタイプ。

ヽヽ
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■イギリスにて

豪
華
で
ゆ
っ

た
り
し
た
つ
く
り
の
ス
ト
ラ
ト
・
ク

ル
ー
ザ
ー
に
乗
り
込
ん
だ
中
曽
根
は
「

H
本
も
民
間

旅
客
輸
送
機
を
持
ち
た
い
と
思
う
」
と
つ
く
づ
く
羨

望
を
感
じ
ま
す
。

航
空
機
の
研
究
・
運
用
が
禁
止
さ
れ
た
日
本
で
は

国
産
機
の
開
発
は
到
底
望
み
え
な
い
こ
と
で
し
た

が、

B
O
A
C
の
も
っ
と
も
重
要
な
北
大
西
洋
横
断

路
線
に
就
航
す
る

二
機
種
の
う
ち
ス
ト
ラ
ト
・
ク
ル

ー
ザ
ー
は
米
国
製
、
ア
ー
ゴ
ー
ノ
ー
ド
も
米
国
の
ダ

グ
ラ
ス

D

Cー

4
の
改
良
型
で
あ
り
、
優
秀
な
航
空

技
術
を
持
つ
英
国
に
と
っ
て
は
遺
憾
な
が
ら
戦
後
の

空
に
お
い
て
も
、
ア
メ

リ
カ
の
存
在
感
は
圧
倒
的
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

ケルフ ァヒノ： ロニ

人口わずか13万人のアイスランドに

は軍隊がなく、防衛を代行するため

にアメリカ軍が駐留します。

午
後
十
時
四
十
分
、
機
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

・
ケ
ル

フ
ァ
ビ
ッ
ク
に
到
着
し
ま
す
。
寒
冷
な
気
候
の
た
め

大
地
に
は
草
木
も
ま
ば
ら
で
、
白
夜
の
薄
明
か
り
の

な
か
四
囲
に
は
荒
野
が
広
が
り
ま
す
。
給
油
の
間

一

行
は
機
を
降
り
、
寒
さ
に
驚
き
な
が
ら
控
所
で
待
機

し
ま
す
。

飛
行
場
で
中
曽
根
は
「
石
油
タ
ン
ク
、
倉
庫
な
ど

の
工
事
が
大
き
く
行
わ
れ
」
米
軍
基
地
が
建
設
中
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
極
圏
の
孤
島
も
ソ
連
を

封
じ
込
め
る
重
要
な
拠
点
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し

こ
。

t
 

ケルファビックで中曽根と言葉を交わした基

地設営員は、「オキナワ」からアイスランドに

移動してきたと話します。ローマでの第一歩か

らケルファビックまでヨーロソバには終始米国

の存在感が際立ちます。
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゜°隻

--
皐

ー．

t

②
 

⑪
—
ア
ヤ

ー

f

ストラト・クルーザーには吊り床式のベッドがあり、追加料金で使用できます。

休
憩
時
間
、
機
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
飛
び
立
ち
、

大
西
洋
横
断
に
と
り
か
か
り
ま
す
。

v
¥
 

’ フィラデルフィア

゜ポルチモアo

゜ワシントン

夜
明
け
が
近
づ
く
こ
ろ
機
は
カ
ナ
ダ
沿
岸
に
さ
し

か
か
り
、
ロ
ン
ド
ン
を
出
発
し
て
約
卜
五
時
間
、
ア

メ
リ
カ
束
部
時
間
午
前
六
時
頃
、
機
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
沖
合
に
到
達
し
ま
す
。
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ヽ•一

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て

7
月
2
3
日
S

7
月
27
日
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＿
九
五
0
年
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ガ

／
ョ
時
、
ニ
ュ
ー

ヨ

ー

ク
の
空
の
玄
関
は
完
成
間

一l
上
l

り
べL邸
"
且
‘
り
"
[
〗

暉

血

＇
ー
・

ょ

も
[

い
ア
イ
ド
ル
ワ
イ
ル
ド
国
際
空
港
で
し
た
。

ー

こ

い

冨

竺

ル
〗
い
い
い
[
[
い

□
い
ロ
ロ
：
｀
叩
｀
’

r、
面
積
は
羽
田
の
約
二
十
倍
、三
キ
ロ
和
九
エ
・
げ
恥
□
口〗
／
ド
ベ
虹
暉

｛三
本
を
は
じ
め
十
二
本
の
滑
走
路
が
配

ー

1,喜

召
ど
ぶ
:
心
¥lJ
饂
ー

ざ

，＇

5
・

衣

f

演

す

い
ま
す
。
各
種
の
施
設

・
店

舗

が

併

設

邸

口

□攣
〉
'/Jlt
i
l
.

m
ま

叩
□
〗
鱈□
三
喜

ア
メ
リ
カ
の
航
空
界
は
誇
り
を
こ
め
て
い

は
52

れ

は
リ

線
メ

際国

ァのF
r
 

人，
 

194704 

道
は
ア
イ
ド
ル
ワ
イ
ル
ド
に
通
ず
II
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一 ニューヨ

』
冒
マンハッタン島

ヽ
ヽ

＼ 

I 

、ヽi，ヘ
し9' ヽ

プルックリン地区

午

前

六

時

卜

分

、

日

本

人

行

は

ア

イ

ド

ル

ワ

イ
ル
ド
に
到
着
し
ま
す
。
入
国
手
続
き
を
終
え
る
と

旅
客
は
バ
ス
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
向
か
い
ま
す
が
、

一
行
に
は

M
R
A
が
用
意
し
た
車
が
待
っ
て
い
ま
し

た
。
国
務
省
か
ら
も
係
官
が
出
迎
え
、
当
時
の

M
R

A
の
影
牌
力
が
う
か
が
え
ま
す
。

---→ェ・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
評
の
秤
護
を
受
け
な
が
ら
日
本

代
表
約
七

0
名
は
車
列
十
六
台
を
連
ね
、
空
港
を
出

発
、
ク
イ
ン
ズ
地
区
か
あ
る
い
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
地

区
を
抜
け
、
イ
ー
ス
ト

・
リ
バ
ー
を
渡
り
ま
す
。
眼

前
に
は
摩
天
楼
が
林
立
す
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
が
広

が
り
ま
す
。
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アイドルワイルド空iをは 1942年に建，知がはじまり48年に開梨します 1963年、暗殺された

ケネディ大枕領を，；じ念してション •F ・ケネディ l•lm空港と改称されます



―←二．．

ノ

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
卜
九

-．一●

紀
末
よ
り
翡
附
ビ
ル
の
建

l

ー
が
始
ま
り
、

q
JLIi
0
年
こ

は
一
．
O
0
mを
超
え
る
高

ビ
ル
が
す
で
に

一
卜
棟
以
上
ゞ

11̀
if

}0
 

什
在
し
、
力
感
あ
ふ
れ
る
摩
・
'

天
楼
が
林
立
し
て
い
ま
し
た
。
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

大
通
り
」
を
北
上
し
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
の
保
養

地
マ
ウ
ン
ト

・
キ
ス
コ
に

：
同
か
い
ま
す
。

っ
て
、

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
蒻
層
建
築
は
驚
く
べ
き
も
の
で

あ
る
」
。
中
曽
根
も
「
物
質
文
明
の
極
度
の
発
達
」
、

そ
の
象
徴
で
あ
る
摩
天
楼
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
当

時
日
本
で
は
三

0
m以
上
の
ビ

ル
は
建
設
が
許
可
さ

れ
ず
、
本
格
的
な
高
層
ビ
ル
が
登
場
す
る
の
は
昭
和

四

0
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

日
本
人

一
行
を
乗
せ
た

車
列
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市

野
の
野
護
を
受
け
な
が
ら

「
ブ
ロ
ウ
ド
ウ
ェ
イ
を
通

当時の日本人は年間100~120kgの米を食べました。（現

在は60kgをやや下回るあたり）当時の日本人が長期間、

米飯を絶つつらさにはまことに切実なものがありました。

マ
ウ
ン
ト

・
キ
ス
コ
に
は

M
R

支
部
が
あ
り
、

到
珀
し
た
日
本
人

一
行
を
ご
飯
、
刺
身
、
吸
物
、
す

き
焼
き
と
い
っ
た
日
本
料
理
で
も
て
な
し
ま
す
。

日
本
を
発
っ
て

一
月
半
、
久
し
ぶ
り
の
日
本
食
は

一
同
を
大
い
に
喜
ば
せ
ま
す
。

128 



．． ＇ニューヨークにて

翌
日
の
七
月

監もを ――←ーr --------—― に島と市

とに訪午 ！贈市面の
面二れ後 』つ長会シ
談ュ‘か 月てはしテ
し l 中ら ．打 い小まイ
まヨ 曽 は 、 J附• まさす・
す l根‘

ク゚はめ
・△直 す^な ポ
嘴； 木゚席 l+
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市監の イ信 l ヨ
警と各 ニューヨーク・シティ・ホール ヤ 三 市 l
総と所 l広 長ク

この日は6-4でドジャースが勝利 l

こ
の
日
の
予
定
を
終
え
た
中
曽
根
は
イ
ー
ス
ト
・

リ
バ
ー
を
渡
っ
て
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
エ
ベ
ッ

ッ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
向
か
い
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
と
ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド
の
試
合
を
観
戦
し
ま
す
。
メ
ジ
ャ
ー
の
選

手
の
巧
み
な
プ
レ
イ
に
中
曽
根
は
「
到
底

H
本
な
ど

及
ば
な
い
」
と
感
嘆
し
ま
す
。

本拠地サンフランシスコ）、プルックリン ・ド

地ロサンゼルス）の3チームがあり、それぞれヤンキースタジアム、ポログランド、

レドを本拠地としていました。

＼「診＇ぶふ 芯；，，／ A` 
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鶯
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-．

一叶―
i

七
月

郊
外
、

し
ま
し
た
。

に
置
か
れ
て
、

の
仮
庁
舎
っ

十
五
日
、

国
連
本
部
は
ま
‘、

し
ま
す
。
当
時
、

ー
ヨ
ー
ク

t
ニュ

イ
ラ
ン
ド
島
レ
ー

ロ
ン
グ
ア

ク

・
サ
ク
セ
ス

生
の
う
ち

蓮
合
国
の
人
民

“

昭
和

さ
れ
て
い
ま
す
。

本
部
を
訪
問

行
は
国
際
連
合

の
名
に
お
い
て

II

わ
れ
ら
の

将
来
の
世
、

た
戦
争
の
惨
害
か
ら

に
与
え

代
を
救
う

II

信
す
る
悲
哀
を
人
類

度
ま
で
も
言
語
-

前
，
又
よ
り
）

（川述磁・代りし．

+（ 

i
米
．
英
・
ソ
が
中
心

九
四
五
）
年
こ

と
な
っ
て
創
設
さ

は
国
際
連
盟
と
異
な
り
、

れ
た
国
連期

待
さ
れ
ま
し

実
効
性
を

米
ソ
が
参
加
し

こ
。

t
 

て
早
く
も
試
練
に
さ
ら

の
勃
発
に
よ
っ

し
朝
鮮
戦
争

‘̀
 

カ
し

韓
国
軍
は
後
退

ッ
カ
ー
サ
ー
指
渾
下
の
米

を
続
け
、

う
な
形
勢
で
し
た
。

し
落
と
さ
れ
そ

半
島
か
ら
追
、

北
朝
鮮
軍
の
侵
攻
か
ら

国
際
連
合
本
部
に
て

ヵ
月
、
マ

レーク・サクセ

問まれt
スのfli.本部は

渾建てのI砂
、1939年ニューヨー

文明の叶lナ 9，に冷Ij}か入
クJj’̀lf'り災会の施

．ど，店めたタ
イムカ

つています

フセルが雌め•
この会場の地ド深く

点を転fl]したものて

には6939年
．、緑の芝'/,に

られていますし

に[Ji./封される現代
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一 ニューヨークにて
*‘Jillか、ソ連は常1T:FI!’l出lである中l9|1t

表が北点の中共政権ではなく台切の l•I

府政権より派遣されることに抗ふし、ポ

イコソトを続けていました。

I 
朝鮮民主主義人民共和国／／

安
全
保
障
理
事
会
で
は
、
拒
否
権
を
持
つ
ソ
連

（
ソ
連
は
北
朝
鮮
を
支
援
）
が
欠
席
し
て
い
た
た
め
、

北
朝
鮮
の
南
進
を

「
侵
略
行
為
」
と
決
議
し
、
リ

ー
事
務
総
長
は
北
朝
鮮
軍
を
阻
止
す
る
国
連
軍
の

編
成
を
各
国
に
呼
び
か
け
ま
す
。

緊
迫
し
た
情
勢
の
な
か
で
リ
ー
は
日
本
代
表
と

会
見
し
ま
す
。
偶
然
な
が
ら
、
日
本
代
表
の
座
長

格
で
あ
る
北
村
と
リ
ー
は
背
丈
こ
そ
違
い
ま
す
が

非
常
に
似
た
風
貌
で
し
た
。

38度線—

民国

、{
6月の開戦から後退を続けた国連軍は、

9月マッカーサー指揮のもと仁川上陸作

戦によって形勢を逆転し、 ほぽ朝鮮全

土を制圧しますが、中共軍の参戦によ

り再び後退、戦況は膠着します。1953

年 、北緯38度線を停戦ラインとする休

戦協定が結ばれ現在に至ります。

似
た
者
同
士
の

二
人
は
握
手
を
交
わ
し
、
リ
ー
は

北
村
に
ス
ピ
ー
チ
を
許
可
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
北

村
は
儀
礼
的
な
挨
拶
に
と
ど
ま
ら
ず
、
財
政
家
ら
し

＜
具
体
的
な
数
値
を
あ
げ
て
率
直
に
日
本
の
実
情
を

説
明
し
ま
し
た
。

「
日
本
は
人
口
の
上
で
は
現
在
世
界
の
第
六
位
で
あ

北欧・中立国ノルウェーの外相を務めたリトヴェ

イ・リーは、米‘ノどちらにも偏らない人選として初

代事務総長に選出されました。
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紺国後、北村が1:'，・中にてご進溝の際、「私とIJ<li也のリー1i務裕長がitんて‘がした‘/j真を陛ドにご

虹にいれたところ陛ド（昭和｝＜n．）は、「リー裕長と北村は丈によく似ている」と仰しゃった」（北村徳

太郎 「北村徳太郎随想集」より）



る
が
、
国
の
点
か
ら
い
う
と
世
界
の
第
三
十
位
で

あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
、
日
本
人
が
ど
ん
な
に
耐
乏
し

て
も
、
努
力
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
解
決
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
こ
う
し
た
矛
盾
が
し
ば
し

ば
国
際
紛
議
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
眼
を
お

お
っ
て
は
な
ら
な
い
」
（「
北
村
徳
太
郎
随
想
集
」より
）

リ
ー
は
日
本
人

一
行
を
前
に
日
本
が

一
日
も
早
く

平
和
な
民
主
国
家
と
し
て
国
連
へ
参
加
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
旨
、
語
り
ま
し
た
。

午
後
四
時
、

一
行
は
折
か
ら
開
催
さ
れ
た
安
全
保

障
理
事
会
を
傍
聴
し
、
オ
ー
ス
チ
ン
米
国
連
大
使
が

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
の
報
告
書
を
読
み
上
げ
る
の
を

聞
き
ま
す
。

七
月
に
国
連
軍
総
司
令
官
に
任
命
さ
れ
た
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
は
い
ま
や
国
連
の
名
に
お
い
て
多
国
籍
軍
を

指
揮
す
る
こ
と
と
な
り
、
米
国
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
及
び
難
い
異
常
な
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

i---l l. --lし、．ふ ・-ll~ L 』

一行はヘッ

（トーン部分）で安保理事会を傍聴します。
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ゞ
ー
河
畔
に
建
つ
現
在

ー
ス
ト
・
リ
J

し
た
。
設

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
イ

ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま

ビ
ジ
ェ
が

の
国
連
本
部
も
建
物
は

ノ
ス
を
代
表
す
る
建
築
家
ル
・コ
ル

ル
は
壁
面
が
ガ
ラ

計
に
は
フ
ラ
‘

十
八
階
建
て
の
国
連
ビ

よ
る
明
朗
な
建
築
」
と

参
加
し
、
三

い
ま
す
。

れ
「
最
大
の
採
光
に

哀
現
さ
れ
て

ス
で
お
お
わ

ェ
の
主
張
が
明
快
＞

ら
の
移
転
作
業
が
始

い
う
コ
ル
ビ
ジ

サ
ク
セ
ス
か

八
月
末
に
は
レ
ー
ク
・

国
連
ビ
ル

この晩、レーク ・サクセスからニューヨ
ークに戻った

— 一行はロックフェラーセ
ンターにあるラジオ ・シティの大劇場
を訪れダンスを見て¥, まヽす。国連ビル
との距離は約1.5km。

133 



1950年、日本の鉄錆生産348万トン

＿
九
五
0
年
・
ア
メ
リ
カ

中
曽
根
が
初
め
て
訪
れ
た
ア
メ
リ
カ
は
工
業
の
生

産
力
、
所
有
す
る
富
の
世
界
に
占
め
る
割
合
に
お
い

て
現
在
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

対
照
的
に
日
本
の
経
済
力
は
敗
戦
に
よ

っ
て
最
低
線

を
た
ど
り
、
日
米
の
格
差
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
日

本
人
に
と

っ
て
そ
の
懸
隔
は
と
う
て
い
埋
め
が
た
い

も
の
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

豊
富
な
石
炭
と
鉄
鉱
石
に
恵
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ
は

年
に
約
億
ト
ン
の
鉄
鋼
を
生
産
し
ま
す
。

疵疵 疵、晒疵晒
疵疵晒疵晒，晒
晒 疵 晒 砥ら拿 盃｀晒
疵函 丘晒忌呑唸晒たユ
晒砥ヽ晒茫ピ西竺汲る已芦
晒王疵疵ら呑迄函定と
疵晒 晒晒晒疵
晒ふ芦沿晒戸疵晒5砥
如戸疵 アメリ カ 約5000万台

涵日本 約30万台 晒匠迄 ＝100万台

名函戸匹: ・ 函
イギリ ス 約440万台

視化の I・！!f,JJ,1i:保イi台数はアメリカ約2lざ．2300/j台、II本約7300)j台、イギリス

約3200)j台 （数仙は2()(）1年、 トラソク、ハス含む）

生
産
さ
れ
た
鉄
鋼
の
約
二
割
が
自
動
車
産
業
に
よ

っ
て
消
費
さ
れ
ま
す
。
年
間
に
八

0
0万
台
の
新
車

が
製
造
さ
れ
、
国
内
に
は
す
で
に
約
五

0
0
0万
台

（乗
用
車
に
バ
ス

・
ト
ラ

ッ
ク
等
含
む
）
の
自
動
車

が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
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● ニューヨークにて

1950年当時の

石油生産比率

2002年、アメリカの原油生産量はサウ ジ

アラビア、ロシアに次ぐ世界第3位に後退

しています。

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
は
石
油
の
生
産
国
と
し
て
も
抜

き
ん
で
て
い
ま
し
た
。
テ
キ
サ
ス
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
で
生
産
さ
れ
る
石
油
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を

支
え
、
新
た
な
化
学
製
品
を
生
み
出
し
ま
す
。
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加
え
て
農
業
の
生
産
力
も
巨
大
で
す
。
北
西
部
で

は
機
械
化
さ
れ
た
大
規
模
農
法
に
よ
る
小
麦
・
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
生
産
が
盛
ん
で
国
内
需
要
を
満
た
し
た

余
剰
分
は
世
界
各
地
に
援
助
と
し
て
供
与
さ
れ
ア
メ

リ
カ
は
自
由
世
界
の
食
糧
庫
と
な
り
ま
し
た
。
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機械化の進んだ小女、トウモロコシの生廂：iは111：界・で、綿化の栽培（こ

ちらはあまり機械化 されていませんが）も 1仕界 ・でした。



一人当たり国民所得 (1949)

1位 アメリカ 1,453ドル

6位 イギリス 773ドル

13位 フランス 482ドル

22位 ドイツ 320ドル

23位ソ 連 308ドル

”
巳
呻
〗

ァ）
 

言戸
235ドル

100ドル

57ドル

27ドル

国連統計局調べ）

目
を
転
じ
て
国
民
の
生
活
水
準
を
み
る
と
、

一
人
山

た
り
の
国
民
所
得
は

一

ル
を
超
え
、
世
界
最

高
で
し
た
。

1950年 、アメリカ では約746万台

のテレビが生産されます。

‘’ 
-- -~—-~‘̀- 標

準
的
な
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
家
庭
に
は
、
各
戸
に

電
話
が
備
え
ら
れ
、

居
間
に
は
明
る
い
照
明
が
と
り
つ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
、
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

さ
ら
に
す
で
に
テ
レ
ビ
セ

ッ
ト
の
あ
る
家
庭
も
あ
り
ま

す
。

現在の 1人当たり国民総所得はアメリカ35.060ドル、 日本33.550ドル、イギ

リス25,250ドル、 ドイツ22,670ドル、フランス22.010ドル。（数値は2002年世

界銀行統ut)
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■ニュ

台
所
に
は
レ
ン
ジ
や
機
能
的
な
グ
リ
ル
が
あ
り
、

電
気
冷
蔵
庫
に
は
食
材
が
豊
富
に
蓄
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
電
気
洗
濯
機
、
掃
除
機
も
登
場
し
て
家

事
負
担
は
大
い
に
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

代表の滞在したサヴォイ・

プラザホテル （プラザ・ホ

テルの向かい）にはテレビ

が備えられています。

「
米
国
は
消
費
で
支
え
ら
れ
て
い
る
国
で
あ
る
。
こ

の
国
で
は
消
費
す
る
と
い
う
こ
と
は

一
種
の
道
徳
な

の
で
あ
る
。
こ
の
国
に
は
日
本
流
の
『
も
っ
た
い
な

い
』
と
い
う
言
葉
が
な
い
」

（中
沿
根
康
弘

「日本の、
£
張
」
よ

り）

ア
メ
リ
カ
国
民
の
旺
盛
な
消
費
が
企
業
の
利
潤
を

生
み
、
技
術
革
新
と
大
規
模
生
産
を
う
な
が
し
ま
す
。

つ
い
で
大
衆
化
さ
れ
た
安
価
な
製
品
が
登
場
し
、
再

び
消
費
を
刺
激
し
て
経
済
は
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

世
界
の
多
く
の
国
が
戦
後
復
典
を
目
指
し
苦
闘
を

続
け
る
な
か
、
ア
メ
リ
カ
の
中
産
階
級
は
高
度
な
消

費
生
活
を
享
受
し
、
繁
栄
を
謳
歌
し
て
い
ま
す
。
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七
月
二
十
六
日
、
中
曽
根
は
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
島
の

先
端
に
位
置
す
る
ウ
ォ
ー
ル
街
の
株
式
取
引
所
を
見

学
し
ま
す
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
て

ウ
ォ
ー
ル
街
を
あ
と
に

し
た
中
曽
根
は
代
表
団
と

と
も
に

”
ス
キ
ャ
キ

・
レ

ス
ト
ラ
ン
“
「
都
」
に
向

か
い
ま
す
。
本
格
的
な
日

本
料
理
を
味
わ
え
る

「都
」

は
戦
時
中
さ
び
れ
ま
し
た

が
、
戦
後
、
日
本
か
ら
帰

国
し
た
進
駐
軍
将
兵
が
家

族
連
れ
で
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

こ
の
日

「都
」
に
は
滞
米
中
の
湯
川
秀
樹
夫
妻
も

招
待
さ
れ
て
お
り
、
中
曽
根
ら
と
会
食
し
て
い
ま
す
。

湯
川
は
昭
和
二
十
三
(
-
九
四
八
）
年
、
プ
リ
ン

ス
ト
ン
高
級
研
究
所
に
招
か
れ
研
究
生
活
に
入
り
、

翌
年
戦
前
発
表
し
て
い
た
中
間
子
理
論
が
認
め
ら
れ

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
ま
す
。
日
本
人
初
の 丁

r
i

と

、
川
川
は
勺`

へ勺
梵

y



■ニューヨークにて

春
先
に
胃
潰
瘍
を
わ
ず
ら
っ
た
湯
川
で
し
た
が
、

よ
う
や
く
快
復
し
、

「
病
気
が
癒
え
ら
れ
て
元
気
で

愛
想
が
よ
い

」
と
中
曽
根
は
書
き
留
め
て
い

ま
す
。

快
復
し
た
湯
川
は
八
月
十
日
に
日
本
に

一
時
帰
国
の

予
定
で
い
わ
ば
凱
旋
帰
国
の
直
前
と
い
う
晴
れ
が
ま

し
い
時
期
で
し
た
。

「寝
ら
れ
ず
主
人
は
乗
物
に
乗
っ
て
睡
眠
を
取
っ
た
」

と
ス
ミ
夫
人
が
受
狸
以
後
の
繁
忙
ぶ
り
を
披
露
し
ま
す
。

受
賞
に
日
本
国
内
は
沸
き
立
ち
ま
し
た
が
、
湯
川
夫

妻
は
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
の
授
賞
式
に
出
席
し
、
再

び
ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
た
た
め
ま
だ
日
本
に
は
帰
っ
て

い
ま
せ
ん
。

湯川秀樹

(1907~1981)東京出身 、

京都帝大教授。中間子の存

在を予言し49年ノーペル賞

受賞。核兵器廃絶を訴え、

世界連邦運動にも尽力。

エンリコ・フェルミ、ロパート・オッペンハイマー

ともに原爆開発の中心人物

エリンコ・フェルミ

、

一

\
<

｀
胃
~
バ
~ー
．
心

-][f

・ニバ／
ー

ロ
1939年、コロンビア大学で湯川はフェルミと面会しています。

「現在どんな問題を研究しているかを私が訊ねた時彼は明答

を与えなか った」「何となく腑に落ちないという感じが後々ま

で残っていた」「彼の胸中に原子力を制御しようという大きな

企画が去来していたことを神ならぬ私は知る由もなか った」

（「科學朝日」昭和23年1月号より）

そ
も
そ
も
”
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
“
と
よ
ば
れ
た

原
爆
開
発
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ

ー
、
フ
ェ
ル
ミ
な
ど

湯
川
の
旧
知
の
科
学
者
グ
ル

ー
プ
に
よ
っ
て
推
進
さ

れ
た
も
の
で
し
た
。

こ
の
席
で
は
米
ソ
の
核
開
発
競
争
も
話
題
と
な
り

ま
す
。
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ソ連は4カ所の秘密都市‘‘アトムグ

ラード＂を建設、月に 4個の原子爆弾

を製造貯蔵しているとされました。

原
爆
開
発
に
成
功
し
、
唯
の
核
兵
器
保
有
国
と
な

っ
た
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
優
位
に
は
絶
大
な
も
の
が
あ

り
、
そ
の
戦
略
も
核
の
優
位
を
前
提
に
構
築
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
四

（一

九
四
九
）
年
九
月
、

ソ
連
が
原
爆
所
有
を
公
表
、
ア
メ
リ
カ
の
核
独
占
は
予

想
外
の
短
さ
で
終
わ
り
ま
す
。

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
核
の
優
位
を
取
り
戻
す
べ
く

翌
年
二
月
、
水
爆
開
発
を
指
令
し
ま
す
。

湯
川
は
中
曽
根
に
原
爆
開
発
に
成
功
し
た
ソ
連
が
、

当
然
な
が
ら
引
き
続
き
製
造
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
指
摘

し
、
ア
メ
リ
カ
の
水
爆
製
造
に
つ
い
て
は
着
手
し
た
こ

と
は
確
か
だ
が
完
成
し
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
と
述

べ
て
い
ま
す
。

昭
和

骨
ジ
ョ
ン
・

一十

一

九
四
六
）
年
八
月
、

ハ
ー
シ
ー
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
誌
に
掲
載
し
た
記
事
に

よ

っ
て
広
島
の
惨
状
が
米
国
に
も
広
く
伝
え
ら
れ
ま

す
。
広
島
市
民
の
証
言
か
ら
構
成
さ
れ
た
こ
の
レ
ポ
ー

ト
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
「

一
日
に
し
て
三
十
万
部
を
売

り
つ
く
し
」
、
市
民
に
核
攻
撃
に
よ
る
被
害
の
具
体
的

イ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。

ソ
連
の
原
爆
所
有
が
確
認
さ
れ
る
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
ソ
連
に
よ
る
先
制
攻
撃
の
第

一
目
標
で
あ
る
と
い
う

噂
が
流
布
さ
れ
、
市
民
の
間
に
は
核
攻
撃
へ
の
恐
怖
が

高
ま
り
ま
す
。

•ジョン ・ ハーシー ピュリッツアー受代経験のあるジャーナリスト 140 



一 ニューヨークにて

一
方
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
朝
鮮
戦
線
で
の
原

爆
使
用
を
検
討
し
、
原
爆
が
現
実
に
使
用
可
能
な

兵
器
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
隠
し
ま
せ
ん
。

米
ソ
は
さ
ら
に
威
力
の
あ
る
核
兵
器
の
開
発
に

し
の
ぎ
を
削
り
”
恐
怖
の
な
か
の
均
衡
II

の
時
代

が
始
ま
り
ま
す
。

ニューヨーク州防衛委員会はトラ ック8069台、

移動クレーン155台、各種土木機械約1000台を

動員しセメント24万3000樽を使用して被爆時の

被害を最小限の規模に封じ込める計画を立て

ます。当時のアメリカは持ち前の物量で放射能

さえ押さえ込めると信じているかのようです。

州防衛委員会委員長に就任したルシアス・クレ

イ退役陸軍大将。前ドイツ派遣軍司令官で、

1949年、ソ連によるベルリン封鎖に対抗した“ベ

ルリン空輸＂の指揮官 。

自身も被爆者である浜井信三広島市

長がニューヨーク市に贈 った十字架

は、広島 ・泰国寺の焼け残った楠の根

から切り出したものでした。

湯
川
は
「
都
」
で
の
会
食
で
、
核
兵
器
を
保
有
し

た
人
類
に
は
高
い
道
徳
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
語
っ

て
い
ま
す
。
後
年
の
湯
川
は
物
理
学
者
の
枠
を
超
え

て
核
廃
絶
運
動
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

こ
れ
を
聞
い
た
中
曽
根
も
海
軍
時
代
、

子
雲
を
見
た
人
で
し
た
。

広
島
の
原
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闘［三｀
尻

素
顔
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

五
日
間
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中
、

中
曽
根
は
市

内
を
歩
き
、
様

f
を
観
察
し
て
い
ま
す
。

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
通
り
は
人
種
の
殷
邸
会
で
あ
る
」

「我
々
が
歩
い
て
も
別
に
珍
し
が
ら
な
い
。

H
国
人

だ
と
思
っ
て
い
る
」

直

: 5 d i l 
: ii ~'--- _..... ; I I I I 

~ ， ~ ｀ ー， 

／ご
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
中
で
中
柑
根
の
輿
味
を
ひ
い

た
の
は
品
揃
え
の
既
宮
で
便
利
な
ド
ラ
ッ
グ

・
ス
ト

ア
で
し
た
。

「
11
本
語
で
は
薬
屋
で
あ
る
が
、
洒
も
栖
i1
も
料
理

も

11JIJ
品
も
す
べ
て
売
り
、
町
の
ア
ン
チ
ャ
ン
た
ち

の
時
間
を
つ
ぶ
す
冷
房
の
社
交
場
に
な
っ
て
い
る
」
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ニューヨークにて

s 

ド
ラ

ッ
グ

・
ス
ト
ア
の
奥
に
進
む
と

「
ス
タ
ン
ド

が
あ
っ
て
軽
飲
食
は
何
で
も
や
る
」
「
町
の
ア
ン
チ

ャ
ン
も
紳
士
も
パ
ナ
マ
帽
を
か
ぶ
っ
て
そ
こ
で
ビ
ー

ル
を
呑
み
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
っ
て
い
る
」
「
屯

民
的
社
交
場
」
。

＊パナマ削l(J,：．）はパナマ

位の約菜をさらして紺ん

だ討ilfで軽くてごく気；梨

なもの中曽根がかぶっ

ているのはフすーマルな

ソフト開i。

中
曽
根
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
到
着
当
日
の
印
象
と

し
て
、
「
高
層
建
築
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
だ

が
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
欧
州
に
較
べ
る
と
、
シ
ョ
ウ

ウ
イ
ン
ド
の
飾
り
方
も
街
の
構
造
も
芸
術
性
と
伝
統

に
欠
け
る
。
銀
座
と
新
術
の
差
で
あ
る
」
と
新
興
ハ
ア

メ
リ
カ
に
野
暮
っ
た
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
数
日

後
に
は
「
欧
州
か
ら
く
る
と
下
町
の
よ
う
な
感
じ
が

す
る
が
、
勿
体
ぶ
ら
ず
に
男
性
的
で
独
特
の
魅
力
が

あ
る
」
と
も
書
き
留
め
、
気
取
ら
な
い
ア
メ

リ
カ

ン
・
ス
タ
イ
ル
に
は
好
感
を
示
し
て
い
ま
す
。

•
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米国には日本のような国鉄はな

く、全国に多数の民間鉄道会

社が路線を経営します。ニュー

ヨークーワシントン間はペンシ

ルベニア鉄道が有力。

出
発
し
、

9,
'
.
 

、‘‘9,・

曇

，
 

ゞ

y
 

一一
[¥
↓ヽ

ヽ
ペ

こ
｀
゜

七
月
二
十
七
日
、

日
本
代
表
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

ワ
シ
ン
ト
ン
ヘ
向
か
い
ま
す
。

交
通
手
段
は
不
明
で
す
が
、

シ
ン
ト
ン
は
鉄
道
な
ら
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
鉄
道
の
急

行
で
約
四
時
間
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ー
ワ

｀
 

ミ

〗

』一

和

．．． 

吝夕
，；

空
港
か
d



ワ
シ
ン
ト
ン
に
て

7
月
27
日
ー
8
月

1
日
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七
月

十
七
日
、
日
本
人

着
し
ま
し
た
。

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
三
権
の
中
枢
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
、
連
邦
議
事
堂
、
最
高
裁
判
所
に
加
え
、
各
種
の
官

庁
が
立
ち
並
び
、
戦
後
新
た
に

□大
な
ペ
ン
タ
ゴ
ン

（
国
防
総
省
）
が
姿
を
現
し
て

堂

―
 

ワ
シ
ン
ト
ン
に
て

一

子
よ
ワ
シ
ン
ト
ン
に
到

4
1
,
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“ぅ`

尾
崎
行
雄
の
ワ
シ
ン
ト
ン
再
訪

”ボ
ト
マ

ッ
ク
の
桜
II

、
ポ
ト
マ

ッ
ク
河
が
流
れ
こ
む

タ
イ
ダ
ル
池
に
沿

っ
て
植
え
ら
れ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

並
木
が
、
毎
年
ワ
シ
ン
ト
ン
の
春
に
鮮
や
か
な
彩
り
を

そ
え
ま
す
。

》

こ
の

「
ポ
ト
マ

ッ
ク
の
桜
」
を
贈

っ
た
の
が

M
R
A

の
世
話
役

・
相
馬
雪
香
の
父
、
尾
崎
行
雄
で
し
た
。

大
正
元

(
-
九

―
二
）
年
、
東
京
市
長
で
あ

っ
た
尾

崎
が
日
米
親
善

の
た
め
セ
オ
ド
ア

・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大

統
領
に
送

っ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
三

0
0
0
本
が
現
在
ま

で
残
る
桜
並
木
に
成
長
し
ま
す
。
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1908年に賠られた 侑木は虫食いのため焼却され、1912年あらためて!!,;iられた3000本が現
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尾

崎

は

明

治

十

――-

（

八

九

0
)
年
の
第

回
総
選
挙
よ
り
連
続
し
て
衆
議
院
に
当
選
、

一
九

五

0
年
に
は
半
世
紀
を
超
え
る
議
員
歴
を
持
ち
、

雄
弁
な
弁
舌
ぶ
り
も
あ
い
ま
っ
て
”
憲
政
の
神
様
II

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
は
薩
長
藩
閥
の
打
破
を
目
指
し
活

躍
、
大
正
年
間
を
迎
え
る
と
政
党
政
治
の
確
立
の

た
め
憲
政
の
擁
護
を
唱
え
て
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
旗
手
と
な
り
ま
し
た
。

尾崎行雄

(1858~1954)神奈川県出身。慶応義

塾に学び、福沢諭吉の推薦により、新

潟新聞主筆となる。1882年、立憲改進

党創立に参加。1890年、31歳で第1回

総選挙に当選以後、1953年まで請席

を保持。普通選挙実現のため運動し、

政党政治の擁護に尽力する。

早
く
か
ら
海
外
の
政
治
体
制
に
強
い
関
心
を
抱
い

て
い
た
尾
崎
は
、
明
治
二
十

(-
八
八
七
）
年
の
初

外
遊
以
来
、
頻
繁
に
欧
米
を
訪
れ
ま
す
。
ま
た
繁
子

夫
人
を
亡
く
し
た
の
ち
に
、
英
国
人
女
性
テ
オ
ド
ラ

（相
馬
雪
香
の
丹
）
と
再
婚
し
、
そ
の
国
際
的
視
野

は
さ
ら
に
広
が
り
ま
す
。

尾
崎
は
第

一
次
大
戦
後
の
平
和
主
義
、
国
際
協
調

主
義
の
た
か
ま
り
に
対
応
し
て
日
本
が
軍
縮
を
実
施

し
て
、
平
和
勢
力
の
指
導
的
立
場
に
立
つ
べ
き
と
主

張
し
ま
す
。

＊
 

「
世
界
が
今
日
よ
り
大
き
か
っ
た
間
は
、

一
厩
は
他

國
を
犠
牲
に
し
て
繁
栄
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
然
し

今
や
世
界
は
よ
ほ
ど
小
さ
く
な
っ
た
。
恐
ら
く
現
世

紀
の
初
め
に
比
す
れ
ば
十
分
の

一
に
な
っ
た
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
に
反
し
て
戦
争
の
破
壊
的
武
器
の
能
力
は

数
百
倍
に
な
っ
た
。
故
に
い
か
な
る
殴
家
も
他
の
國

家
を
敵
と
し
て
い
て
は
、
生
存
も
繁
栄
も
で
き
な
い
」

*I 朴 1 ．馬＇け香の保、テオドラは明治期の1.i 僚・ /1,~

二艮と英国人女性のあいだの娘で英1五lilt女性

*2 I 933年ニューヨークにおけるスピーチ

(「n本評占」 1950年6月サより ） 148 



一 ワシントンにて

近
代
戦
の
不
毛
を
説
く
尾
崎
は
世
界
平
和
を
実
現

す
る
枠
組
み
の

一
歩
と
し
て
、
国
際
紛
争
を
解
決
す

る
国
際
裁
判
機
構
の
創
設
を
構
想
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
滞
米
中
に
満
州
事
変
が
勃
発
し
、
日
本
は
戦

争
へ
の
道
を
突
き
進
み
ま
す
。
軍
部
の
台
頭
と
と
も

に
尾
崎
の
自
由
主
義
的
な
言
動
や
国
際
協
調
の
主
張

は
孤
立
し
、
昭
和
八
(
-
九
三
三
）
年
、
外
遊
よ
り

帰
国
す
る
と
右
翼
か
ら
の
脅
迫
、
官
憲
に
よ
る
監
視

の
な
か
に
身
を
置
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

――
 Zリ

}
｛

h
 

i
 m

 

戸

1931年、尾崎は娘 ・品江、雪香を

ともない戦前最後の訪米をします。

尾崎は1942年衆院選挙の応援演説で翼賛選挙 （政府が推薦候補

を定め、非推薦候補に激しい選挙干渉を行った官製選挙）を「明治、

大正」と発展した議会政治が「三代目」にあたる昭和で形骸化する

という意味で「唐様で売り家と書く三代目」と批判します。この

「三代目」が明治から数えて三代目にあたる昭和天皇を誹謗するも

のとして不敬罪で起訴され、一審有罪、大審院 （現在の最高裁に

相当）で逆転無罪となります。

一方、戦時中米軍が投下

したビラには恩師・福沢

諭吉とともに“自由主義

者’'尾崎をたたえる内容

のものがありました。

昭
和
十
七

(-
九
四
二
）
年
、
戦
時
下
で
総
選
挙

が
行
わ
れ
る
と
、
選
挙
の
応
援
演
説
が
不
敬
罪
と
し

て
起
訴
を
受
け
、
拘
置
、
そ
の
後
、
敗
戦
ま
で
政
治

活
動
は
封
じ
ら
れ
た
形
と
な
り
ま
し
た
。

a
令
は
人
ょ
行
．
広
今

ゃ

etiと＂レし・
K
・て癸
‘れ`
た2
">
i

,‘;
"
t
g
i
j
 
•. 

？
ififi 

i‘
も

f

ん

氾
＊；｛
A‘?i'9;.

iを
＂月
'
r

ク^
こを

.！
•
塩ド
“

必A
i
l

ぶ
冒
罰
打
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尾崎の乗ったバンアメリカン・エアウエイ

“フリート・ウイング’'号

戦
後
、
尾
崎
は
軍
国
主
義
に
反
対
し
、
自
由
‘
3
義

を
貰
い
た
気
骨
あ
る
議
会
人
と
し
て
再
び
脚
光
を
浴

び
ま
す
。

昭
和
ニ
ト
五

(-
九
五

0
)
年
、
尾
崎
を
前
駐
日

大
使
グ
ル

ー
ら
が
米
国
へ
招
待
し
ま
す
。
渡
航
費
用

も
前
述
の
「
都
」
オ
ー
ナ
ー
＊
塚
田
氏
が
負
担
を
申
し

出
て
、
尾
崎
は
九
十

一
歳
と
い
う
高
齢
で
し
た
が
、

訪
米
を
決
断
し
ま
す
。

こ
の
渡
米
に
は
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
も
敬
意
を
払
い
、

G
H
Q
に
招
い
て
直
々
に

激
励
し
て
い
ま
す
。

マ
ッ

カ
ー
サ
ー
の
激
励
を
受
け

た
尾
崎
は
長
男
・
行
輝
、

三
女
・
相
馬
雪
香
ら
を
と

も
な
っ
て
五
月
十
六

H
羽

田
を
発
ち
ま
し
た
。

レイパン下院講長が二階席の先生（尾崎）を

指して「今ここに、63年の長い間、日本の民主

主義のために斗った偉大な政治家を迎えたこ

とを下院の誇りを以て紹介します」と言ったと

たんに沸き起こ った拍手の嵐は今でも忘れら

れない（伊佐秀雄 評論家 尾崎行雄元秘

の回想 「国際写真情報」1960/4より）

賣＼

尾

崎

行

は

ワ

シ

ン

ト
ン
で
連
邦
議
事
堂
を
訪

れ
、
下
院
議
場
を
傍
聴
し
て
い
ま
す
。

この便にはハワイ、西海岸に公

演に向かう美空ひばり一行も乗

り合わせています。

＊塚「II数'I'・ 恥珈，し出身、 l以米後すき焼きなどの II 本料理店経‘~(·で成功 150 



“夢かとも 思えどさめぬもてなしに我らの幸をわれは怪しむ＂

ワシントンの請会を訪れた尾崎の一首。

1939年よりMRA運動に参加した相馬雪香

(1912~）は1948年、アメリカで開催された

MRA大会に参加、49年にもスイス・コーを

訪れます。数々の社会事業に取り組み

1979年には「難民を助ける会」を設立します。

さ
ら
に
、
十
九
年
ぶ
り
に
ポ
ト
マ
ッ
ク
の
桜
並
木

を
散
策
し
、
幹
太
く
な
っ
た
桜
に
触
れ
て
い
ま
す
。

尾
崎
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
も
立
ち
寄
り
グ
ル
ー
元

駐
日
大
使
ら
と
懇
談
し
帰
国
し
ま
し
た
。
娘
の
相
馬

雪
香
は

M
R
A
の
日
本
人

一
行
に
合
流
し
ま
す
。

若
年
な
が
ら
日
本
人

一
行
の
世
界

一
周
を
実
現
さ

せ
た
相
馬
で
す
が
、
そ
の
行
動
力
は
父
譲
り
の
資
質
、

父
が
与
え
た
国
際
色
豊
か
な
環
境
に
よ
る
も
の
で
、

一
九
五

0
年
に
中
曽
根
が
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
れ
る
の

も
た
ど
っ
て
い
け
ば
尾
崎
行
雄
に
由
来
す
る
と
い
え
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し．

0

七

月

十

日

、

日

本

人

行

は

米

国

院

の

招

待

を
受
け
、
連
邦
議
事
堂
を
表
敬
訪
問
し
ま
す
。
こ
の

日
、
下
院
は
座
長
格
の
北
村
徳
太
郎
に
日
本
語
に
よ

る
演
説
の
許
可
を
与
え
ま
す
。
英
語
以
外
の
言
語
に

よ
る
演
説
は
前
例
が
な
く
、
あ
た
か
も
友
邦
の
使
節

団
を
迎
え
た
よ
う
な
応
接
は
日
本
人

一
行
を
驚
か
せ

ま
し
た
。

終
戦
以
来
五
年
、
当
初
の
日
本
懲
罰
論
は
後
退
し

た
し
か
に
対
日
感
情
は
大
き
く
好
転
し
て
い

ま
し

こ
。

t
 中

曽
根
も
ワ
シ
ン
ト
ン
の
政
界
、
財
界
の
対
日
感

情
の
好
転
を
認
め
な
が
ら
、
し
か
し
「
一

般
世
論
は

必
し
も
そ
の
様
に
甘
く
考
え
た
ら
間
違
い
で
あ
る
。

一
般
人
の
考
え
で
は
、
必
し
も
日
本
が
可
愛
い
の
で

は
な
い
、
よ
り
憎
い
ソ
連
が
張
り
出
し
て
来
た
か
ら
、

北
村
徳
太
郎
の
下
院
演
説
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v銀行の頭取を務めた財界

入； 人で1946年長崎2区より

衆院選当選。片山内閣で

運輪相、芦田内閣で蔵相。

国民民主党これに続く改

進党に所属し、中曽根と

行動をともにします。1960

年政界引退。クリスチャン

であり、温厚な文人肌の

人柄で知られました。

や
、
普
通
程
度
に
戻
っ
た
と
言
う
の
が
真
相
で
あ

る
」
と
、
政
治
家
ら
し
い
冷
静
な
分
析
も
書
き
留
め

て
い
ま
す
。

中
曽
根
ら
国
会
議
員
は
下
院
議
場
に
招
じ
入
れ
ら

れ
着
席
し
、
北
村
の
演
説
を
待
ち
ま
す
。

下
院
議
員
、
日
本
人
議
員
の
ほ
か
傍
聴
席
に
は
折

り
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
訪
問
中
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
議

員
団
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

北
村
は
登
壇
す
る
と
、
冒
頭
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

議
員
団
に
向
け
て
戦
争
に
対
す
る
謝
罪
の
言
葉
を
述

べ
て
い
ま
す
。
次
い
で
国
連
で
の
演
説
と
同
様
に
数

値
を
あ
げ
て
日
本
の
現
状
を
訴
え
ま
す
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
北
村
は
最
後
に
、
新
約
聖

ル
カ
伝
に
あ
る
「
放
蕩
息
子

(T
h
e
P
r
o
d
i
g
a
l
 

S
o
n
)
」
を
引
用
し
ま
す
。
こ
の

一
節
に
は
父
親
と
兄

弟
が
登
場
し
ま
す
。

父
親
か
ら
財
産
を
分
け
与
え
ら
れ
た
兄
弟
。

兄
は
そ
の
財
産
を
蓄
え
堅
実
に
暮
ら
し
ま
す
が
、

弟
は
異
郷
を
さ
す
ら
い
、
放
蕩
の
か
ぎ
り
を
尽
く
し

ま
す
。
時
が
過
ぎ
、
す
べ
て
を
失
っ
た
弟
は
困
窮
し

帰
郷
し
ま
す
。
赦
し
を
乞
う
息
子
を
父
は
兄
の
反
対

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
け
入
れ
ま
す
。

こ
の

一
節
は
悔
い
改
め
た
者
に
は
赦
し
が
与
え
ら

れ
る
べ
き
こ
と
を
教
え
た
も
の
で
す
。
北
村
は
欧
米

で
は
よ
く
知
ら
れ
た
こ
の

一
節
を
引
用
し
困
難
な
条

件
の
も
と
「
日
本
人
は
道
義
的
責
任
を
感
じ
、
負
う

べ
き
責
任
を
感
じ
、
負
う
べ
き
責
任
を
男
ら
し
く
負

お
う
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
新
生
日
本
に
対
す
る

米
国
の
理
解
を
求
め
、
そ
の
言
葉
は
滴
堂
の
喝
采
を

あ
び
ま
し
た
。
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■ワシントンにて

1950年10月、ウェーキ島で朝鮮問題について

トルーマン大統領と初めての会談を持 ったマ

ッカーサーは最高司令官でもある大統領に対

し敬礼ではなく 、握手をかわします。当時、す

でにトルーマンはマッカーサーの独断専行に危

機感をつのらせています。

中
曽
根
の
ワ
シ
ン
ト
ン
政
界
と
の
接
触

占
領
当
初
か
ら
共
和
党
支
持
者
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

と
民
主
党
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
と
の
意
思
疎
通
は
円
滑

さ
を
欠
い
て
い
ま
し
た
。
な
に
よ
り
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は

心
理
的
に
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
前
大
統
領
の
急
死
に
よ
っ
て

副
大
統
領
か
ら
昇
格
し
た
ト
ル
ー
マ
ン
を

”偶
然
に
よ

る
大
統
領
II

と
し
て
小
者
扱
い
し
て
い
ま
す
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
務
省
か
ら
派
遣

さ
れ
て
く
る
顧
問
を
適
当
に
あ
し
ら
い
、
身
辺
を
フ
ィ

リ
ピ
ン
以
来
の
側
近
将
校
で
固
め
、
占
領
改
革
の

II

輝

か
し
い
功
績
“
の
み
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
報
告
し
ま
す
。

こ
の
た
め
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
見
た
日
本
占
領
は
あ

た
か
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
個
人
的
事
業
の
よ
う
で
あ

り、

II

す
ば
ら
し
く
順
調
“
と
い
う
以
外
、
そ
の
詳

細
と
な
る
と
つ
か
み
か
ね
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
の
有
力

者
は
遠
隔
の
占
領
地
か
ら
や
っ
て
き
た
中
曽
根
に
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
策
、
来
た
る
べ
き
講
和
に
つ
い
て

質
問
し
、
懇
談
し
て
い
ま
す
。
有
力
者
の
中
に
は
上

院
で
外
交
政
策
に
影
響
力
の
あ
っ
た
タ
フ
ト
議
員
、

コ
ナ
リ
ー
議
員
が
い
ま
し
た
。
中
曽
根
は
両
議
員
と

の
会
談
で
講
和
の
接
近
を
感
じ
と
り
、
占
領
や
講
和

に
関
す
る
詳
細
な
意
見
を
帰
国
後
に
文
書
と
し
て
ワ

シ
ン
ト
ン
に
送
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
す
。
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ウェーキ会点についてマソカーサーは「トルーマン氏は柘東についてはほとんど何も知らず、歴史をゆが

めた兄）jと、そのうち何とか共産 t義と戦っている連中を救えるだろうというぽんやりした希平とをつきま

ぜた、紆妙な店兄をくりひろげた」（「マソカーサーIrll想品」下より）と述べ、大統禎をこきおろしています



ロバート・タフト

父は第27代タフト大統領（在任

1909~13)。共和党のホープと

された有力政治家で1949年に

は“ベスト・セネター（上院譲員）”

にも選ばれました。アイゼンハワ

ーが大統領選に出馬するまでは

次期大統領最有力候補とみられ

ていました。

トム・コナリー

民主党所属、当時上院外交委

員長として外交政策形成に影

響力があり、サンフランシスコ

講和会講では米国全権の一人

となります。

実
際
に
翌
年
、
中
曽
根
は
ワ
シ
ン
ト
ン
ヘ
意
見
書

を
送
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
同
様
の
も
の
を
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
に
も
提
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
文
書
が
中
曽

根
が
政
治
生
活
の
中
で
「
最
も
記
憶
に
残
る
」

（「
政
治

と人
生」

よ
り
）
す
全
百
と
回
想
す
る

”
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ

の
建
白
書“

と
な
り
ま
す
。

ロバート・フィアリー

国務省極東課の知日派。滞日経

験もあり、著書に米国の対日政

策を多角的に分析した「日本占

領」があります。フィアリーは1951

年に対日講和取りまとめ役のダ

レス特使（のちに国務長官）のス

タッフとして来日し、中曽根をダレ---スにひきあわせています。品j.

「=- 、土39

` ; ¥ 

戸已亨 言三叩い翌雇／
./ 

/‘ 

-そ三云==---

ブに出かけワシントン

にも出かけています。

立
問
題
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
二
人
は
意
気
投
合
し
日
本
の
独

秘
書
も
務
め
た
知
日
派
で
、

中
曽
根
と
は
同
い
年
で

フ
ィ
ア
リ
ー
は
戦
前
、

駐
日
大
使
グ
ル
ー
の
個
人

東
課
の
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ア
リ
ー
の
自
宅
で
し
た
。

中
曽
根
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
宿
舎
は
、

国
務
省
極
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■ワシントンにて

玉遥三己お口辺I'瓢旦
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ニューヨーク

＼＼｀•-、＼一、、 9
｀ きく発達し 、鉄道では5日を要

た大陸横断が約8時間で可能と

なっています。

過
ご
し
、

四
日
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

・
ロ
サ
ン
ゼ

に
中
西
部
の
シ
カ
ゴ
に
到
着
、
翌
三
日
を
シ
カ
ゴ
で

中
曽
根
は
八
月

一
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
を
出
て

二
日

西
海
岸
へ

太
平
洋
岸
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ま
で
来
る
と
、
新
興

の
活
気
の
な
か
に
東
洋
的
な
情
緒
が
漂
い
ま
す
。
東

海
岸
よ
り
は
る
か
に
日
系
人
も
多
く
な
り
ま
す
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
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「自動車に至ってはなんとい っていいかほとんど

形容の言葉のない程、数多くの行列をなしてアメ

リカ全土にあふれている。ロサンゼルスでは市

民平均二人に一つのカーを持 っているというの

だから豪勢さにビックリする」 （前年ロサンゼル

スを訪れた片山元総理の感想「民主政治の回顆

と展望より」）

ロサンゼルスは

モー タータウン

）
月
九
日
、
中
曽
根
は
市
内
の
日
本
料
理
店
で
開
か

れ
た
群
馬
県
人
に
よ
る
歓
迎
会
に
出
席
し
ま
す
。

参
加
し
た
十
三
人
の
県
人
は
続
々
、
自
家
用
車
を
運

さ
っ
そ
う

転
し
て
現
れ
ま
す
。
そ
の
颯
爽
と
し
た
姿
に
中
曽
根
は

県
人
が
ア
メ
リ
カ
人
と
伍
し
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
を

感
じ
取
り
、
「
た
の
も
し
い
限
り
」
と
意
を
強
く
し
ま

す
。

、

当日 、中曽根をもてなした群馬県人がし

きりと懐かしんだのは上毛三山 （赤城

山・榛名山・妙義山）でした。

開
戦
後
ほ
ど
な
く
太
平
洋
岸
の
日
系
人
約
十

人
は
敵
性
人
種
と
し
て
内
陸
部
に
設
け
ら
れ
た
キ
ャ

ン
プ
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
移
送
時
の
混
乱
で
財
産

を
失
っ
た
者
も
多
く
い
ま
す
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
県
人
た
ち
も
戦
時
下
の
苦
境
を

経
験
し
戦
後
そ
れ
ぞ
れ
に
生
活
を
立
て
直
し
、
中
曽

根
を
迎
え
て
い
ま
す
。

万
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ワシントンにて

県
人
た
ち
は
生
糸
に
代
わ
る
輸
出
品
と
し
て
「
椎

茸
、
ア
ン
ゴ
ラ
兎
の
毛
、
竹
細
工
」
が
「
も
う
少
し

安
け
れ
ば
非
常
に
有
望
」
と
説
明
し
ま
す
。
ま
た

「
日
本
品
は
見
本
と
実
物
が
違
う
の
で
大
い
に
評
判

を
バ
ン
回
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

1938年石炭を主原料に

デュポン社の開発した人

工繊維は“ナイロン’'と名

付けられ、10年後の48年

には月産9000万足のスト

ッキングが生産され 、‘‘合

衆国婦人の足を占領＂し

ています。

（数値は「学習年鑑」 1949

年版より）

県
人
の
中
に
は
絹
織
物
で
有
名
な
桐
生
の
出
身
者

も
お
り
、
郷
土
の
生
糸
産
業
の
将
来
を
懸
念
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
戦
後
ナ
イ
ロ
ン
の
進
出
が
著
し

く
、
高
価
な
絹
製
品
に
取
っ
て
代
わ
る
勢
い
で
し
た
。

中
曽
根
は
パ
リ
で
感
じ
た
生
糸
市
場
の
縮
小
と
い
う

懸
念
を
こ
こ
で
も
感
じ
ま
す
。

やがて日本製品の品質は向上し、1985

年4月9日、中曽根首相は官邸より生中

継で貿易黒字解消のため国民1人当た

り100ドル（当時約2万5千円）の海外製

品購入を呼びかけます。

戦
前
、
生
糸

・
綿
糸
の
繊
維
製
品
を
除
く
と
日
本

製
品
は
国
際
市
場
で

二
流
の
代
用
品
と
し
て
扱
わ
れ

る
も
の
が
多
く
、
戦
後
輸
出
さ
れ
た
日
本
製
品
も
注

文
先
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
つ
く
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
「
国
際
的
経
済
競
争
は
激
甚
で
あ
る
。

一
度

外
に
出
れ
ば
冷
た
い
風
が
吹
い
て
い
る
」
「
経
営
者

は
良
質
品
、
質
の
品
を
作
り
、
絶
対
的
に
信
用
を
回

復
す
る
こ
と
」
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
中
曽
根
は
国
際
競

争
力
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
て
い
ま
す
。
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帰
国
・
太
平
洋
横
断

中
曽
根
は
八
月
十
日
か
ら
遅
く
と
も
十
三
日
ま
で
に

は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
移
動
し
て
い
ま
す
。
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
ア
ジ
ア
ヘ
の
玄
関
口
で
し
た
。

日
本
人

一
行
は
日
を
ず
ら
し
四
隊
に
分
か
れ
て
帰
国

し
て
い
ま
す
が
、
中
曽
根
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
出

発
し
た
の
は
帰
国
の
日
時
か
ら
逆
算
す
る
と
、
遅
く
と

も
八
月
十
三
日
夜
と
推
定
で
き
ま
す
。

中
曽
根
は
北
村
徳
太
郎
ら
約
二
十
名
と
と
も
に
再
び

P
A
L
機
に
搭
乗
し
、
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
す
。

ハワイに着くと旅行者にはもれなく歓迎の意味を

込めたレイがかけられます。レイを首にかけないこ

とは非常な無礼とされますが、トルーマン大統領は

レイを拒んでハワイ市民の憤激をか ったことがあ

り、一方我が吉田総理はサンフランシスコ講和会

議に向かう途上、ホノルルに立ち寄 った際、‘‘花の

かんばせ’'満面の笑みでこれを受けました。

），乏会 ゎ三

>『賃

当
時
の
太
平
洋
横
断
は
ま
だ
島
伝
い
の
飛
行
で
す
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
離
陸
し
た
飛
行
機
は
ま
ず
約
八

時
間
、
洋
上
を
西
南
に
飛
ん
で
ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル
に

到
着
し
ま
す
。
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一 ワシントンにて

ウェーキ島は東京から約3500km、ホノル

ルより約3400kmにある小島。1934年、ア

メリカ海軍省の直轄地となり、基地が建設

されます。太平洋戦争開戦直後、日本軍が

占領、戦争後半、米軍の前線の後方にとり

残され玉砕こそまぬがれましたが補給が途

絶え 、守備隊に多くの犠牲者が出ました。

50年代になっても浜辺には日本の艦船や飛

行機の残骸が残ります。

ハ
ワ
イ
を
飛
び
立
つ
と
、

次
は
ウ
ェ
ー
キ
島
に
着
陸
し

ま
す
。

美
し
い
サ
ン
ゴ
礁
の
ウ
ェ

ー
キ
島
は
太
平
洋
戦
争
初
頭

に
日
本
軍
が
占
領
し
、
戦
後

米
国
に
よ
っ
て
再
占
領
さ
れ

ま
し
た
。

中
曽
根
の
乗
っ
た
搭
乗
機
は
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
は

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

P
A
L
本
来
の
太
平
洋
横

断
コ
ー
ス
を
飛
行
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
東
京
へ
は

遠
回
り
に
な
り
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
グ
ア
ム
を
経
由

し
て
マ
ニ
ラ
に
立
ち
寄
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
ル
ー
ト
で
飛
行
す
る
と
、
）
月
五
日
の
昼

に
マ
ニ
ラ
を
飛
び
立
っ
た
機
は
沖
縄
を
経
由
し
て
夜

の
太
平
洋
を
ひ
た
す
ら
北
上
し
ま
す
。
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1950年 8月15日。敗戦からち

ょうど5年目のこの日、中曽根

は羽田に帰りつきます。

'-Mii 會i 

中
5
日
根
を
乗
せ
た

P
A
L
機
は
）
月
十
五
日
、
午

後
九
時
三
卜
五
分
羽
田
に
着
陸
し
ま
し
た
。

出
発
の
地
に
降
り
立

っ
て
1

ー
平
和
と
繁
栄
を
謳
歌
す
る
ス
イ
ス
復
興
の
槌

音
牌
く
ド
イ
ツ
欧
州
統
合
に
進
む
フ
ラ
ン
ス
耐

乏
の
な
か
福
祉
国
家
を
め
ざ
す
英
同
／
世
界
を
指
祁

す
る
強
力
な
国
家
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
ー

中
曽
根
が
、
躍
動
す
る
戦
後
枇
界
を
感
じ
取
っ
た

”

九
五

0
年

の

世

界

周
II

は
終
わ
り
ま
す
。
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（「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ヘ
の
建
白
書
」
を
め
ぐ
る
ス
ケ
ッ
チ
）

1
9
5
0
年
か
ら

1
9
8
3
年
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ー
シ
r

世
界

一
周
か
ら
帰
国
し
て
週
間
が
過
ぎ
た
八
月
二

十
二
日
、
中
曽
根
は
さ
っ
そ
く
高
崎
で
帰
朝
報
告
会
を

開
き
ま
す
。

つ
め
か
け
た
聴
衆
に
中
曽
根
は
見
聞
し
た
各
国
の
現

状
を
説
明
し
、
特
に
特
色
あ
る
ス
イ
ス
経
済
の
構
造
や

豊
か
な
生
活
、
敗
戦
国
ド
イ
ツ
の
復
典
ぶ
り
を
強
調
し

ま
し
た
。

は群馬会館大ホールで約1500名の

聴衆を集め開催され、午後7時から午後

10時45分までの長丁場となりました。

フ
ラ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
訪
問
日
が
パ
リ
祭
前
後
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
ざ
わ
い
し
た
の
か
、
生
活
ぶ
り
が

いょ屯
‘

9
し⇒.n
 

＊
「
軽
薄
」
の
傾
き
が
あ
る
と
辛
口
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
つ

寸4
 

い
て
は
＊
「
老
帝
国
崩
壊
寸
前
の
悩
み
が
深
く
」
必
死
の

ロ2
 

経
済
政
策
（
輸
出
振
典
）
に
努
力
し
て
い
る
と
、
耐
乏

叫
゜
5
 

ぶ
り
を
強
調
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
英
国
人
の
国

国聞

民
性
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
味
の
あ
る
民
族
と
誉
め、

瑾上

伝
統
あ
る
英
国
議
会
の
フ
ェ
ア
な
雰
囲
気
を
高
く
評
価
＊

し
て
い
ま
す
。
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一1950年から1983年

講演は群馬県下に限

らず、10月には京都・

福知山ま で出かけて

報告会をしています。

ア
メ
リ
カ
で
の
印
象
に
つ
い
て
は
対
日
感
情
の
好

転
ぶ
り
を
強
調
し
、
特
に
リ
ー
事
務
総
長
が
日
本
の

国
連
加
盟
を
歓
迎
す
る
と
言
及
し
た
こ
と
を
喜
ぶ
べ

き
ト
ピ

ッ
ク
ス
と
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。

中
曽
根
は
欧
米
各
国
の
印
象
を
伝
え
る
べ
く
、
そ

の
後

「
一
日
平
均
三
回、

三
カ
月
の
間
に
約
五
万
人

の
人
々
に
講
演
し
」
(「
11
本
の
進
路
を
決
め
た

10
年」

より
）
こ

の
秋
を
忙
し
く
過
ご
し
ま
す
。

”
マ
ッ

II

と

九
月
に
な
る
と
米
国
で
は
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が

対
日
講
和
準
備
を
公
式
に
声
明
、
ダ
レ
ス
国
務
省
顧

問
が
各
国
間
と
の
予
備
交
渉
を
開
始
し
て
、
朝
鮮
戦

争
の
勃
発
に
よ

っ
て
遅
延
を
危
惧
さ
れ
た
日
本
の
講

和
独
立
は
実
現
に
向
け
て
に
わ
か
に
テ
ン
ポ
を
速
め

ま
す
。

講
和
へ
の
期
待
が
高
ま
る
な
か
迎
え
た
年
の
瀬
か

ら
、
翌
昭
和
二
十
六

(
-
九
五

一
）
年
の
正
月
に
か

け
て
中
曽
根
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
約
束
ど
お
り
タ
フ

ト
、
コ
ナ
リ
ー
両
上
院
議
員
あ
て
の
意
見
書
の
執
筆

に
と
り
か
か
り
、
同
様
の
も

l|
今
司
9

の
を
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
に
も
提

出
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
ま

す
。
こ
う
し
て

「
ワ
シ
ン
ト

ン
ヘ
の
意
見
書
」
は

カ
ー
サ
ー
ヘ
の
建
白

も
な
り
ま
す
。
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日比谷 ・皇居のお濠に面する第

一生命ビル。頑丈なつくりのた

め戦時中 、東部軍の司令部が

かれ、戦後GHQ司令部が開

設されました。6階端にマ ッカ

ーサーの執務室がありました 。

中曽根はJ・ウイリアムズ民政局

課長に意見書を手渡します。

自
ら
携
え
て
、

G
H
Q
に
持

[

5

，
虹
A
9
2
[和

畔
ス

局
ャ

政

ジ

民

提
出
分
は
、

月
二
十
三
日

郵空

月
、
完
成
し

航

ら

の

う

ち

数

部

を

航

の

高

）

）

 

," 

空
郵
便
で
ワ
シ
ン
ト
ン
ヘ
発
＂

心

ヽ

5
咋

＼・

た

は
れ

金

ー
り

9
 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー

ヘ
の

i
小

1
，
．f

再

便

送
し
、

た
意
見

中
曽
根
は

G
H
Q
に
提
出
さ
れ
た
建
白
玉

に
呼
び
か
け
る
前
書
き
が
あ
り
ま
し
た
。
中
曽
根
は

建
白
書
提
出
の
動
機
を
印
象
深
い
言
葉
で
語
っ
て
い

ま
す
。

「
久
し
い
間
、
日
本
人
は
そ
の
思
案
や
感
情
を
笑
い

の
中
に
紛
ら
わ
し
て
参
り
ま
し
た
」

中
曽
根
は
占
領
後
の
お
と
な
し
く
、
も
の
静
か
な

日
本
人
の
従
順
さ
が
、
無
思
考
ゆ
え
で
は
な
い
こ
と

を
指
摘
し
ま
す
。
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も

「相
手

方
の
友
情
に
対
し
て
は
黙
々
と
し
て
従
う
と
い
う
我

が
国
民
衆
」
の
特
質
が
日
本
占
領
を
円
滑
に
し
た
1

中
曽
根
は
そ
う
指
摘
し
、
自
身
が
そ
の
さ
ま
を

「秘

か
に
い
じ
ら
し
く
静
観
し
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
」

と
告
白
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
終
戦
時
と
は
違
う
段
階
に
入
っ
た
国
際

情
勢
を
受
け
、
中
曽
根
は
日
本
の
将
来
に
つ
い
て

「
日
本
の
青
年
の
人
と
し
て
」
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元

は
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
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帥
閣
下
」
に
対
し
、
「
率
直
に
日
本
人
の
心
情
」
に
つ
い

て
「
F
r
a
n
k
l
y
S
p
e
a
k
i
n
g
」
を
す
る
と
宣
言
し
ま
す
。

意
見
書
の
本
論
で
は
、
米
軍
が
介
入
し
て
行
う
農

家
へ
の
強
引
な
供
出
督
促
、
日
本
人
の
意
向
は
無
視

さ
れ
た
ま
ま
進
む
警
察
予
備
隊
の
編
成
、
民
政
局
の

国
会
に
対
す
る
監
視
と
内
面
指
導
な
ど
占
領
軍
の
隠

さ
れ
た
強
権
的
な
側
面
を
指
摘
し
、
「
如
何
な
る
聖

い
え
ど

将
と
雖
も
、
そ
の
個
人
的
影
響
を
以
て
」
「
近
代
国

民
を
五
年
以
上
も
占
領
下
に
支
配
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
ま
し
ょ
う
」
と
し
て
日
本
占
領
が
限
界
に

き
て
い
る
と
断
定
し
ま
す
。

さ
ら
に
「
最
近
欧
米
を

一
巡
し
て
、
私
は
自
国
の

文
化
や
伝
統
に
愛
着
を
持
た
ぬ
国
民
は
、
劣
等
国
民

で
あ
る
と
痛
感
」
す
る
と
強
い
調
子
で
述
べ
、
敗
戦

と
そ
れ
に
続
く
占
領
が
日
本
国
内
に
お
い
て
自
信
を

喪
失
し
、
い
た
ず
ら
に
自
国
を
卑
下
す
る
「
植
民
地

的
卑
屈
」
を
蔓
延
さ
せ
て
い
る
と
懸
念
し
ま
す
。

占
領
の
長
期
化
に
つ
れ
、
統
治
す
る
者
の
お
ご
り

は
深
ま
り
、
統
治
さ
れ
る
者
は
ま
す
ま
す
卑
屈
と
な

る
_
o

双
方
の
堕
落
を
深
め
る
不
幸
な
現
状
を
打
破
す
る

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？

中
曽
根
は
自
ら
答
え
ま
す
。

「
自
由
意
志
の
返
還
、
占
領
の
終
結
、
そ
れ
に
よ
る
、

新
鮮
に
し
て
健
康
、
明
朗
に
し
て
誠
実
な
新
な
る
協

力
関
係
の
設
定
」

つ
ま
り
占
領
の
終
結
、
真
の
意
味
の
日
本
の
独
立

回
復
こ
そ
が
健
全
な
日
米
関
係
を
も
た
ら
す
と
主
張

し
ま
す
。

加
え
て
中
曽
根
は
占
領
初
期
に
比
べ
、
に
わ
か
に

緩
和
さ
れ
た
占
領
政
策
を
さ
し
て
「
懲
罰
を
仰
せ
つ

け
ら
れ
た
日
本
人
か
ら
見
れ
ば
、
未
だ
完
全
に
改
変

し
な
い
受
刑
者
が
、
喧
嘩
の
助
太
刀
と
し
て
必
要
な

の
で
仮
出
獄
さ
せ
ら
れ
て
、
協
力
者
に
立
た
せ
ら
れ
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た
」
と
巧
み
に
風
刺
し
、
米
国
の
対
日
政
策
が
高
邁

な
理
念
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
案
外
、
国

際
情
勢
に
左
右
さ
れ
る
場
当
た
り
的
な
も
の
と
批
判

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
意
見
書
は
朝
鮮
半
島
で
装
備
の
よ
く
な
い

共
産
軍
相
手
に
苦
戦
を
続
け
る
米
軍
を
指
し
て
、

II

案

外
弱
い
II

と
ま
で
言
っ
て
の
け
る
な
ど
、
中
曽
根
自
身

か
っ
き

「読
み
返
し
て
み
て
、
若
干
の
功
名
心
や
青
年
客
気
の

横
溢
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
」
（「
政
治
と
人
生」
より
）
と

回
想
す
る
鋭
角
的
な
内
容
を
含
み
、
そ
れ
ゆ
え
に

「
占
領
下
の

一
国
民
と
し
て
、
独
立
復
帰
を
悲
願
と

し
て
い
た

一
途
な
心
情
が
滲
み
出
て
い
る
」
（前掲
掛
よ

ど

迫
力
に
満
ち
た
も
の
で
し
た
。

そ
も
そ
も
日
本
占
領
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
示
す
非

軍
事
化
と
民
主
化
を
実
現
す
る
た
め
で
し
た
。
そ
の

目
的
が
完
了
し
た
日
本
を
さ
ら
に
長
期
に
わ
た

っ
て

占
領
し
続
け
る
こ
と
は
、

当
初
の
占
領
目
的
か
ら
逸

脱
し
て
お
り
、
米
国
の
軍
事
戦
略
を
優
先
し
た
措
置

と
い
え
ま
し
た
。

米
国
に
お
い
て
も
、
日
本
占
領
の
長
期
化
に
と
も

な

っ
て
、
反
米
感
情
の
高
ま
り
を
懸
念
す
る
意
見
が

強
ま
り
ま
す
。
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
長
期
占
領
を
望
む

陸
軍
省
に
対
し
、
国
務
省
が
日
本
の
早
期
独
立
の
検

討
を
開
始
し
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
も
基
本
的
に
早

期
講
和
に
傾
き
ま
す
。

こ
の
流
れ
を
受
け
て
中
曽
根
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
、

早
期
独
立
を
要
求
し
、
日
米
間
の
問
題
を
整
理
し
て

指
摘
し
た
意
見
書
を
送
り
ま
し
た
。
意
見
書
は
興
味

を
持

っ
て
受
領
さ
れ
、
タ
フ
ト
、
コ
ナ
リ
ー
両
上
院

議
員
か
ら
は
意
見
書
を
感
謝
す
る
返
事
が
届
き
ま

す
。し

か
し
、

「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ヘ
の
建
白
書
」

末
だ
け
は
不
明
で
し
た
。

の
顛

マ ッカーサーは吉田総理など総理以外の H本人に山t簡を送ることはほとんどありま

せんでしたが興味をひかれた害簡や！！，；i呈品にたいし、まれに担当副官を通じて返信

を出すことがありました。
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中
曽
根
の
意
見
書
提
出
か
ら
ニ
カ
月
半
後
、
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
は
す
べ
て
の
地
位
か
ら
解
任
さ
れ
ま
し
た
。

*
”
戦
場
に
お
い
て
勝
利
に
代
わ
る
も
の
は
な
し
II

マ

ッ
カ
ー
サ
ー
は
朝
鮮
半
島
で
の
全
面
的
な
勝
利
を
目

指
し
、
参
戦
し
た
中
共
軍
の
撃
破
を
ね
ら
い
ま
す
。

し
か
し
朝
鮮
戦
争
が
東
西
の
全
面
戦
争
に
発
展
す
る

こ
と
を
懸
念
し
た
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
つ
い
に
昭
和
二

十

六

(
-
九
五

一
）
年
四
月
十

一
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
を
解
任
し
ま
す
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
占
領
終
結
を

見
る
こ
と
な
く
日
本
を
去
り
ま
す
。

こ
の
年
の
九
月
、
吉
田
首
相
は
首
席
全
権
と
し
て

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
調
印
、
翌
年
四
月
、

日
本
は
独
立
を
回
復
し
ま
す
。
さ
ら
に
昭
和
三
十

一

（
一
九
五
六
）
年
日
本

の
国
連
加
盟
が
実
現
し
、
国

際
社
会
へ
の
復
帰
を
は
た
し
ま
し
た
。

中
曽
根
は
昭
和
三
十
四
年
、
岸
内
閣
で
科
学
技
術

庁
長
官
と
し
て
初
入
閣
、
以
後
も
要
職
を
歴
任
し
、

政
治
家
と
し
て
の
階
梯
を
登
っ

て
い
き
ま
す
。

ー
高
度
成
長
を
経
て
経
済
大
国
ヘ
ー
。
昭
和
も
後

半
に
さ
し
か
か
り
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
、
吉
田
茂
と
い
っ

た
人
々
も
い
つ
し
か
去

っ
て
い
き
ま
す
。

II

オ
キ
ュ

パ
イ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

“
と
い
う
時
代
は
日
本
人
の
意

識
か
ら
足
早
に
遠
ざ
か
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
そ
の

よ
う
な
あ
わ
た
だ
し
い
時
日
の
経
過
の
な
か
で
も
、

中
曽
根
は

「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ヘ
の
建
白
書
」

の
顛
末

が
気
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
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し
ま
す
。
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―-
1983年

0
 
••• 

「会
え
て
う
れ
し
い
」
連
白
白
は
向
司
令
官
に
よ
っ

「
三
十
二
年
前
に
会
っ
た
時
、
て
、
す
ぐ
く
ず
か
こ
に
捨
て
ら

い
つ
か
あ
な
た
は
臼
相
に
れ
た
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

な

る

と

忠

っ

て

い

を

て

氏

醤

っ

て

保

存

し

た

と

ー

中

臼

祖

首

相

は

四

れ

い

う

。

当

時

の

習

烹

日
夕
、
首
相
官
邸
で
元
G

中
3

忠
い
起
こ
し
な
が
ら
「
五

時

欝

に

も

の

を

鵞

の

は

好
き
だ
。
正
論
を
い
ろ
の

と

H
Q墜
只
の
ジ
ャ
ス
テ
ィ

人

ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
さ
ん

は
い
い
」
。
会
談
は
四
十

証

（
老
あ
訪
問
を
受
け
た
。

の
分
に
も
わ
た
り
、
首
相
は

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
さ
ん
は
占

領
中
、
首
相
が
マ
ッ
カ
ー
史

｛麿
史
の
証
宮
を
聞
い
た

サ
ー
殴
高
司
令
官
に
早
V

歴
よ
」
。
「
戟
後
政
活
の
転

間
1

講

和

す

ぺ

き

だ

と

の

習

換

」

を

受

魯

相

に

と

頃
~
古
を
謡
出
し
た
際
、
そ
れ
を
受
っ
て
充
実
し
た
時
問
だ
っ
た
よ

ー

五

と

っ

た

餞

醤

会

翌

。

ろ

だ

。

~
 

哨
t.

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
占
領
時
代
G
H
Q
民
政
局
の
課

長
を
務
め
、
中
曽
根
の
建
白
書
を
受
け
取
り
、
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
に
取
り
次
い
だ
本
人
で
し
た
。
多
忙
な
中
、
ウ

イ
リ
ア
ム
ズ
と
面
会
し
た
中
曽
根
は
懐
旧
談
を
か
わ

8)]511 

中
曽
根
が
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ヘ
の
建
白
書」

の
顛
末
を

知
る
の
は
そ
の
提
出
か
ら
三
十
二
年
を
経
た
、
昭
和

五
十
八
(
-
九
八
三）

年
、
首
相
官
邸
を
訪
問
し
た
ジ

ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
証
言
に
よ
っ
て
で
し
た
。

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
建
白

書

の
内
容
が
率
直
で

「E
x
c
e
llent
O
p
i
n
i
o
n
」(「
政
治
と
人
ハ
」より
）と
感
じ
た
と

述
べ
、
こ
れ
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
提
出
し
た
が
、
建
白

書
を
見
せ
ら
れ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
如
何
な
る
聖
将

と
雖
も
」
「
近
代
国
民
を
五
年
以
上
も
占
領
下
に
支
配

す
る
こ
と
は
不
可
能
」
と
記
述
し
た
占
領
批
判
に
激

怒
し
、
破
り
捨
て
よ
う
と
し
、
し
か
し
「
二
十
八
ペ
ー

ジ
に
も
及
ぶ
分
厚
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
破
け
な
い

で
そ
の
ま
ま
屑
籠
に
投
げ
入
れ
た
」
（應
胃
よ
り
）と
語
っ

て
い
ま
す
。
建
白
書
は
中
曽
根
の
と
り
つ
け
た
固
い
厚

紙
の
表
紙
の
た
め
に
は
ね
か
え
っ
て
屑
箱
か
ら
飛
び
出

し
、
現
在
に
伝
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

中
曽
根
の
建
白
書
を
見
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
劇
的
な

振
る
舞
い
は
、
歴
史
に
た
い
し
て
建
白
書
が
そ
の
前
書

き
ど
お
り
、
「
F
r
a
n
k
l
y
S
p
e
a
k
i
n
g」
で
あ
っ
た
こ
と
を

あ
か
し

あ
ざ
や
か
に
証
だ
て
て
い
ま
す
。

＊米I• I ・ メリーランド大学図・9,}節に収蔵
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6

0
年
代
か
ら

8

0
年
代
に
か
け
て
日
本
は
大
き

な
経
済
成
長
を
と
げ
ま
し
た
。

高
度
な
加
工
技
術
に
よ
っ
て
優
秀
な
工
業
製
品
を

輸
出
し
、
自
家
用
自
動
車
は
あ
た
り
ま
え
の
も
の
と

な
り
、
列
島
を
高
速
道
路
が
走
り
ま
す
。
都
市
に
は

高
層
ビ
ル
群
が
出
現
し
、
家
庭
に
は
各
種
の
電
化
製

品
が
み
ら
れ
ま
す
。
か
つ
て
日
本
人

一
行
が
羨
望
を

も
っ
て
眺
め
た
事
物
の
多
く
が
日
本
的
装
い
を
も
っ

て
実
現
し
ま
し
た
。

し
か
し
今
日
、
人
々
の
価
値
観
も
多
様
化
し
、

日
本
の
成
長
を
さ
さ
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
も

転
換
を
迫
ら
れ
ま
す
。

再
び
模
索
の
時
代
を
迎
え
た
今
日
、

”
1
9
5
0
年

の
世
界

一
周
II

は
語
り
か
け
る
と
こ
ろ
の
多
い
物
語

と
い
え
ま
す
。
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ー“1950年”を籍る

中
曽
根
康
弘

”
1
9
5
0
年
“
を
語
る

「1950年の世界 一周」をご覧になった中曽根氏がこの旅に関する取材

の機会を設けてくださり、 2004年6月8日、中的根事務所においてイン
175 タビュ ーのはこびとなった。



当
時
は
外
貨
の
入
手
も
難
し
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
？

出
発
ま
で

昭
和
二
十
五

(-
九
五

0
)年
二
月
、

M
R
A
大
会
に
参
加
す
る
日
本
人
代
表
団
編
成
の
た
め
ス

タ
ッ
フ
の
バ
ー
ゼ
ル
・
エ
ン
ト
ウ
イ
ッ
セ
ル
、
ケ
ン
・
ト
ウ
ィ
ッ
チ
ェ
ル
の
二
名
が
来
日
す
る
。
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
元
帥
、
吉
田
首
相
、
さ
ら
に
各
界
要
人
と
会
見
し
た
二
人
は
い
そ
ぎ
日
本
代
表
の
選
定
に
と

り
か
か
る
。
希
望
者
は
多
く
、
選
定
に
は
曲
折
が
あ
っ
た
。
中
曽
根
氏
は
直
前
に
一
行
に
加
わ
る
。

M
R
A
の
東
京
支
部
の
み
な
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
、
ア
メ
リ
カ
と
も
連
絡
を
と
っ
て
、
準
備
し
て
い
た
ら
し
い
。

わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
へ
来
た
の
は
、
ひ
と
月
か
、
ふ
た
月
く
ら
い
前
か
ね
。

あ
の
当
時
は
占
領
下
で
、
外
国
へ
行
け
な
か
っ
た
か
ら
ね
。
そ
れ
で
こ
う
い
う
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
っ
て
い
う

の
で
、
志
願
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
ま
あ
、
け
っ
こ
う
で
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で

（メ
ン
バ
ー
に
）
入
れ
て
く
れ

た
わ
け
で
す
。

あ
の
時
に
は
日
本
の
有
識
者
は
外
へ
出
た
く
て
も
出
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
石
坂
泰
三
経
団
連
会
長
、

以
下
東
西
の
有
力
な
人
は
だ
い
た
い
入
っ
て
き
た
ね
。
大
阪
で
は
、
若
手
の
財
界
人
が
い
い
っ
て
い
う
ん
で
、

大
原
（
総
郎
）
君
と
か
ね
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
入
っ
て
き
て
。

*2大原総-郎 (1909~68) 倉敷絹織（現クラレ）社

長。1947年には民間から物価庁次長に就任。ピニ

ロン工業化に尽力し、進歩的財界人として知られる。

＊l石坂奉=:(1886-1975) 逓信省を経て、第一牛命に

人社、 1938年に社長。戦後は東芝社長に就任、圃社再

建を果たす。56年、経団連会長。戦後財界の中心的人物。



ー“1950年”を語る

例
え
ば
大
映
の
永
田
社
長
、
映
画
を
出
し
と
っ
た
か
ら
ね
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
ド
ル
を
分
け
て
く

れ
っ
て
言
っ
た
ら
分
け
て
く
れ
て
ね
。

中
曽
根
氏
に
と
っ
て
初
め
て
の
欧
米
訪
問
。

ア
ジ
ア
、
中
東
を
飛
翔
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る

「
空
の
旅
」
は
鮮
烈
な
視
覚
的
印
象
を
伴
っ
た
。

II

褐
色
の
ア
ジ
ア
、
緑
の
欧
米
II

飛
行
機
に
乗
っ
て
ア
ジ
ア
か
ら
ず
っ
と
周
っ
て
き
た
と
き
に
、
ア
ジ
ア
の
方
は
ベ
ト
ナ
ム
と
か
、
タ
イ
と

か
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
通
っ
て
い
る
わ
け
だ
。
だ
い
た
い
褐
色
の
水
田
に
這
い
つ
く
ば
っ
て
稲
を
植
え
て
い

る
、
だ
か
ら
褐
色
の
世
界
だ
と
。
そ
れ
が
中
近
東
に
入
る
と
、
白
の
世
界
に
入
っ
て
い
く
わ
け
で
す
よ
。

砂
漠
と
か
ね
。
そ
れ
か
ら
建
物
も
白
で
す
か
ら
ね
。
で
、
イ
タ
リ
ー
に
入
っ
て
行
っ
た
ら
、
緑
の
世
界
に
入

っ
た
わ
け
で
す
よ
。
こ
れ
は
芝
生
と
か
ね
、
小
麦
の
世
界
。

い
ろ
ん
な
色
が
、
が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
っ
て
あ
わ
さ
る
と
褐
色
に
な
る
ん
で
す
よ
。
ア
ジ
ア
っ
て
い
う
の
は
、

非
常
に
多
元
的
で
い
ろ
ん
な
文
化
が
あ
っ
て
、
混
沌
と
し
て
い
る
「
褐
色
の
世
界
」
。
欧
米
は
も
う
キ
チ
ン

と
し
て
緑
で
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
で
統

一
さ
れ
て
い
る
。
や
っ
ぱ
り
イ
ン
ド
な
ん
て
い
う
の
は
非
常
に
貧
し

177 

*1永田雅ー (I906~85) 1947年、大映社長就任。多数の映画制作に携

わり邦画輸出も手がける。政界との交流も深く、またプロ野球球団のオ

ーナーにも就任するなど多彩な活動をみせた。



い
感
じ
。
街
な
ん
か
見
る
と
、
住
民
が
夜
、
道
に
寝
て
た
か
ら
ね
、
軒
下
に
。

う
ん
と
い
た
。
子
供
た
ち
が
「
お
金
ち
ょ
う
だ
い
」
っ
て
寄
っ
て
来
る
か
ら
ね
。

物
乞
い
み
た
い
な
子
供
も

敗
戦
の
日
本
か
ら
見
て
も
、
ず
っ
と
貧
し
い
よ
う
な
。

え
え
、
そ
う
。
砂
漠
（
イ
ラ
ク
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
上
空
の
あ
た
り
）
で
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
見
て
ね
。
そ

し
て
、
あ
あ
、
こ
こ
が
や
っ
ぱ
り
世
界
戦
乱
の
要
因
に
な
る
。
日
本
の
生
命
線
が
こ
こ
に
あ
る
。
そ
う
い
う

こ
と
を
感
じ
た
ね
。
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
見
て
ね
。

ま
ず
驚
い
た
の
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
入
っ
た
ら
並
木
に
列
国
の
旗
が
ひ
ら
め
い
て
い
た
こ
と
だ
ね
。
国
連

（欧
州
本
部
）
が
あ
っ
た
か
ら
。
だ
か
ら
、
国
連
加
入
国
の
旗
が
ず
ー
っ
と
並
ん
で
い
た
の
が
非
常
に
イ
ン
プ

レ
ッ
シ
ブ
だ
っ
た
。
（
そ
こ
に
）
日
の
丸
が
な
い
っ
て
い
う
の
が
こ
れ
は
悲
し
く
思
っ
た
ね
。

マ
ウ
ン
テ
ン
・
ハ
ウ
ス
に
行
か
れ
る
と
日
の
丸
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
。

そ
う
、
あ
そ
こ
で
は
、
み
な
さ
ん
が
非
常
に
暖
か
い
歓
迎
を
し
て
く
れ
て
、
サ
ー
ビ
ス
か
ら
接
待
に
い
た

る
ま
で
、
よ
く
気
を
使
っ
て
や
っ
て
く
れ
た
ね
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
て
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"1950年”を穎る

日
本
の
評
判
は
？

ま
だ
日
本
と
い
う
の
は
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
国
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
戦
っ
た
ド
イ
ツ
人
や
イ
タ
リ
ー

人
の
こ
と
は
、
よ
く
知
っ
て
い
る
け
ど
、
ア
ジ
ア
の
日
本
人
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
。
異
文
明
か

ら
入
っ
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
大
事
に
し
て
く
れ
た
ん
だ
ね
。

ス
イ
ス
で
は
体
調
を
崩
す
日
本
人
代
表
も
お
ら
れ
た
そ
う
で
。

く
た
び
れ
た
ん
だ
ね
。
そ
り
や
そ
う
だ
よ
＼

（
笑
顔
）

、
南
の
暑
い
と
こ
ろ
を
ず
っ
と
周
っ
て
き
て
ね
。

ス
イ
ス
で

一
番
、
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ブ
に
憶
え
て
い
る
の
は
六
月
二
十
五
日
。
床
屋
へ
行
っ
た
ら
ね
、
お
昼

ご
ろ
、

一
緒
に
い
た
ド
イ
ツ
人
が
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
北
（
朝
鮮
）
に

や
ら
れ
ち
ま
っ
た
ら
日
本
は
ダ
ン
ケ
ル
ク
み
た
い
に
な
る
な
と
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
思
っ
た
ね
。

ド
イ
ツ
で
ア
テ
ナ
ウ
ア
ー
に
お
会
い
に
な
っ
て
い
ま
す
が
？

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
非
常
に
長
身
で
、
非
常
に
な
ん
て
い
う
か
身
体
が
が
っ
ち
り
し
と
っ
て
ね
。
そ
し
て
、

当
時
の
ド
イ
ツ
を
支
え
て
い
る
と
い
う
印
象
を
強
く
も
っ
た
ね
。
私
が
役
人
か
ら
政
治
家
に
な
っ
た
と
い

う
の
を
聞
い
て
い
た
ん
だ
と
思
う
。
そ
れ
で
総
理
大
臣
に
な
り
た
い
か
ら
「
チ
ェ
ン
ジ
」
し
た
ん
で
し
ょ
っ
て
。

そ
れ
は
そ
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
ね
。
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＊ダンケルク 第2次人戦初期の 1940年、 1袋勢なドイツ軍のため、英 • 仏軍は敗走、ドー

バー海峡に1hiする港Ill［ダンケルクが最後の拠点となった その後装価を放菜して、英'，It
の大部分が脱出に成功し「ダンケルクの奇跡」とよばれる



旅
の
点
描
ー
中
曽
根
氏
外
交
関
連
資
料
集
よ
り

各
国
の
印
象
に
つ
い
て
の
興
味
は
つ
き
な
か
っ
た
が
、
な
に
ぶ
ん
時
間
的
制
約
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
そ
れ
か

ら
ね
、
ち
ょ
っ
と
、
あ
れ
持
っ
て
き
て
ご
ら
ん
」
と
、
中
曽
根
氏
は
大
き
な
資
料
集
を
準
備
し
、
貸
し
出
し
て
く

だ
さ
っ
た
。

表
題
に
「
卓
越
し
た
外
交
手
腕
の
源
泉
」
と
あ
る
中
曽
根
氏
の
外
交
活
動
を
記
録
し
た
資
料
集
成
の

一

巻
で
、
昭
和
二
十
五
年
＼
――
―十

一
年
を
扱
っ
て
い
る
。
訪
問
先
で
の
写
真
の
コ
ピ
ー
、
報
道
、
私
信
、
各
種
草

稿
が
お
さ
め
ら
れ
、

M
R
A
に
よ
る
欧
米
視
察
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
も
百
数
十
枚
の
写
真
コ
ピ
ー
が
お
さ

め
ら
れ
た
詳
細
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
資
料
を
も
と
に
、
若
干
こ
の
旅
の
点
景
を
列
挙
す
る
。

ス
イ
ス
・
コ
ー
で
の
写
真
は
基
本
的
に
各
国
代
表
の
交
歓
風
景
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族

衣
装
の
代
表
達
の
姿
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
日
本
婦
人
が
着
物
を
藩
て
い
る
の
が

目
を
ひ
く
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
で
は
ラ
ン
チ
に
乗
っ
て
湾
内
を
視
察
し
て
い
る
が
、
破
壊
さ
れ
崩
れ
落
ち
た
ブ

ン
カ
ー

(U
ボ
ー
ト
の
格
納
庫
）
が
写
さ
れ
、
市
街
の
破
壊
も
は
な
は
だ
し
い
。

パ
リ
で
は
パ
リ
祭
当
日
か
、
そ
の
翌
日
に
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
に
登
っ
て
い
る
。
（す
く
な
く
と
も

中
ほ
ど
ま
で
登
っ
て
お
り
、
眼
下
に
シ
ャ
イ
ヨ
—
宮
を
眺
め
て
い
る
）

ロ
ン
ド
ン
で
は
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
に
出
向
き
、
例
の
大
き
な
熊
毛
の
帽
子
を
被
っ
た
衛
兵
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ー“1950年＂を 11る

の
前
に
立
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
屋

上
に
登
り
、
摩
天
楼
の
立
ち
並
ぶ
、
典
型
的
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
都
市
景
観
を
見
て
い
る
。
湯

川
夫
妻
、
北
村
徳
太
郎
代
講
士
と
四
人
で
の
記
念
写
真
も
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
連
邦
譲

事
堂
の
ほ
か
に
も
マ
ウ
ン
ト
・
バ
—
ノ
ン

（初
代
大
統
領
ワ
シ
ン
ト
ン
の
旧
宅
）
を
訪
れ
て
い
る。

し
か
し
、
そ
の
行
程
は
名
所
の
訪
問
や
各
国
要
人
と
の
交
歓
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

中
曽
根
氏
は
ル
ー
ル
の
炭
坑
で
は
作
業
着
を
着
て
カ
ン
テ
ラ
を
さ
げ
、
ド
イ
ツ
の
炭
坑
労
働
者
そ
の
ま

ま
の
い
で
た
ち
で
写
真
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
。

他
の
日
本
人
代
表
と
別
れ
て
訪
れ
た

11

鉄
の
カ
ー
テ
ン
II

で
は
東
側
の
ソ
連
兵
の
姿
を
撮
影
し
て
い
る
。

当
時
は
国
境
に
そ
っ
て
幅
数
キ
ロ
に
わ
た
る
無
人
地
帯
が
設
け
ら
れ
る
以
前
で
、
国
境
線
そ
の
も
の
を

た
ど
っ
て
歩
い
て
い
る
。
（つ
ま
り
、
無
人
地
帯
越
し
に
国
境
線
を
望
見
し
た
の
で
は
な
く
、
眼
前
に
ソ
連

兵
の
往
来
す
る
生
々
し
い
国
境
線
を
見
て
い
る
）

さ
ら
に
資
料
は
氏
が
各
国
で
工
場
、
農
場
、
労
働
組
合
な
ど
多
様
な
現
場
と
人
々
を
訪
れ
て
い
る
様

子
を
記
録
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
映
像
は
、
中
曽
根
氏
に
と
っ
て

”
1
9
5
0
年
の
世
界

一
周
II

が
単
な
る
「
親
善
」
旅
行
で
は

な
く
、
広
く
、
深
く
「
戦
後
世
界
」
を
知
り
、
祖
国

・
日
本
の
あ
り
よ
う
を
模
索
す
る
、
探
求
の
旅
で
あ
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
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ワ
シ
ン
ト
ン
訪
問
と
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ヘ
の
建
白
書
」

提
出
ま
で

ア
メ
リ
カ
の
印
象
は
？

や
っ
ぱ
り
非
常
に
開
放
的
で
、
非
常
に
自
由
な
世
界
だ
と
感
じ
た
ね
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
を
歩
い
て
お
っ

て
も
ね
、
す
れ
違
う
人
が
私
は
ア
メ
リ
カ
人
と
思
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
あ
っ
た
ね
。
異
国
人
と
い
う
印

象
を
与
え
な
い
な
。
そ
う
い
う
印
象
を
非
常
に
強
く
持
っ
た
ね
。

ワ
シ
ン
ト
ン
で
タ
フ
ト
や
コ
ナ
リ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
と
お
会
い
に
な
っ
て
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
占
領
政
策
は
ど
う
で
す
か
と
聞
か
れ
た
か
ら
、
簡
単
に

II
い
い
II”
悪
い
II
と
い
う
程
度
の

話
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
。
だ
か
ら
つ
げ
口
み
た
い
に
思
わ
れ
る
の
は
い
や
だ
か
ら
、
改
め
て
書
い
て
、
手
紙
で
送

る
か
ら
と
。
そ
れ
を
う
ま
く
、
ま
た
利
用
し
た
わ
け
だ
。

中
曽
根
氏
は
帰
国
後
の
昭
和
二
十
六

(
-
九
五
一

）
年
一
月
、
日
本
を
め
ぐ
る

諸
問
題
の
総
括
的
意
見
書
を
書
き
上
げ
ワ
シ
ン
ト
ン
に
送
付
、
つ
い
で
G
H
Q
に

「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ヘ
の
建
白
書
」
を
提
出
す
る
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
に
持
っ
て
い
っ
て
、

”プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
ゥ
・
ゼ
ネ
ラ
ル
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
“
と
い

＊コナリーは民主党のイ「）J議且で、 1-＿院の化形ポストである外交委員長

タフトは共和党の大統領候補に 1-1された政治家で、 1,ilじく共和党か らの

出馬を検討したマッカーサーと臼iij選でライバルとなる II［能性もあった
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ー“1950年”を騒る

う
建
白
書
と
い
う
形
に
し
て
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

（民
政
局
政
治
課
長
）
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
官
に
読
ま
せ
て
く

れ
っ
て
。
受
け
付
け
な
い
ん
だ
よ
。
「
占
領
下
の
国
民
が
こ
う
い
う
も
の
を
持
っ
て
き
て
も
受
け
取
れ
ま
せ
ん
」
と
。

そ
こ
で
、
こ
れ
は
実
は
昨
日
、
航
空
便
で
ア
メ
リ
カ
の
上
院
議
員
タ
フ
ト
と
コ
ナ
リ
ー
に
送
っ
た
と
、
説
明

し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
大
統
領
選
挙
に
出
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
、

II

ナ
カ
ソ
ネ
II

は
何
を

ワ
シ
ン
ト
ン
に
書
い
て
遣
っ
た
ん
だ
と
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
び
っ
く
り
し
て
目
の
色
変
え
て
読
み
出
し
た
ね
。

私
は
そ
の
ま
ま
帰
っ
た
か
ら
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
と
こ
ろ
へ
持

っ
て
行
っ
て
…
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
日
本
占
領
の
成
功
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
大
統
領
選
に
出
馬
す
る

こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
ワ
シ
ン
ト
ン
政
界
の
情
勢
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
部
下
に
と
っ
て
、
中
曽
根
氏
が
ワ
シ

ン
ト
ン
の
有
力
者
に
送
っ
た
意
見
書
に
何
が
書
か
れ
、
占
領
統
治
が
ど
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
は
、
非
常
に
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え

に
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
急
ぎ
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ヘ
建
白
書
を
取
り
次
い
だ
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
中
曽
根
氏
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
交
わ
し
た
個
人
的
約
束
を
「
そ
れ
を
う

ま
く
、
ま
た
利
用
し
」
、

”
最
高
司
令
官
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
が
被
占
領
国
の
一
代
議
士

の
建
白
書
を
読
ま
ざ
る
を
え
な
い
“
状
況
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。

中
曽
根
氏
は
「
果
断
な
行
動
力
」
と
「
周
到
な
計
画
」
を
も
っ
て
建
白
書
提
出
に

臨
ん
だ
の
で
あ
る
。
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そ
し
た
ら
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
怒
っ
て
破
っ
て
捨
て
よ
う
と
し
た
ん
だ
ね
。
「如
何
な
る
聖

い
え
ど

将
と
雖
も
、
近
代
的
国
民
を
五
年
以
上
も
占
領
統
治
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
い
っ
た
こ
と
が
書
い
て

あ
っ
た
ん
だ
ね
。

い
え
ど

「
如
何
な
る
聖
将
と
雖
も
、
そ
の
個
人
的
影
響
力
を
以
て
、
人
格
の
自
由
を
欲
す

る
近
代
国
民
を
五
年
以
上
も
占
領
下
に
支
配
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
ま
し

ょ
う
」
ー
最
高
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ヘ
の
痛
烈
な
一
撃
。

意
見
書
全
体
は
単
な
る
「
抗
議
の
書
」
で
は
な
く
、
高
い
視
点
に
た
っ
て
日
本

の
占
領
が
日
米
双
方
の
不
幸
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
日
本
の
独
立
を
求
め
た
も

の
。
豊
富
な
事
例
か
ら
実
証
的
、
客
観
的
に
占
領
下
の
日
本
国
民
の
本
音
を
分

析
を
し
て
み
せ
て
い
る
点
も
特
徴
的
。

中
曽
根
氏
は
こ
の
あ
た
り
の
機
微
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
、
「
間
接
話
法
、

T
h
e
y

s
a
y
 t
h
a
t
」
と
表
現
し
て
み
せ
た
。
建
白
書
の
全
文
は
「
政
治
と
人
生
」

（中
曽
根

康
弘
著
講
談
社
刊
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
い
う
人
物
を
ど
の
よ
う
に
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

占
領
政
策
に
つ
い
て
は
割
合
に
寛
大
で
、
日
本
の
こ
と
も
考
え
て
皇
室
も
残
し
て
く
れ
た
。
だ
け
れ
ど
も
、

軍
の
下
の
方
の
連
中
、
占
領
統
治
や
っ
て
る
連
中
、
国
情
を
無
視
し
て
無
理
な
こ
と
も
か
な
り
や
っ
た
。

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
い
っ
て
、
今
言
っ
た
「如
何
な
る
聖
将
と
雖
も
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
わ
け
な
ん
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■“1950年”を19る

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
司
令
部
と
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
公
邸
を
往
復
す
る
だ
け
で
、
ほ
か
に
は
出
て
こ
な
か
っ

た
ね
。
そ
れ
を
見
て
、
こ
の
人
は
大
変
な

II

ス
タ
イ
リ
ス
ト
II

だ
と
思
っ
た
わ
け
で
。
ス
タ
イ
リ
ス
ト
で
気
取

っ
て
て
ね
、
権
威
主
義
者
と
思
っ
た
ね
。
つ
ま
り
東
洋
人
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
あ
あ
い
う
や
り
方
で
な
い

と、

g
o
v
e
r
n
(
統
治
す
る
）
で
き
な
い
ん
だ
と
、
そ
う
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ん
。

貴
族
的
と
言
い
ま
す
か
、
君
臨
す
る
と
い
い
ま
す
か
。

そ
う
だ
ね
。
よ
う
す
る
に
、
占
領
統
治
と
い
う
面
か
ら
ね
、
日
本
人
に
対
し
て
は
権
威
を
見
せ
て
お
か

な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
、
そ
う
い
う
面
が
非
常
に
強
く
映
っ
た
ね
。

当
初
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
礼
賛
の
風
潮
の
な
か
で
も
強
い
違
和
感
を
？

持
っ
て
い
た
ね
、
私
は
議
員
に
な
っ
て
、
そ
の
い
ろ
い
ろ
法
律
や
な
ん
か
を
作
る
際
に
い
ち
い
ち

G
H
Q
の

許
可
を
求
め
な
け
れ
ば
、
修
正
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
現
実
を
見
て
い
た
か
ら
ね
。

だ
ね
。
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II本国内を視察することはなかった。



最
後
に
、

”
1
9
5
0
年
II

と
現
在
、
日
本
の
状
況
に
つ
い
て

思
わ
れ
る
こ
と
を
総
括
的
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

|

|
1
9
5
0
年
と
現
在
を
な
が
め
て
思
わ
れ
る
こ
と
は
。

あ
の
こ
ろ
は
単
純
だ
っ
た
。
早
く
占
領
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
、
そ
れ
に

一
心
だ
っ
た
か
ら
。
今
は
そ
れ
か

ら
さ
ら
に
前
進
し
て
憲
法
改
正
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
た
か
ら
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
前
進
し

て
い
る
。
し
か
し
、
思
想
的
に
は
混
迷
し
て
い
る
。

当
時
と
大
き
く
変
化
し
、
か
つ
て
は
想
像
し
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
す
る
日
本
、
社

会
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
？

歴
史
の
流
れ
だ
と
思
う
け
ど
ね
。
一

概
に
非
難
、
あ
る
い
は
批
判
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
歴
史
と

い
う
も
の
は
非
常
に
複
雑
性
を
も
っ
て
、
そ
し
て
、
前
進
し
た
り
、
停
滞
し
た
り
、
右
に
曲
が
っ
た
り
、
左

に
曲
っ
た
り
し
て
流
れ
て
い
く
の
が
歴
史
と
い
う
も
の
で
あ
る
ん
だ
よ
。

し
ば
ら
く
の
停
滞
か
ら
、
九

0
年
代
の
日
本
か
ら
脱
却
し
て
、
よ
う
や
く
憲
法
の
改
正
へ
、
教
育
基
本
法

の
改
正
と
い
う
と
こ
ろ
へ
動
き
だ
し
た
。
だ
か
ら
二
十

一
世
紀
の
日
本
の
前
途
と
い
う
も
の
を
考
え
て
、
み

ん
な
が
動
き
だ
し
た
、
と
い
う
点
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
ね
。
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■‘‘1950年＂を 1眉る

（聞
き
手
構
成

志
野
蛸
史
）

若
い
世
代
に
つ
い
て
思
わ
れ
る
こ
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

我
々
の
年
代
は
ね
、
戦
争
に
行
っ
て
戦
っ
て
、
帰
っ
て
き
て
、
占
領
の
屈
辱
に
耐
え
て
、
そ
し
て
独

＿＼
一国
家

体
制
に
前
進
し
よ
う
と
、
い
わ
ば
必
死
に
な
っ
て
や
っ
た
。
だ
か
ら
、
よ
く
欠
乏
に
耐
え
る
。
世
界
の
水
平

線
を
見
つ
め
な
が
ら
、
や
っ
た
。
今
の
連
中
は
生
ま
れ
な
が
ら
銀
の
ス
プ
ー
ン
を
く
わ
え
て
き
て
、
そ
れ
は

も
う
テ
レ
ビ
は
あ
り
、
食
事
は
何
で
も
あ
り
、
自
動
車
は
あ
り
。

し
か
し
、
そ
れ
は
時
の
流
れ
な
ん
で
ね
。
そ
れ
が
歴
史
な
ん
だ
よ
。
人
間
生
活
な
ん
だ
よ
。

そ
う
い
う
諦
念
を
も
っ
て
い
る
か
ら
ね
、
そ
ん
な
中
か
ら
今
の
若
い
連
中
が
、
自
発
的
に
な
に
か
志
を
も

っ
て
奮
発
し
て
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
と
。
自
分
で
発
見
し
な
さ
い
と
、
そ
う
い
う
気
が
し
て
い
る
ね
。
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撮
影

イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
の
お
こ
な
わ
れ
た
六
月
八
日
は
、

中
曽
根
氏
が
レ
ー
ガ
ン
元
大
統
領
国
葬
参
列
の
た
め

渡
米
さ
れ
る
直
前
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

執
務
室
の
手
前
の
応
接
室
の
壁
に
は
野
道
を
行
く

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
中
曽
根
首
相
を
写
し
た
大
き
な

写
真
が
美
し
く
額
装
さ
れ
飾
ら
れ
て
お
り
、
印
象
的

で
あ
っ
た
。

（
当
日
ス
タ

ッ
フ

大
森
春
樹
／
小
原
さ
や
か

【ネ
コ

・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
】

今
井
秀
幸
【
ス
タ
ジ
オ

・
ア
ウ
パ

】）
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付縁

1950年MRA大会日本代表リスト

国会議且・衆議院議且

中杓根康弘 （国民民ヒ党）

北村徳太郎 （国民民恥芯）銀行頭取を経て1946年衆議院議且。47年、片山内閣で運輸

相、芦田内閣で蔵相。この視察旅行では国連本部、米国詔

会F院で演説をしている

福lll煎泰 （自由党）外務省出身、村田首相秘↓t官。

栗Il1長次郎 (「IrI1党）ハーバード大学卒、毎日新聞を経て衆議院議貝。この視察旅行

では中曽根とともにベルサイユ宮殿を散策している。

川島金次 （社会党）連合通信記者を経て衆議院議且。スイス・コーのマウンテン ・ハウ

スでは中曽根と同室。

参議院議H

早川禎一夫妻 （緑風会）II本通運社長。

林虎雄 （長野県知Ji)1947年、社会党より 立候補し長野県の初代公選知事に。知＇胆退

任後の1962年に参議院議員。この視察旅行ではスイスで県内企

業川にオルゴールを購入、アメリカではTVAダムを視察している。

赤Ilり文三（大阪府知ji） 片l:0幸雄夫妻 （兵庫県知’JJ) 服部岩吉 （滋賀県知事）

楠瀬常猪 （広島県知'F) 杉llI宗次郎夫妻 （長崎県知事） 柑井 消丸（大阪府会議）

山川平一郎 （兵附県議会長） 井上寅蔵 （同副議長） 山川六郎 （兵庫県議）

浜J~信三（広島市長 ） 広島県庁出身で被爆経験をもつ 1947年広島市の初代公選市長

となり復邦に尽）J。この視察旅行ではロイター・西ベルリン市長、

オドワイヤー ・ニューヨーク市長に被爆した楠から切り出した 1-

字架を贈る。

大槍他 （長崎市長） JJ;tn忠次郎 （神戸市長） 松梢久左衛門 （長野市長）

川本泊ー（広島市議会議長） 望月庄七 （長崎市議会議長）

鈴木栄二夫妻（大阪苫視総監）総監時代には強硬に労働攻勢と対決し、話題となった。

杵内に 「総監落第記」。この視察旅行では中曽根ととも

に、ニューヨーク市腎を訪問している。

6坂泰三（東芝社長）II本人代表団の団長を務める のちに経団連会長。
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大原総一郎 （倉敷レーヨン社長）東大経済学部で講義を持つなど、学究）l）しで進歩的思

想の財界人として知られた。中曽根事務所の森料に

は大原がスイスのマウンテン・ハウスでJlll洗いをす

るスナ ップが残されている。いっしょにIIll洗い当番

を担当した中曽根が撮影したと推定される。

小林米三夫妻 （京阪神急行常務）関西財界の重鎖で阪念創始者 ・小林一三の三男。

千金良宗三郎 （T-代田銀行頭取） 鈴木剛夫妻 （大阪銀行頭取）

弘II!現 (R本生命社長） 湯浅祐一（湯浅蓄慮池社長） 村岡嘉六 （大隈興業会長）

山根春衛 （大正海上火災） 市村沼 （三愛百貨店社長） 竹中宏平 （竹中工務店副

社長） 伊集院虎ー（東床銀行常務） 榎並JE-（神戸経営者協会理事）

石黒直一（東芝渉外部長） 小島芳雄 （日本俎通屯役） 本田親男 (1ff:Li新聞社長）

高田市太郎 （侮日新聞欧米部長）節日新聞の海外特派且として知られる。1948年、戦後

最初の11本人報道記者として欧米を訪問している。

村田幸一郎 （滋賀県教育委貝会） 陰山寿 （日本海具組合代表） 西巻敏男 (I」本

海且組合国際部長） 井岡大治 （大阪市職且組合委員長） 加藤錦 （九州労組代表）

中島勝治 （長野金屈労組役且） 下高光春 （全金屈労組 ，＇f年部長） 和田純一（滋

賀県職組）

相馬恵胤 （幸新商会常務）相鳥雪香の夫、旧大名の相馬家を継いだ元了・爵。

相馬雪香 (MRA)元文相 ・尾崎行雄代議士の三女。戦前からMRA巡動に参加。戦後

は米国に本社のある「リーダーズ ・ダイジェスト」誌のn本版の編集も

つとめる。

二片高維夫妻 （三井報恩会理事長） 金川義之 （放送局総務部長） 高原義男 （総

司令部勤務）

西山千 （総司令部勤務）総司令部に通訳として勤務、おもにマ ッカーサーが公邸とした

米国大使館に勤務。 この視察旅行では北村代議 L•のワシント

ンでの連邦議会下院演説を同時通訳している。

桜11:Ji郎 （存年代表） 三井晶順 (,'r年代表） 木村利根子 (i『年代表）
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